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一．生徒会と凶報



　ズビズバー、と上品さのかけらもなく、そうめんをすする音が部屋に響いていた。

「十分経過」

　ストップウォッチに目を落としていた俺おれ、戌いぬ井い八や千ち代よは隣の女子に声をかけた。それを受けて、箸はしを動かすスピードが上がる。一世代前の掃除機のような爆音をとどろかせ、そうめんをひっきりなしにすすっているのは俺と同じ新入部員の井いノの原はらみのりだ。

　少し茶色がかったセミロングヘア。脱色しているというわけではなく、もとから色素が薄いらしく、肌も透き通るように白い。小学生かと間違われるほどに小さく、愛らしい井ノ原がやっていることは他でもない。

　見たままの――大食いだ。

　過か食しよく倶く楽ら部ぶ、というのが俺たちの所属する部の名前だった。

　文字通り、と言っていいかどうか分からないが、大食いをする人間たちの部活だ。奇特な部だけどうちの高校ではマトモな方であり、こうして部室まで与えられている。八畳ほどの広さの部屋にはテーブルを始め、商店街を中心にしたこの街の大食いマップが貼はられたホワイトボードや冷蔵庫、あまつさえシンクといった、部の性質上必要なものが一通りそろっている。

　俺おれは今年の春、たまたま中学時代のクラスメイトである井いノの原はらと再会したことによってこんな珍妙な部に入ることになった。以来、とある目標のために大食いの腕を磨みがく毎日だ。

　そうめんの最後の束たばがちゅるん、と唇の奥に消えていく。井ノ原は大きく息をつくと、箸はしを持ったまま合掌した。

「ごちそうさまでした」

　俺はストップウォッチを止め、タイムを井ノ原に告げる。

「十分三十五秒。記録更新だな」

「いや、更新はしてませんね」

「あれ？　そうか？」

　記録帳にしている大学ノートを開き、井ノ原のタイムを確認してみる。そうめん二キロ。該当する記録を遡さかのぼってみるが……うん、やっぱり新記録だな。

　訝いぶかしげに眉まゆをひそめていると、井ノ原は遠慮がちに笑った。

「全盛期は、十分切ってたんで」

　井ノ原には一年半のブランクがあり、まだ当時の実力に追いついていないとのことだ。俺は改めて、目の前の少女の食欲に舌を巻いた。

「今以上に速かったのかよ……」

「ウシさんに勝ち越してましたからね、当時は」

　と、はにかむ井ノ原。ちなみに『ウシさん』とはうちの部長のことだ。その名の通り四つ胃袋を持ってるんじゃなかろうかという食いっぷりの人で、《四つの胃袋を持つ男クアツドコア》なんて異名をとっている。

　そして井ノ原もまた、特殊な名前を与えられていた。

「さすが。《極大引力ブラツクホール》のあだ名は伊だ達てじゃないな」

「えへへ、どうも。まあ、胃袋の大きさは元に戻ってきましたけど、いかんせん運動してなかったからか肺活量が落ちてましてー」

「そりゃ、入院してたんじゃ体力も落ちるよなあ」

　井ノ原の顔がわずかに曇る。そのことにはあまり触れてほしくないのか、話題を変えてきた。

「ハチさんは、今日はタイム測らないんですか？」

「ん？　あー、俺はいいや。この暑さだから、微妙に食欲ないんだよ」

「なるほど」

　入学してから、はや二ヶ月。季節は既すでに夏を迎えていた。

　今日から衣替えで、夏服の井ノ原を見て俺は顔にこそ出さないものの内心「ぃやっほーう！」とテンション上がりまくっていたのだが、それでもこの暑さはなんとかしてほしい。

「毎年実感することだけどさ、盆地の夏ってどうしてこうも辛つらいのかね」

「ですよねー。ただ暑いだけじゃなくて、ジメっとしてて息苦しいというかなんというか。部室にシンク設置できるんなら、エアコンくらいオマケでつけてほしいです」

「なー。この前職員室に用があったんだけどさ、あそこだけ冷房入ってやがんのな。ちょっと殺意湧わいた」

「この部屋の位置も悪いですよ。最上階の角部屋って、直射日光モロに浴びるじゃないですか」

「こういう日が続くと、ちょっとなー。なんか対策立てないと」

「まあ、食べるだけが大食いの腕を磨みがく方法じゃないですからね。こういう時こそ、体を鍛える機会と思ってはどうでしょうか」

　大食いは体が資本、ということで過か食しよく倶く楽ら部ぶの面々は日々トレーニングを欠かさないようにしている。俺おれも時間を見つけてはランニングなんかしているわけだが、せっかく夏なんだから――

「プールでも行くか。どうよ？」

「えっ？」

「水泳なら肺活量も鍛えられるだろうし、井いノの原はらも一緒にって思ったんだけど、イヤか？」

「そ、そんなことありません！　ぜんぜん、そんなことないんですけど……」

　井ノ原は赤くなった頬ほおに手を添えると、ほう、と息をつき、

「お、男の人に、そんな風に誘われるの、初めてなので……」

「なっ!?」

　我ながら軽はずみなことを言ってしまったものだ。たしかに、異性と一緒にどこかに出かけようなんて誘われたら、そういう捉とらえ方もできるよな。

　奇襲に頭が真っ白になる。だというのに、井ノ原はさらに追い打ちをかけてきた。

「そっ、それにアレですよっ。例の条件、どうするんですか？」

「――あ」

　三十人前はあるという、この街の大食いメニューのフラッグシップ――《食しよく神しん》。

　それを完食することが、井ノ原が俺に提示した、井ノ原と付き合うための条件だった。

　春休み最後の日のことだ。俺はバイト先で井ノ原が大食いメニューを完食するのに心を打たれて、そのまま勢いで告白まで至ってしまった。

　我ながら、おかしなきっかけだったと思う。だけど小さい体で臆おくすることなく、ひた向きにドンブリに立ち向かう井ノ原の姿は俺の目に気け高だかく映って――一緒にいたい。こいつの隣に並び立ちたいと、心の底から思ったのだ。

　俺自身がそうありたいと思う姿を、目の前に示されたからだろう。俺は一発で、井ノ原という引力に吸い寄せられていた……のはいいのだが、そんな間抜けを待っていたのが《食しよく神しん》である。

　先月、俺おれはあと一歩というところまでその《食神》を追い詰めたのだが、惜しくも完食はならなかった。井いノの原はらは俺に気をつかってか、しょっちゅう食事に誘ってくれるようになったけど全部ただの部活だ。

　部活仲間として認められてはいるけど、いわゆる友達以上恋人未満な状態でストップ。現に今も、条件を盾にプールの誘いを断られてるし。そうだよなあ、クラスメイトとかに見つかって誤解されたら嫌だもんなあ。好きでもない男と一緒にプールなんか、行きたくないよなあ。

　やめよう、これ以上考えるのは。ただでさえ心が折れて目が虚うつろになりかけているのに、このままでは完全に立ち直れなくなってしまう。

　思考を止める。結果として口の端から涎よだれが垂れ、ダウナー系のドラッグをキめた患者みたいになった。もう、井ノ原が目の前でなにやらモジモジしているのも気にならない。

「あ、あの、ハチさん。聞いてます？」

「え、なに？　トイレ行きたいなら行ってくれば？」

「どうしてそういう話になってるんですか!?」

　井ノ原は「ガビーン」と擬音を背負っているような顔で戦せん慄りつする。コミカルな反応されても、精神崩壊から復帰したての俺にはついていくことができない。

「だ、だからっ、でっ、デートじゃなくって……」

　井ノ原はおずおずしながらも、声を絞り出すように言った。

「部活なら行ってもいいんじゃないでしょうか、って言ったんです。部員のみんな誘って」

　頭の中でファンファーレを鳴らされた気分だった。

　俺はにわかに目を輝かせ、立ち上がる。

「だ、だよな！　よし、いつ行く!?」

　嬉うれしさのあまり、バネ仕掛けのように立ち上がる。本当は踊りだしたいくらいなのだから、これでも我慢している方だ。

　最近、名前のせいか犬呼ばわりされることが多くなってきた俺であるが、俺が犬だったらグルングルン尻しつ尾ぽを振っていることだろう。父の実家の駄犬を思い出す。人懐っこい犬で、誰だれが来ても突進しようとするが鎖の長さが足りず、その場でずっこけるということを繰り返すバカ犬だった。

　そんな俺の様子に釣られてか、井ノ原もウキウキと弾はずんだ調子で答えた。

「それは、みんなで相談ですね。あ、そうだ。水着買わなきゃ」

「持ってないのか？」

「や、ありますけど新しいの欲しいなーって」

「でもサイズ変わってないだろ」

　俺おれの一言に、井いノの原はらが雷に打たれたような顔をした。

　失言を悟った時にはもう遅かった。目を見開いたまま立ちつくしていた井ノ原は、ゆっくりと傾いて床に吸い込まれていく。

「井ノ原っ？」

　床に激突する寸前、なんとか支える。井ノ原は俺の腕の中で今にも看み取とられそうなほど弱々しい声でうめいた。

「……うう。たしかに変わってないですけど。入院で減った体重も、今では晴れて元に戻りましたし」

「そ、そうか。まあ、なんだ。めでたいな」

「そうです。そしてわたしはこのまま成長し、グラマー美人を経へてやがて雲を突くような巨人になるでしょう」

「そんな願望は今すぐ捨てろ！」

「え？　でも今、流は行やってるらしいですよ？　巨女」

「どこ情報だよそれ！」

「わたしも又聞きですけど、発信源は北欧あたりじゃないですかね？」

「たしかにそんな種族がいたけど！」

　神話に、な。

「とにかく、ブームだか何だか知らないけど巨女になる必要はないから」

「そうですか？」

「そうだよ」

　小さかろうが大きかろうが関係ない。照れくさくて言葉にはできないが、井ノ原の魅力はもっと別なところにある。俺が惚ほれこんだのは井ノ原の、一つのことに本気であり続けようとするその姿勢だ。

　なんて一人で悶もだえていると、不意に気付く。うぉう！　めっちゃ密着してしまっているではないか！

　井ノ原の顔が近い。そういや以前も転びそうになった井ノ原を抱えたことがあったっけ。

　しかしジャケットを着ていた前回と違い、夏服という薄手の布地しか隔へだてていない今回はダイレクトに井ノ原の感触が伝わってくる。腕の中の体温は、ちょっと高め。食ったばかりで熱量に変換している最中なのだろうか？

　井ノ原は頬ほおを染めて俺の顔をまじまじと見るばかりで、立ち上がる気配が無い。俺もまた妙な緊張感に縛られ、身動きが取れなかった。

　至近距離からじっと見つめ合う。吸い寄せられるようにお互い、釘くぎづけになる。

「は、ハチさん……。あの……」

「お、おう……」

　もどかしげに声を交わす。

　次の瞬間、背後のドアが開いた。

「「――っ！」」

　俺おれたちはそろって縮みあがり、入り口に振り向く。そこに立っていた、ハリネズミのような金髪にゾロリと連なったピアスという一見ヤンキー風の男はありったけの力を込めて叫んだ。

「破は廉れん恥ち！」

　バタン！　とドアが閉められる。うわぁあああん！　と悲痛な叫びがドップラー効果を残して遠ざかっていった。

　かと思いきや、小さくなっていった悲鳴が折り返してくる。

　そして再びドアを開けるや否いなや、そいつは吠ほえた。

「地獄に落ちるさねこのクソポルノ野郎！」

「落ち着け、ケツ毛ファイヤー」

「いい加減やめるさ、その称号！」

「失敬。つい反射的に、な」

　この男はクラスメイトにして過か食しよく倶く楽ら部ぶの仲間の、蘭あららぎ新あら太た。親しい人間にはラギと呼ばれているが、己の犯した失態のおかげでごく一部の人間にはケツ毛ファイヤーと呼ばれ、蔑さげすまれている。

　別に理科室のアルコールランプでケツ毛を燃やしたとか、尻しり穴あなに花火を刺してホタルごっこに興じたとか、そういう面白エピソードはない。もっと残念な由来でケツ毛ファイヤーと呼ばれるようになったのだが、今はどうでもいいや。ラギだし。

　とにかく、ラギの乱入があったおかげで硬直が解けた。井いノの原はらはしゃっきりと立ち上がって、さりげなく俺から距離を置く。

「ポ、ポルノだなんてとんだ誤解ですよ！　ちょっと立ちくらみしたところを支えてもらっただけで、なにもヤらしいことなんかしてません！　ねえ、ハチさん？」

「お、おう。まったくだ」

「ガッデム！　そんな下らない言い訳、信じるとでも思ったさ!?」

　立てた親指を下に向けてブーイングするラギは、不意に声を押し殺して俺に詰め寄った。

「しかも、オレがいない間に大食いしてるとかどういうことさね？」

「お前がいないからこそだよこの特殊性せい癖へき野郎」

　俺は思わず、反射的にそう返してしまっていた。

　この男は女子がものを食べているシーンに興奮し、そのために過食倶楽部に入ったという危険人物である。そんな変人の目に井ノ原をさらすわけにはいかないと思い、ラギがいないタイミングを狙ねらってタイム測定をした、というわけだ。

　ラギは図星を突かれて痛いだろうに、苦にが虫むしをかみつぶしたような顔で言い返してくる。

「お前に特殊性せい癖へき呼ばわりされたくねえさ、ペドフィリア」

「ほ、ほう？　なにを以もつてして俺おれがペドだと？」

「そりゃもちろん、いの――」

　言いかけるラギの側頭部を、ドアが急襲した。

「みのりの貞操が危ないと聞いて！」

　と叫んで登場したのは過か食しよく倶く楽ら部ぶ唯一の二年生にして副部長の仙せん石ごく舞まい先輩だった。また、井いノの原はらの幼なじみでもあり、井ノ原に敬語を使われないのは俺が知る限りこの人だけだ。

　ストレートの黒髪を腰まで流した、モデル並みの美女。普段はクールビューティという言葉を体現したような人だが、邪よこしまな気配を察知して駆けつけたためかその表情には焦あせりの色がある。

　ラギはドアの一撃をまともに食らって床に転がり、そのまま沈黙する。仙石先輩はそれを歯し牙がにもかけず、井ノ原に駆け寄った。

「みのり、なにか邪悪なオーラを感じたんだけど、大丈夫っ？」

「う、うん。たぶん舞の頭がおかしいだけだよ」

「そう……。なら良かった」

　さりげなく罵ば倒とうされているような気がするが、仙石先輩は顔をほころばせた。幼なじみのこととなると周りはおろか、自分のことすら見えなくなる先輩らしい。

　先輩は安あん堵どして一息。窓際まで歩み寄ると、四階だというのに物もの怖おじすることなく窓縁に腰かけた。

「あー、暑い暑い」

　テーブルの上のウチワを手に取り、パタパタ扇あおぐ。

　そのまま何気ない口く調ちようで、続けた。

「こうも暑いと、ハンチング帽にスクール水着という格好になりたくならないかしら、みのり？」

「えっ、わたし!?」

　先輩に会話のキャッチボールという概念はないのだろうか。元野球少年の俺が瞠どう目もくするほどの、すげえ暴投＆剛速球っぷりなんだけど。

　先輩自身は自分の発言の脈絡のなさを疑問に思っていないらしく、平然と言った。

「そうよ。どう？　こんなに暑いんだもの、ハンチング帽にスクール水着という格好になっても誰だれも責めないわよ」

「いや、責めるとか責めないとかの問題じゃなくて、そんなアホみたいな格好しないよ？」

「そしてここになぜかちょうどよく、スクール水着があるのよね」

「人の話聞いてる!?」

　水泳の授業が始まるのは来週からだ。先輩が水着を持ってきているのは、本当に『なぜか』としか言いようがない。

　井いノの原はらは先輩の横暴さに憤いきどおった。

「そんなに暑いなら舞まいがそれ着ればいいでしょ！」

「残念ながら私ではサイズが小さいのよ。そう……残念なことに」

　と言いつつ、めちゃくちゃ邪悪な笑みを浮かべている先輩。残念なのは、この人の頭だ。

　……とまあ、そんな具合にこの絶世の美女と言っても過言ではない仙せん石ごく先輩はガチレズかつあらゆるフェチを網もう羅らしているという非常に残念な性せい癖へきの持ち主でもある。本人いわく、たまたま好きになったのが女なだけらしいが、変態のたわごとに耳を傾けるのは時間のムダというやつだ。

　先輩はなぜか山の上に浮かぶ雲へと遠い視線を送った。口さえ開かなければ、美女が物もの憂うげに景色を見つめるという一枚の絵画のような光景なのだが、

「みのり。実は私、ハンチング帽にスクール水着というファッションを見なければ死んでしまう、不治の病にかかっているのよ」

　どういう思考回路をしていればそんな妄言が吐けるのかと不思議に思ったが、井ノ原のピュアな頭はそれを真に受けた。

「ええっ!?　そんな奇病が!?」

「落ち着け、井ノ原。対処法がある時点で不治の病じゃないから」

　たぶん、今とっさにでっち上げただけだ。

　冷静に考えるまでもなくウソと分かるのだが、先輩は急にわざとらしく咳せきこんだ。

「げほっ、げほげほっ！」

「舞っ、大丈夫っ？」

「……もう、長くないわね。みのり、あなたと過ごした七年間……楽しかったわ」

「そんな……どうすれば」

　絶望してうなだれる井ノ原。先輩のたわ言を信じ込むとは、つくづく友達思いなやつだ。

　先輩は弱々しさを装よそおいながらも、邪念が隠し切れていない禍まが々まがしい目で井ノ原にスクール水着を差し出した。

「みのり、最後のお願いよ。今すぐこれを――」

「分かったよ！」

　と、水着を先輩から受け取る井ノ原。まさか……本当にやるつもりか？

「い、井ノ原。先輩の言ってることは下心見え見えのウソだから、信じるなよ」

　井ノ原がハンチング帽にスクール水着という姿になることへの興味がないと言えば、ウソになる。ちょっと特殊な性癖だけど、俺おれだって見たい。できることならば拝おがみたい。

　しかし年とし頃ごろの女子に公共の場でそんなハレンチな格好をさせるわけにはいかないだろう。力ずくで止めることも考慮に入れて身構えると、井いノの原はらはくるりとターンして部屋の出口へと向かった。

　しかしドアを開けることなく、その場にしゃがみ込む。

　そこにいるのは、白目をむいてぐったりしているラギだ。

「……あの、井ノ原？　なにをするつもりで？」

「わたしはハンチング帽にスクール水着なんて間抜けな格好するのは死んでも嫌なので、ラギさんに代わってもらおうかと」

　連鎖的に、おぞましい絵え面づらを想像してしまった。

　同じことを考えたのか、先輩が窓縁から床に落ちて痙けい攣れんし始めた。

「ぐはぁっ！」

　先ほどの演技臭い様子とは違う、本当の咳せき。先輩の口から出たものが床を赤く染め上げ、俺は思わず悲鳴を上げてしまった。

「吐と血けつ!?　そんなに精神的負担だったんですか!?」

「クリティカルショックよ……」

「うわぁああ！　早くしなくちゃ！」

　井ノ原は先輩の容体が悪化したと思ったのか、慌あわただしくラギを剥むきにかかる。ワイシャツをはだけさせ、手がベルトにかかったところで仙せん石ごく先輩が止めに入った。

「大丈夫よ、みのり。アナタのその想おもいだけで私の病は治ったわ」

「え、そうなの？」

「そりゃもう、見ての通りピンピンしてるわ」

　と、空中を漂ただよっていた蚊を拳こぶしで叩たたき落とす。え？　グーで殴って殺せるもんだったっけ、蚊って。

　先輩は菩ぼ薩さつのように緩く握った拳を水道で洗い流す。そのうちラギが起き上がって自分の痴態に気づいた。

「はっ！　なんでオレ、こんな格好してるさね？　いったいこの部室でなにが!?」

　暴行にあった乙女のように、はだけたワイシャツを前で押さえるラギ。男のそういう仕草は俺をひどくイラっとさせた。

　先輩も同感だったのか、冷淡にラギの問いを受け流す。

「アナタがストリーキングに興じようとしたから、私が当て身を入れたのよ」

「いや、オレにそんな趣味ないさ！」

「仕方ないわよ、暑いから」

「暑さで脳がやられたみたいに言わないでほしいさね！」

　ぎゃーぎゃー喚わめくラギを放置して、井ノ原はマイペースに切り出す。

「ところでストリーキングのことを昔、ストリートキングだと思ってませんでした？」

「あー、あるある。路上の王様的な」

「まさに裸の王様ですよねー」

　上う手まいことを言ったつもりなのか、少し得意げ。幼い顔つきに自信満々な笑顔が浮かぶ。

　さて……それはさておき、

「今日、ミーティングって話でしたよね？　肝心の人がいないけど、なにやってるんスか？」

　いつもはだいたい部室に一番乗りしている部長が今日に限ってはまだ姿が見えない。『鍵かぎは開けておくから部室集合』って連絡があった時点で、遅れるような気はしていたが。

　ちょっと心を病んでいる人なので、いつもと違う行動パターンをとられると不安になる。一年トリオはみんな同じ気持ちらしかったが、唯一の年長者である先輩は事情を知っているのか、こともなげに告げた。

「まあ、ヤボ用ね。でも、すぐ来るわよ」

「そうスか」

　納得する俺おれの横で、井いノの原はらが小さく挙手をする。

「あの、ところでミーティングってなにやるの？」

　すぐに答えが返ってくるものだと思ったが、期待に反して先輩は肩をすくめた。

「さあ？　去年はミーティングとか、なかったし」

「そうなの？」

「部員がそもそも二人しかいなかったからね。なにか連絡事項があればメールで済ませてたのよ」

　そういや、ラギからそんな話を聞いていた気がする。いわゆる古豪と呼ばれるチームだったけどそれは一昨年までで、去年は部員不足のせいで大会に参加すらできなかった、と。

　実際、この部はガチの体育会系みたいなものなので部員が居つかないのは仕方がないことだろう。ただでさえ大食いに競技として接しようなんていう奇特な人間は少ないのに、ここではさらにふるいにかけられる。

　残るのは、本気の人間だけ。

　部員不足という状況になるのも納得できるというわけだ。

　今年はなんだかんだで、六月まで三人欠けることなく残った。ちょっとアレな動機のラギでさえやめるそぶりも見せない。大食いを自分のすべてであると語る井ノ原は言うまでもなく、俺も同様だ。

　仲間がだれ一人欠けることなく残ったことを密ひそかに嬉うれしく思っていると、仙せん石ごく先輩は考えこむように軽く握った拳こぶしを顎あごに添えて呟つぶやいた。

「でも、時期的に考えられるのは東北大会のことかしら」

「東北大会？」

　俺おれは思わず訊きき返す。地区大会も県大会もすっ飛ばして……いきなり？

「ええ。フードファイト高校生選手権。その東北予選よ」

「一番デカい公式大会さ。いかんせん競技人口が少ないから、即東北大会だけど」

　ラギは相変わらずどこからともなくネットブックを取り出して、そいつを開いた。

「全国フードファイト高校生選手権大会。大食いをする人間たちにとっての聖地であって、甲子園みたいなもんさ。個人戦と団体戦があって、その辺は剣道の大会なんかを思い浮かべてもらえれば近いさね。予選は北海道、東北、関東、中部、近きん畿き、中国・四国、九州の七つのブロックに分かれて行われ、その代表が全国に進出って形さ」

　ラギの情報通ぶりを頼りにして、質問を重ねる。

「予選にはどれくらいの人数が参加するんだ？」

「東北だと団体戦は三十チーム、個人戦は二百人前後ってところさね。ま、田舎いなかはこれくらいが平均的な数さ。ちなみに近年大食いが盛んになってきた関東、王者を擁ようする中部、古豪が揃そろう近畿なんかはもうちょっと多くて、五十チームくらいあるらしいさね」

「地方予選ってのはいつ頃ごろなんだ？」

「七月中旬さね。第二土曜に団体戦、その翌日に個人戦って感じさ。会場は毎年変わるらしいけど」

　教えを受け、その情報量に感嘆した。

「お前はなんでも知ってるんだな」

「なんでもは知らないさね。知ってることだけ」

「そういうことは三つ編み巨乳属性を備そなえてから言え」

　ドヤ顔がムカついたので、メガネに指紋をつけてやった。

「ああっ！　なにするさね！」

「アバラギのくせに委員長っぽいセリフを吐くからだ」

「人を肋ろつ骨こつみたいに呼ぶなさ！」

「失礼。噛かみました」

「違う。わざとさ」

「アマガミました」

「まさか例の妹分的な幼なじみに、『にーに』と呼ばせているとでも!?」

「そんな変態紳士的なことはしていない！」

「そこ、話戻していいかしら」

　先輩は俺たちを睨にらみ、場の主導権を自分に引きこんだ。

「ま、今日は大会の日程だのルールだのの説明をするんじゃないかしら？　要項、そろそろ届くころだから」

「なんにしろ、楽しみですね」

　井いノの原はらは興奮を抑えきれない顔をしていた。あどけない顔して、意外と好戦的なこいつのことだ。まだ見ぬ敵に胸を躍らせていてもおかしくない。

　かく言う俺おれも、今から大会が楽しみだ。部内で競きそうことはあっても、相手は限られる。マンネリ気味のこの心に、新しい敵というテコ入れが欲しかった。

　単に大食いをするのとは違う、対戦という緊張感。

　それを早く新たなステージで試してみたいという衝動が腹の底でうずいていた。

　妙にそわそわと落ち着かない雰ふん囲い気きが漂ただよう。高揚を破ったのはドアが開く音だった。

　音に反応し、振り向く俺たち。

　同時に一八〇センチ近くある長身が床に倒れこんだ。

　沈黙。

　それを破ったのは、倒れこんだ当の本人だ。

「……死にたい」

　地の底から響くような呻うめきを、その人は吐きだした。

「購買も近くのコンビニも、ことごとく食糧が売り切れていた……。これは僕のような蛆うじ虫むし以下の存在に食わせるものはないというメッセージに違いない」

「ネガティブにもほどがある！」

　ほとばしる陰気なオーラに、ついツッこんでしまった。

　しかし、この銀髪の美丈夫こそ過か食しよく倶く楽ら部ぶの部長、丑うし米ごめ満みちるである。聞くところによるとロシアの血が何分の一か混じっているらしく、非常に目立つ外見をしている。

　腹の減り具合によってテンションが上下するという非常に厄介な性質を持つ人であり、そのためうちの部には米やパスタなどの他に、すぐに食べられる軽食を常備してある。今日も慣れた手つきで井ノ原がオートミールを部長の口に流し込んだ。一口ごとに、風船が膨らむように部長の体に芯しんが入っていく。

　テンションが上がりすぎると逆に面倒くさくなるので井ノ原は腹八分目でとどめる。部長は立ち上がると、

「いつものことだが、すまない。見苦しいところを見せた」

　ちょうどいいテンションで言い放はなち、淀よどみなく一番奥の席へと座る。俺たちもそれに倣ならった。

　部長を上座にして、井ノ原と俺は部長の右側。仙せん石ごく先輩とラギが左側。最近はだいたいこの位置で固定されている。部長は碇いかりゲンドウのようにテーブルに肘ひじをついて手を組む構えをとると、おごそかに告げた。

「さて、ではミーティングを開始する」

「大会のことですよねっ？」

　井ノ原が身を乗り出す。しかし部長は戸惑うように眉み間けんにしわを寄せた。

「まあ、大会のこともあるが……」

　珍しく歯切れが悪い。鬱うつだろうが躁そうだろうが、口ごもるってことはめったにないのに。

　部長の様子がおかしいことには、みんな気付いていた。そう、井いノの原はら以外は。

「あとみんなでプール行こうって話がさっき出たんですけど。ね、ハチさん？」

　急に振られて、俺おれは反射的に頷うなずいてしまう。

「ん？　お、おう」

「プール、な。まあ、それもよかろう」

　部長は心ここにあらず、といった感じで返事をすると俺たち一年生を順に見回し、尋たずねてきた。

「ハチ。お前、中間の結果はどうだった？」

「は？　……テスト、ですか？　まあ、平均くらいですけど」

「ケツ毛。お前は？」

「平均よりは上、とだけ。あと蘭あららぎですさ」

　得意げな様子を見せずに答えるラギだが、返ってきた答案を覗のぞき見たらだいたい九〇点を超えていた。まだ順位は発表されてないが、たぶん上位五名くらいには入るんじゃないだろうか。

　意外と言うほかない。不良みたいな外見をしておきながら、しっかり予習復習しているのはツッコミ待ちなのかと思っていたら、本当にデキる高校生スタイルを身につけていただなんて。

　今回のテストでそれを思い知らされたのだが、部長は最後に恐る恐る、井ノ原に目を向けた。

「……みのり、君はどうだ？」

「ぜんぶ赤点です」

　なんの引け目もなく、堂々と答える。正直、俺の予想をはるかに上回っていた。もちろん悪い意味で。

　……まあ、そこまでいったら開き直るしかないだろう。高校の勉強なんて井ノ原の今後の人生に役立つとは思えないし。

　俺は呆あきれるのを通り越し、むしろ感心してしまった。

「お前、よくこの高校入れたなぁ」

「がんばりましたから。でも、入ってしまえば出るのは簡単なのが、日本の教育制度なのですよ？」

　なぜか得意げな井ノ原。えっへん、とささやかな胸を張る姿が愛らしい。

　ともあれ、今テストの成績が部活にどう関係あるんだろう？　井ノ原の進級が危ないというのは、もうちょっと後になってから考えることではないだろうか。

　そんな疑問を含んだ視線に、部長は呟つぶやきを漏らした。

「――ダメだ」

　頭に疑問符を浮かべる一年生ズ。すると部長は、にわかにパイプ椅い子すを揺らして立ち上がった。

「ダメだダメだダメだぁあああああああ！」

　叫びは尾を引いて、部長は最終的には窓の外に向かって咆ほう哮こうする。突然の奇行にド肝を抜かれた。

　うって変わって、水を打ったような静寂。さっきまで声出しをしていた野球部も、とどろくシャウトに尻しりごみして黙りこんでしまったらしい。

　部長は席に戻ると、厳然と告げる。

「このままでは我々は、戦わずして負けることになるだろう」

　まったく話の繋つながりが見えない。突飛な発言に茫ぼう然ぜんとしていると、部長は判決を告げるように机を叩たたき、宣言した。

「よってこれから、みのりの学力強化週間とする！」



　県立葵あおい橋ばし高校は校則が緩いが、それでも一応、進学校である。

　ゆえに、明文化はされていないがこんなルールがあるそうだ。



    

  
    
      



    

  
    
      《赤点を取った生徒は以後三ヶ月間、部活動を禁ずる》

　これが、部長が発狂した原因だった。

「いやー、こんなルールあるの、すっかり忘れてたさね」

「そりゃまあ、お前には無縁の世界だろうね」

　興味が無いんじゃなくて関係が無いのだ。そんな知識をわざわざ仕入れておくほどラギも暇じゃないらしい。

　まさに知ってることだけ。

　一方、その横で仙せん石ごく先輩は失意のどん底に陥おちいっていた。

「私としたことが……うっかりしてたわ。放ほうっておけばみのりが勉強なんてしないこと、分かり切ったことだったのに！　保護者失格よ、これじゃ！」

　自分の不ふ甲が斐いなさに、繰り返し頭をテーブルに打ちつけて悶もだえ苦しむ。再起にはしばらくかかりそうだ。

　俺おれはテーブルの上に置かれた井いノの原はらの答案を手に取り、しげしげと眺める。

「しかし、言っちゃなんだが……」

　言っちゃなんだが、井ノ原のテストはひどかった。あまりにひどすぎて、言葉を飲み込んでしまうほどに。

　零点なんてファンタジックな点はとっていないが、代わりに十何点とかがズラリと並んでいる。赤点取るにしても、二十点台後半くらいであってほしかった。

「……今回のテスト、わりと簡単だと思ったんだけどな」

「一年の中間なんてそんなもんじゃないさ？　実際、平均点も高かったみたいだし」

　と、ラギ。今回の範囲なんて高校の勉強の基礎に過ぎず、言ってしまえばこの程度できないようではかなりヤバいと思う。

　だというのに井ノ原の答案ときたら、

「頑張って点取ろうとしてるっていう努力は認められるんだけど、それがかえってカオスな答案にしてるだろ。アウグストゥス活躍しすぎじゃねえか」

　世界史の答案なのだが東方遠征したのもアウグストゥス、イスラム教の祖もアウグストゥス。あげくの果てに、ナイル川流域にできた文明の名前までアウグストゥス。なんだよ、アウグストゥス文明って。

「ちゅ、中国にはアウグストゥスいませんよ？」

「そうだな。周を興おこしたのも儒教の開祖になったのも全部、『りゅうびげんとく』だな」

　せめて漢字で書こうぜ。

　と、まあ、井ノ原の答案は全部こんな感じで、百年の恋も冷めさせる威力がある。バカは幼なじみで慣れていたつもりだったが、もしかしたらアイツより深刻かもしれない。

　俺はため息交じりに、井ノ原の答案をテーブルに戻した。

「んで、結局このままじゃ井いノの原はらは、大会はおろか部活にすら参加できなくなるってことっスか？」

「うぅ……どうしましょう……」

　さっきまでは泰然としていた井ノ原もようやく事の重大さを理解したのか、うなだれていた。

「まだ挽ばん回かいの手はある。だからこその、学力強化週間だ」

　部長は粛しゆく々しゆくと言い、井ノ原を見み据すえる。

「みのり。君には追試が待ち受けているはずだな？」

「え、そうなんですか？」

「あるんだ」

　強い口く調ちようで言い聞かせる部長。というか井ノ原、自分のことなのになんで知らないんだよ……。

　見かねてラギが口を挟んだ。

「追試の日程、後で調べときますさ」

「任せた。さて、この赤点という言葉の定義だが、我が校では追試でボーダーラインを越えられれば目をつぶる、という取り決めがある」

「じゃあ――」

　井ノ原の期待に満ちた視線に、部長は力強く今回のミッションを確認する。

「ああ。追試までにみのりの学力を底上げし、なんとか赤点を回避する。それが我々の最優先事項だ。そして具体的な方策だが……仙せん石ごく、頼めるか？」

　部長は井ノ原をこの高校にねじ込んだ名教師を指名する。仙石先輩はクールにうなずいてみせた。

「もちろん――と言いたいところだけど、しばらくバイトのシフトが詰まってるのよね。だから付きっきりっていうのはムリよ」

「それでいい。お前がバイトの日は一年たちが協力しろ」

「あら？　部長は教えないんさ？」

「人にものを教えるというのは苦手でな。というか、この程度の問題でつまずくのがどうにも理解できん」

　部長の一言に、部屋の空気が一瞬で硬化した。

　傲ごう慢まんにもほどがある発言。その真意を確かめようと、俺おれは恐る恐る尋たずねる。

「……あの、それって」

　やはり言いづらい。そんな空気を察したのか、珍しく仙石先輩が助け船を出してくれた。

「部長、いわゆる天才肌なのよね」

　……まあ、そうなんだろうな。たまにいるんだよ、勉強しないのにテストで良い点取れる人。

　ラギも成績は良いが、それは日ごろの努力のたまものである。こんな外見して予習復習を欠かさない男だからその結果には納得いくのだけど……部長みたいな人間を見ると、理不尽だよなあと思わざるを得ない。

　部長は部屋に満ちる微妙な空気を、鼻を鳴らしてかき消した。

「というわけで、僕はまったく力になれん。みのりがなんでこんな簡単な問題が分からないのかが分からないからな」

「わ、わたしだって自分でどこが分からないのか分かりませんよ！」

　井いノの原はらは頬ほおを膨らませてむくれる。その様子は可愛かわいらしいのだが、開き直られても困る。

　ラギは埒らちが明かないと思ったのか、話を本題に戻す。

「実際、どうするさ？　俺おれもバイトあるし、どっちかっつーと文系教科は苦手さ」

「あー、俺、英語と古典なら何とか」

　遠慮がちに挙手する。仙せん石ごく先輩は沈思するようにうつむき、

「まずは、追試がいつなのか分からないとスケジュールも立てようがないわね。今週中、ってことはないと思うけど」

　勉強する時間を与えてやらなければ追試の意味が無い。あまり遅すぎても今度は先生方が期末の準備で忙しくなるだろうから――

「ま、来週末ってところさね」

　ラギの推測は妥当なところだった。とりあえずそこを目途にして勉強の予定を立てる。

　スケジュール表を見て、井ノ原が「うへぇ」と声を漏らした。

「これじゃ、大食いに行けないじゃないですか」

　この期に及およんでまだ大食いのことしか考えてないのか、こいつ。

　食欲の化身を部長は、根気よく諭さとした。

「まずはこの危機を乗り越えるのが先決だ。心配しなくても、大食いの機会は――」

　その時、部長の言葉をノックの音が遮さえぎった。この部に入って二ヶ月だが、初めてのことだ。俺たちは基本、ノックというものをしないから。

　新入部員って時期はとっくに過ぎているし、いったいなんだろうか？　緊張してドアを見つめる。部長が「どうぞ」と言うと、荒々しく扉が開いた。

「失礼するわっ！」

　殴りこみにでも来たかのような剣幕に、俺はちょっとたじろいだ。

　来客は二人で、前に立った方は形の良い眉まゆをつり上げて部長を見み据すえる。デコを全開にしたセミロングヘアと、アンダーリムのメガネ。いかにも生徒会長、といったルックスの女子は、そのビジュアルから想像できる通り、我が校の生徒会長様だった。

　そして後ろの方が、意外なことにクラスメイトだった。

　鴨かも川がわこころ。

　クラスの女子の主流グループに属する一人で、主にツッコミを担当している。男女わけ隔へだてなく接する、活発な女だ。

　童顔だが整った顔と、それに反して豊かな胸で男子たちの人気を集めている。頭の上でアップにした髪形が活動的な印象を強めていて良い、との意見もある。

　そんな鴨川であるのだが、クラスで見せる明るい顔と対照的な半眼を俺おれたちに向けていた。普段朗ほがらかな人間の不機嫌ほど怖いものはない、という法則の体現。未知の表情に俺はうろたえるしかなかった。

「なんの用だ、九ここの重え？」

　煩わずらわしそうに会長の名前を呼ぶ部長。九重。そうだ。たしかそんな名前だった。

　前に立った生徒会長は、仁王立ちしてフフンと鼻を鳴らした。

「あら、ウワサには聞いていたけど、本当に五人そろったのね」

「ああ。心配かけてすまなかったな」

　部長の返事に生徒会長は顔を真っ赤にして怒鳴った。

「し、心配なんてしてないわよ！　むしろあのまま消えてくれたほうが、せーせーするってもんだわ！」

「皮肉だ。真に受けるな」

「あ、相変わらず口の減らない男ねぇ……！」

　デコに血管を浮き上がらせてギリギリと歯ぎしりを鳴らす生徒会長。なんというか……面白い人だな。

「で、なんの用なんだ？」

「査察よ、査察。うちにはロクに活動もしない部活に部室を与えるほど、余裕はないんだから」

「見ての通りちゃんと活動している。今日はただのミーティングだがな」

「ふん。大食いにミーティングとか必要なのかしら？」

「必要だともさ。お前の言う、結果とやらを出すためにも」

「……ふうん？　なにか考えがあるようね」

　部長は敢あえて、なにも言わない。ただ意味深に笑みを見せるだけだった。

　生徒会長は眉まゆを寄せて吐き捨てる。

「ま、いいわ。言っとくけど、部室の空きを待っている部は山ほどあるんだからね。たとえば、ペタンク部とか！」

「ペタンク部だと……っ!?」

　目を見開いて慄おののく部長。ペタンクというのがなにか分からないけど、部長がこんな反応をするからには校内では有名なのだろう。

　しかし部長は、真顔で尋たずねた。

「――それはなんの部活だ。運動系か？」

「あー……えっと、鴨かも川がわ。どんな部だっけ？」

「なんか、カーリングみたいなスポーツの部ですよ」

「目標の球に向かってソフトボールくらいの鋼鉄製の球を投げ、相手より近づけることによって得点を競きそう球技さね」

　鴨川の説明をラギがさらに補足する。会長は取りつくろうように強気の笑みを浮かべ、声を張り上げた。

「そういうことよ！　とにかく、不ふ甲が斐いない結果しか残せないようだったらこんなアホみたいな部には即刻、部室を引き払ってもらうから！　いいわね！」

　言いたいことだけ言って、さっさと踵きびすを返す。

　嵐あらしが過ぎ去り、俺おれはようやく声を出せた。

「な、なんスか今の……」

「なにって、生徒会長だろう」

　当然のように部長は答えるが、そういう問題じゃない。

「そうじゃなくて、部室引き払ってもらうとか、どういうことですか！」

「あの女の言うとおりだ。現在、我々の立場は非常に苦しい。大食いという競技自体マイナーだし、それが部員不足となれば風当たりも強くなるだろう」

「去年は部長が個人戦で成績出して無理やり黙らせたけど、今期の会長は去年以上に気性が荒いわね」

　呆あきれたように、仙せん石ごく先輩。部長もやれやれとばかりに大仰に肩をすくめる。

「生徒会、なぜかうちの部に対して異様な敵てき愾がい心しんを抱いているしな」

「……それは、ごめんなさい」

「なんで舞まいが謝るの？」

　小首をかしげる井いノの原はらに先輩はため息をついた。

「生徒会との確かく執しつがあるの、うちの姉の代のせいだからよ」

　先輩に姉がいたとは初耳だ。自分の中で勝手に先輩をより極悪にしたような人間像が構築され、恐る恐る尋ねる。

「確執って……いったい何やらかしたんスか？」

「分かりやすい例をあげると、部室を無断で改造したりね」

「シンク設置したの、あんたの姉かよ！」

　フリーダムな人だ。さすが先輩の姉……なんだが、

「というか、先輩の姉もうちの部だったんスね」

　姉がいること自体、初耳だった。井ノ原に姉がいるような話は、前にも聞いたけど。

　先輩は俺おれの指摘に、一瞬だけ苦にがい顔をした。

「……ん。まあ、ね」

　そのビミョーな反応を疑問に思っていると、ラギが呆あきれたような声を上げる。

「ほんっとハチは大食いのことなんにも知らないんさね。仙せん石ごく先輩の姉貴、仙石零れいっていったら超有名人なのに」

「え、そうなの？」

　常識知らずのようで恥ずかしい。ラギはそんな俺に、説明してくれる。

「大食いと早食いの差は、前にも説明したさね？」

「ああ。『何分以内に食いきれるか』とか『何分でどれだけ食べられるか』みたいに時間制限があるのが早食いで、そういうのなしで純粋に量をどれだけ食えるかっていうのが大食いだよな？」

「そ。フードファイトの主流はダンゼン早食いなんだけど。余興というか、エキシビジョンマッチ的なもので大食いもやることがあってさね。仙石先輩の姉貴は、大食いでの高校生記録を更新した人さ」

「記録って……つまり、全国一ってことか!?」

　いくらなんでも、そりゃすごすぎるだろ。大食いを始めて日が浅い俺でも、異常だって分かるぞ。

　と、盛り上がっていると部長が憮ぶ然ぜんと腕組みをして、脱線しかけた話を元に戻した。

「ともかく、生徒会はうちを目の敵かたきにしていて、事あるごとに突っかかってくる。もはや因縁みたいなものなので……まあ、なんだ。来年以降も頑張れ」

「他ひ人と事ごとみたいっスね」

「事実、そうだからな」

　たしかにその通りだが、身も蓋ふたもねえ。

　身も蓋もなかったのだが、部長は鋭く目を光らせた。

「早そう々そうに僕たちの活動を連中に示してやらねばならない。というわけでだ……実は、交流試合なぞを企画している」

　寝耳に水だった。

　――いや。さっき言おうとしていたのは、このことか。戦う機会を作ってやったから、今は勉強に集中しろ、と。

「その試合で生徒会に我々の実力を示す。と同時にこれは、実戦を想定した訓練でもある。現在、我が部は団体戦経験者が僕一人だけだ。故に、本番がどういう流れで進んでいくのか、これを機に一度どんなもんだろうかと体験してもらいたい」

　部長もいろいろ考えてるんだな。部のことも考えないで、ひたすら自分の胃を拡張することに励んでいたのが、ちょっと恥ずかしい。

　別に発言する時は手を挙げろという決まりはないが、ラギが小さく挙手した。

「ちなみに相手はもう決まってるさ？」

「今、いろいろとオファーを出しているところだ。まあ、それなりのところを倒さないと意味が無いからな。いずれも全国大会に出場した経験があるところだ」

　部長の答えに、緊張で喉のどが鳴った。全国レベルの猛も者さ、か。

　他の部員たちも神妙な顔になる。だというのに部長はさらにプレッシャーをかけるようなことを言った。

「おそらく、これで結果を出さなければ生徒会は図に乗って、本気で僕たちをここから追い出すだろう。いいか？　もう一度言う。あの女は本気だ。本気で、この部屋をペタンク部の部室にするつもりだ」

　どこかでまだ、あんなのはただの脅しだと思っていた俺おれたちの甘えを完かん膚ぷなきまでにぶち壊す。部長は力が入るあまり、握った拳こぶしをテーブルに叩たたきつけた。

「そしておそらく、糾弾は今回だけに及およばないだろう。今後も僕たちは勝ち続けなければならない。最低でも全国出場。できれば万全を期して全国優勝くらいはしておきたいところだな」

　至し極ごくあっさりと、その言葉は吐かれた。

　あまりにもあっさりすぎて聞き逃してしまいそう。しかし隠しきれない違和感に、部長以外の人間は一様に目を丸くしていた。

　部長はお世辞でも冗談でもない、百パーセントの真顔で断言する。

「なにを驚いている？　僕は本気で思っているぞ。このメンバーなら、全国の頂点に立つのも夢ではない、と」

　このメンバーで、全国？

　その光景は遠すぎて想像できない。だけど部長には見えているんだろう。

　霞かすみがかった視界の先にある、栄光を。

　全国一。一度はその響きに憧あこがれ、しかし自分の非才を知って諦あきらめていた言葉。

　――このメンバーなら、夢じゃない。

　結果的に騙だまされてもいい。今は部長の言葉を信じたくなった。

　みんなも満更じゃない表情。しかし部長は俺たちを持ちあげておいて、落とした。

「まあ、そのためにはまず、みのりの追試クリアが必ひつ須す条件だがな」

「はぅ。が、がんばります」

　肩を縮めてさらに小さくなる井いノの原はらを、部長は鼓舞した。

「大食いだけじゃなく、あらゆることに打ち勝て。居場所を保つには不断の努力が必要となる。たとえそれが、ありがたみが薄れるくらい日常の風景だとしてもな」

　井ノ原の顔から弱気が消え、戦士の面つら構がまえになった。

「……居場所が欲しければ、勝てってことですね」

「そういうことだ」

　勉強もできず、運動神経も良くない井いノの原はらが唯一手に入れられた居場所。

　それを守るためと言われたら、奮起しないわけがなかった。

「分かりました」

　井ノ原は部員たちの顔を見渡して、己の意気込みを宣言する。

「そういうことなら、勉強もがんばりましょう。みなさん。わたしバカですが、よろしくお願いします」

　礼儀正しくお辞儀――と思いきや、勢い余って机に突っ込む。しかし、額ひたいを押さえて悶もん絶ぜつする井ノ原を笑う気にはならなかった。

　それほどまでの意気込み。

　応こたえてやりたいじゃないか。

　部員たちの心が一丸となって、繋つながりがまた強くなったことを感じる。仙せん石ごく先輩は微笑を浮かべると、すっと立ち上がった。

「なら、さっそく始めましょうか。みのり、ここじゃなんだから図書室に移動しましょ」

「えぅう……。う、うん、おっけー」

　額を押さえながら、カバンを探る井ノ原。立ち上がって部室を出ようとする井ノ原を、部長は引きとめた。

「ああ、ちょっと待て。渡すものがある」

「ふぇ？」

　懐ふところから取り出した何かを、アンダースローで放ほうる。山なりの軌道で近づいてくるそれに井ノ原は反応できず、鼻にぶつかって床に落ちた。

「わぷっ……これは？」

「部室の鍵かぎだ」

　お前らにもだ、と部長は俺おれとラギに向かって同じものを投げる。手のひらに収まった銀色の輝きを、俺はまじまじと見つめた。

　今まではたいてい部長が先に来ていたから部室の扉は開かれていたが、これからは好きな時に出入りできるってことか。これを渡されたってことは――

　仙石先輩は珍しく悪意のない笑みを浮かべた。

「学校が決めた仮入部期間なんて、うちには関係ないのよ。六月まで残って、初めて過か食しよく倶く楽ら部ぶの一員として認められる。それが伝統で、鍵は部員の証あかしみたいなものね」

「前もって準備しておけばよかったんだが、テストや交流試合の交渉で慌あわただしくてな。さっき、急きゆう遽きよ作ってきた次第だ」

　――なるほど。部長が今日遅れたのは、このためか。

　手の中の小さな感触を確かめる。

　手のひらに食いこむ硬い手触りに、ここが俺おれの居場所なのだと語られた気分だった。

　顔を上げると、部長はこちらの心を見透かしたような笑みを浮かべていた。

「と、いうわけだ。諸君、改めてよろしく頼む」

　言われなくても。

　井いノの原はらの追試に、負けが許されない崖がけっぷちの状況。

　しかし危機感はなく、ただ胸が熱くなるだけだった。



　叔お父じの経営する食堂でバイトしている俺だが、それが無い日は風ふ呂ろの前にランニングする、という習慣を課している。

　そして走る時間帯が似ているのか、とある人物とよく遭遇する。

「ボンバー!!」

　と、そいつは出会いがしらにハルク・ホーガンばりのアックスボンバーを放はなってきた。

「ふっ！」

　俺は振るわれる剛腕を華麗にかわして後ろに回り込み、特徴的なサイドテールを掴つかんだ。

「甘いな。そう何度も、同じ手にかかってたまるか」

　油断していて地面になぎ倒されたことは記憶に新しい。体格は平均的な女子より少し小さいくらいなのに腕が首に触れた瞬間、世界が半回転した時には何事かと思った。

　その恐怖を体が覚えていたのか、考えるよりも早く回避行動を開始。テールをつかんだのは、ついでみたいなものだ。

　しかし、襲撃者は予想外の行動をとってきた。

「いやぁああああ！　犯されるゥうううう！」

「なっ！」

　俺はとっさに、サイドテールから手を放し、そいつの頭を思い切り引っぱたく。

「バカ！　言っていい冗談と悪い冗談があるだろ！」

「っつー……。大丈夫だっつーの。ちゃんと、人いないの確認したし」

　相手は唇を尖とがらせて反論。まるで反省の色のない態度に、俺の心に殺意がわいた。

　この出会いがしらにアックスボンバーをかまし、それが避よけられれば相手を社会的に殺そうとする度し難いバカこそが、俺の妹分的な幼なじみである町まち田だ真ま白しろであった。

　一つ年下の、中学三年。ソフトボール部に所属する体育会系バカで、バカとしか表現できないほど筋金入りのバカだ。『ｗｏｒｋはたらく』を『歩く』って訳した時には、ちょっとこいつの将来が心配になった。コンビニとかに置いてあるバイト情報誌がこいつには、街のオシャレスポットを巡って散歩するという内容の小こ粋いきなフリーペーパーに見えるらしい。

　俺はあたりを見回して、本当に誰だれもいないことを確かめると胸をなで下ろした。　

「……ったく。マジで血の気が引いたぞ。心臓に悪わりぃ」

「どんな時でも平常心だ。心構えができてないぜ、ハチ兄ぃ」

「心構えって、なんのだよ」

「常在戦場」

「兵士かなんかか、俺おれは」

　いやまあ、たしかに大食いをする人間のことを『戦士』と呼んで称たたえる風習が大食いの世界にはあるらしいけど。

　真ま白しろはどんと、中学生にしてはけしからん胸を張る。

「ちなみにアタシはピッチャーなのでポッカフェイスが信条だ」

「ポーカーフェイスな。レモンかなんかかよ、お前は」

　俺の一言に、真白はいきなり恥じらった。

「れ、レモンちゃんって呼んでもいいんだぜ？」

「呼ばねえし」

「レモンちゃん恥ずかしい！」

　と叫ぶや否いなや真白はもと来た方向へと走っていった。

　まあ、ランニングで真白に合うと大抵こうなる。真白のほうが早くランニングを始めているからか、ちょうど出くわす形になるのだ。そして、真白は俺に付き合うためもと来た道を戻るはめになる。

　どうせ一緒に走るのなら最初から示し合わせていけばいいんじゃないかとも思うけど、なんとなく言いだしづらくてこうやってばったり会う形を続けている。俺はため息まじりに真白の後を追った。

　全力のダッシュから緩やかにペースを落とし始めた真白に追いついて、問いかける。

「そういや、そろそろ中体連じゃね？」

「ああ、今週だよ」

　中体連とは日本中学校体育連盟が主催する大会のことで、まあ一番でかい公式戦である。その地区予選が、六月の第一週か二週くらいだった。

「だいたい平日にやるんだよなあ。できれば見に行きたかったんだけど」

「く、来んなよ！　父兄かっつーの！」

「似たようなもんじゃん」

　兄って呼ばれてるし。

　真白は憮ぶ然ぜんとした顔になって、心なしかペースを上げた。

「は、ハチ兄ぃだって、アタシが応援しに来たらイヤだろ？」

「いや、別に」

　迷うまでもなかった。あの時のことは、今でも鮮明に覚えている。

　井いノの原はらが俺おれに示した条件――およそ三十人前というとち狂った量のラーメン、《食しよく神しん》に挑み、危うく心が折れかけたところ。

　それを支えてくれたのは、他でもないこいつだった。

　もっとも、真ま白しろがご機嫌斜めな理由も分からなくはない。

「そりゃ、多少こっ恥ずかしいかもしれないけど」

　俺も親が応援しにくると落ち着かなかったし。恥ずかしいやらプレッシャーかかるやらで、集中できなかった。

「……そっか」

　真白は小さくつぶやき、やはりぶっきら棒に言う。

「んじゃ、県大会なら見に来れんじゃね？　夏休み中だろうからさ」

「そうだな。予定がなけりゃ、駆けつける」

「好きにしろよ」

　思春期だもんなあ。難しい年とし頃ごろだもんなあ。

　世の中の父親や兄たちの気持ちがよく分かる。からかうのもなんなので、真面目まじめな忠告をした。

「とりあえず、大会前だからって焦あせって根詰めすぎるのだけはよせよ」

「分かってるって。ちゃんと考えて調整してる」

　真白は真剣な目で前を見み据すえて、続けた。

「ハチ兄ぃには悪いけど、頑張りすぎるのがアダになるってこと、アタシは知ってるから。だからこそ、本気を出さなきゃいけない時をちゃんと見極める」

　月明かりを浴びるその横顔は、いつものバカな面とは大違いで。

　次の大会が、こいつの中学最後の大会であることを思い知らされた。

「――それが分かってるなら、上出来だ」

　悔いなど残せるはずがない。だからこそ自分にできる限りの努力をしようとする。

　ただ、俺の場合は休むことも努力のうちだということが当時は分からなかったのだ。

　ボールを投げすぎたせいで壊れた肘ひじが軋きしみを訴える。ただし、新しい居場所を見つけた今ではその痛みも以前よりはうっとうしくなかった。

「……ハチ兄ぃ。ハチ兄ぃにとっては重い話かもしれないけどさ、アタシ、ハチ兄ぃの分まで投げてくるよ」

　唐突に、真白はそんなことを言った。

「アタシは、ハチ兄ぃがいなけりゃソフトやってなかったから。ハチ兄ぃがいなければ、今のアタシはいなかったから。だから、ハチ兄ぃが投げられなかった分まで投げてくる」

　大食いに出会う前の俺だったら、真白の言葉に反感を抱いていたかもしれない。まだソフトができる真白を妬ねたみ、安い同情はやめろと拒こばむ展開は充分考えられる。

　だけど今なら分かる。人のために何かをするということは、すべて同情が原動力になるわけじゃない。

　誰だれかのために戦うことが、同時に自分の誇りを示すことになることを俺おれは知っていた。

　だから真白の好意は純粋に嬉うれしい。しかし意外な発言に言葉を失っていると、真ま白しろは柄にもなく不安げな顔で俺を見つめた。

「今さら蒸し返すようで、イヤか？」

　俺は首を横に振り、つい真白の頭に手を伸ばす。

「いや、サンキュな」

　ぐしゃぐしゃと、昔やったように頭をなでる。真白は照れくさそうに、ほほ笑んだ。

「……おうよ」

　妹分に触発されて、俺もやる気が出てきた。

「ま、お前はお前で頑張ってこい。こっちも、ちょいと新しい展開がありそうだから」

「お？　またあの冗談みたいなラーメンに挑むの？」

「いや、今度は人と競きそうことになるっぽい」

「競争ねー。また次から次へと、飽きないもんだな」

　真白がバカなことに夢中になる男子を嘲あざ笑わらうような口く調ちようになるので、思わせぶりに言ってやった。

「しかもその試合の勝敗には、部の進退が賭かかってるしな」

　思った通り、釣られる真白。悪く言えばベタ、良く言えば王道な展開が好きなのだ。

「む。いかにもありがちなパターンじゃん。なんかあったの？」

「いや、うちの生徒会長様がちょっと、ね」

　真白に事の経緯を簡単に説明した。

「ふーん。なるほどな」

「かなり感情論で動いてそうなんだよなぁ、あの人」

　俺がぼやくと、真白に鼻で笑われた。

「ま、部長さんの言うとおり、示していき続けるっきゃないんじゃね？　ハチ兄ぃたちが本気だってことをさ」

　軽い言葉だが、それは本質を突いている。

「そうだな」

　恥じることも、後ろめたく思うこともない。ただ、胸を張って挑み続けていけばいい。

　それが今の俺の誇りであり、居場所なのだから。

　全国クラスの猛も者さがどれほどのものなのかは分からない。ただ勝つことだけを考えよう。

　そのためにも明日から井いノの原はらのサポート、頑張りますか。



    

  
    
      
二．メガネと手伝い



　井いノの原はらの学力強化週間に入って三日目。ようやく俺おれの担当が回ってきた。

「実は図書室って、初めて入るんだよな」

　教室からすぐそばなのにもかかわらず、今日まで世話になることがなかった。もともと勉強は家でやるタイプだし、昼休みに時間を持て余すようなこともないし。

　図書室は入ってすぐに貸し出しカウンター、部屋の手前に机、奥に書架というごく平凡な構成。蔵書が豊富かどうかは文学に疎うとい俺には分からない。

　机は長机を連ねたもので、向かい合う利用者を遮さえぎるように仕切りが立っている。勉強を教えるには、隣り合って座るしかないということだ。

　興味深げに図書室を観察する俺を見上げて、井ノ原は苦笑した。

「実はわたしも、ついこの間までそうだったんですよねー」

　一番奥の空いている席に座る。井ノ原はカバンから勉強道具を取り出して、丁寧にお辞儀した。

「それでは、よろしくお願いします」

「あいよ」

　俺が受け持つ教科は世界史と古典。『男子は理数系が得意』なんて考えが世間には広まっているようだが、これに俺は異を唱となえたい。だって俺、数学とかまるで分からないし。

　そっちはラギに任せるとして、俺は比較的点数が良かったこの二教科を担当することに。英語もそれなりにできる自負があるのだが、こっちは同じく英語を得意とする仙せん石ごく先輩の管轄だ。

　というわけで、今日は世界史から始めますか。

　周りの生徒の邪魔にならないように、俺は声のボリュームを下げる。

「まあ、暗記科目なんてあんま教えることないんだけどな。俺の場合は指定のテキストあるじゃん？　あれ、解けるようになるまで何度も繰り返す。これだけで八十点は堅い」

「へ？　それだけですか？」

「ああ」

　ほとんどのテストで平均点前後しか取れない俺が学年屈指の成績を誇るラギと変わらないくらいの点数を叩たたきだせたトリックは簡単だ。この教科、単純に平均点がめちゃくちゃ高いだけである。

　世界史の担当教諭は落ち武者みたいなヘアスタイルの年配の方なのだが、好こう々こう爺や的な性格で生徒に甘い。ぶっちゃけ、授業を聞いてノートを取っているだけでも赤点は免まぬがれそうなほどだ。

　井いノの原はらの授業態度を嘆なげいてもしょうがない。今は追試に目を向けるべきだ。

「さらにラギ情報では、あの教師は追試の内容が本試験とほとんど変わらないらしい。つまり、お前がやることはこの模範解答を覚えるまで繰り返しテストを解き続けることだ」

「おお、それだけでいいのですか！」

「ん。簡単だろ？　最初は答え見ながらでもいいから、とにかく手を動かして頭に刷りこめ。終わったら自己採点して間違ってるところを五回ずつ書く。んで、もっかい解いて覚えてなかったらまた五回ずつ書きとり。これをテスト当日まで繰り返すんだ」

「……効率悪いですね」

「言うな」

　俺おれだってそれくらい自覚している。ただ、本来ならば俺も人にものを教えられるような頭脳じゃないわけで――

　自分で言うのもなんだが、俺は自虐めいた結論を口にした。

「まあ、逆に言うとバカでも点が取れる方法ってことだ」

「たしかに、そう言われると舞まいやラギさんより説得力があります」

「そっか。あの二人なら、俺と同じ方法でも繰り返す回数が圧倒的に少ないんだろうな」

　思うに、勉強ができるやつは脳細胞からして違っているような気がする。呑のみ込みが早いというか、なんというか。

「その点ハチさんなら、よりわたしに近い視点で教えられるってことですねー」

「不本意ながらな」

　遠まわしにバカって言われているようなものだが、悪い気はしなかった。バカなおかげで井ノ原の力になれるのなら、俺はバカであることを天に感謝しよう。

「あの、良かったらこの後、他の教科もちょっと見てもらえますか？　舞とかラギさんの説明、スムーズすぎてその場では分かったような気になっても、後で見返すとやっぱり分からないところがあって」

「ああ、あるよなぁ、そういうこと。なんなら、そっち先に済ませようか？　究極的に言えば、俺の言ったこと家でもできるし」

「そうですね。では、遠慮なく」

　井ノ原はさっそくカバンから数学の教科書を取り出す。

「ここなんですけどー」

　と、井ノ原は身を乗り出してくる。ふんわり髪のニオイが漂ただよってくるくらい近い。あまりの無防備っぷりに、思わずのけぞってしまった。

「どうしました？」

「あ、いや……不意に尿意を感じたような気がしたが、そんなことはなかったぜ」

「そうですか」

　俺おれは気付かれないように深呼吸をして再び席に着く。井いノの原はらは俺の反応を疑問に思っていないのか、さっきより近づいてきた。

「で、ここなんですよ」

　触れ合う肩。高い体温に俺の心臓がびっくりする。たまらず、井ノ原の体をそっと押しのけた。

「あの、井ノ原。近いから」

「……あっ、す、すみません！」

　井ノ原は身を引いて、縮こまる。小動物をいじめているようで心苦しいのだが、

「お前、ラギにもこんな感じで接してたの？」

　嫉しつ妬とが俺にそんな質問をさせていた。言ってから、自分の器うつわの小ささが情けなくなる。

　井ノ原は顔を赤くして、あたふたと否定する。

「い、いえっ、それはないですっ。ラギさんの方から、なんか近寄ってくるなオーラを放はなっていたのでっ」

「そうなのか？」

「はい」

　ふむ……ラギに俺と井ノ原の関係を明確に説明したことはないが、聡さといあの男のことだ。詳しいことは分からないにしてもなんとなく俺が井ノ原に惚ほれていることくらいは勘付いていて、俺おれに気を使ってくれたのかもしれない。



    

  
    
      



    

  
    
      　アホではあるが義理堅い男だ。友人の心こころ遣づかいに感謝する。

　その一方で、井いノの原はらは思い詰めた顔をしていた。

「……わたし、嫌われてるんですかね？　わたしがバカなせいで、みんなに迷惑かけてるわけですし」

「そんなことねえよ」

　心細そうな横顔。慰なぐさめようと井ノ原の頭に手を伸ばしかけ、すんでのところで思いとどまる。

　弱々しい姿を見せられると、困る。井ノ原は娘とか妹みたいだから、つい軽々しい態度をとってしまいそうになる。

　今はまだ我慢、我慢。いつか想おもいを行動に出せるその日までは、言葉だけに留とどめておく。

「……単に、女が苦手なだけだろ。やつの普段の言動を鑑かんがみるに」

「ははぁ、なるほど。たしかに、わたしとハチさんのこと誤解したり、見た目の割にけっこうピュアですよね」

　井ノ原はコロリと立ち直り、笑顔を見せる。

「そうそう。だから、気にする必要なんてなし。さ、勉学に励もうぜ」

「あ、はい。で、この問題ですよ。解説読んでも、なんでこうなるのか分からなくって」

　井ノ原は教科書のページを広げて、問題を見せる。これは……時間がなかったからって放置してたところだな。

　理系教科は苦手意識があるせいか、分からない問題は潔いさぎよく切り捨てる傾向がある。おかげで成績が一向に伸びないのだが。

　ともかく、説明するためには一度、俺自身が解かなければ。

「……悪い。ちょっと時間くれ」

「分かりました。じゃあその間、わたしは世界史やってますね」

「おう。それがいいな」

　井ノ原はプリントに向き直り、カリカリとシャーペンを走らせ始める。さて……俺も数式と格闘しますか。



　……あー、ここでこっちの公式使うのか。んで、それを展開して……っと。うん、オッケー。なんだ、さっきは途中計算間違えてただけか。

　一度どつぼにハマるとなかなか抜け出せないのが数学という学問だ。いっそどこが間違っているのか検討せずに、最初からやり直して正解だったな。

「おい、井ノ原。解けたぞ」

　横を向くと、井ノ原が力尽きたように突っ伏していた。

「待てや」

「ふあぁっ！　な、なにごとですかっ？」

　ばちーん、とデコピンの要領でデコではなく側頭部を撃ちぬくと、井いノの原はらはイスを蹴けり倒して立ち上がった。周りから白い目を向けられ、井ノ原は頭を下げつつイスを戻す。

　シャーペンの音が止まっているのに気付かなかったとは不覚だった。集中しすぎるのも考えものだな。

　井ノ原は座りなおすと、胸をなで下ろして大きく息をついた。

「ゆ、夢でしたか……」

「なんか怖い夢でも見たのか？」

「はい。ラギさんがお尻しりからジェットを噴射して飛んでいたので、わたしが『ラギさんはなんで飛ぶのん？』となぜか関西弁で尋たずねたら、ラギさんは『ケツ毛ですけどー』と答える不思議な夢でした」

「お前の深層心理が不安になってくるよ」

　フロイト先生に夢診断してもら……いや、ダメか。あいつ全部、性欲にこじつけるし。

　ケツ毛だし、肛こう門もん期に関係あるのかもしれない。ラギが相手だったらからかい、仙せん石ごく先輩だったらウィットに富んだ返しを期待して話題を振るところだが、井ノ原とはそういう話をするのがためらわれた。

「うーん、なんですかね？　心の奥でラギさんの飛躍と発展を期待してるんですかね？」

　無む垢くだ。ピュアホワイトだ。下ネタとは縁遠い井ノ原には、これからも純潔を守ってほしい。

　井ノ原は今にも「ほえー」とか言いそうな間抜けな面で考えこんでいたが、話を元に戻そう。

「まあ、ラギの成長は確かに今後の課題だが、今は数学だ」

「あ、はい。すいませんでした」

　俺おれは教科書の、太枠で囲ってある公式と途中式を交互にペンの先で示す。

「でさ、まずここでこの公式を使うだろ？」

「ふむ、ふむ」

「するとここは、こういうことになるだろ？」

「つまり……どういうことですか？」

　ダメだ。説明が通じている気がまったくしない。

　あまりにもスムーズなやり取りだった。井ノ原に考えこむそぶりが全然ないって、どういうことよ？

　冗談かと思ったら、井ノ原はいたって真顔だった。ヤバい。ラギが意味深な顔で、「覚悟しとくさ」って言っていた意味が、今さら分かった。

「よ、よし……もう一回説明するぞ。あのな、この式を使う意味はな？」

　まず、なんのためにこの公式を使うのかから教えてやる。場当たり的に詰め込んでも応用が利かないので、まずは式の意義から説明してやった方がいいと思ったのだ。

　すると井いノの原はらは途中で船を漕こぎだした。

「…………」

「いたっ！」

　無言でデコピンを繰り出した。手加減なしでやったせいで、意外といい音がしてしまう。

「どこまで聞いてた？」

「えっと、『つまり影分身二人で修業すれば経験値は二倍、百人なら百倍ってことになるだろ？』ってとこまで……」

「言ってねえよ、そんなこと」

　図書室なので激しくツっつこむわけにもいかない。声を押し殺した結果、自分でもちょっと驚くくらい低い声が出た。

「す、すみませんっ。マジメにやりますっ」

　井ノ原は自分の頬ほおを張って気合を注入する。やる気がないわけじゃないんだけどなあ。

「――井ノ原、一回出るぞ」

　立ち上がろうとすると、シャツの裾すそにすがりつかれた。

「ま、待ってください！　わたし、がんばります！　一生懸命、勉強やりますから！」

　その剣幕は正直ギョっとするほどで、室内の視線が一斉に集まるのが分かった。

　視線は批判的というよりも、好奇に満ちたものが多い。井ノ原の悲痛な声は静寂を尊ぶ図書室において、嫌悪感よりも好奇心を優先させるほどのものだった。

「だから……だから、見捨てないでください。お願いします……っ！」

　大きな目から、みるみるうちに涙があふれ出す。動転しつつも俺おれは井ノ原をなだめた。

「休憩だよ、休憩。リフレッシュだ。一度頭切り換えた方が、効率いい」

「ふぇ……？」

　ひっく、と嗚お咽えつを漏らして井ノ原は涙をぬぐう。子供にするように視線を井ノ原の高さに合わせて、ゆっくりと言い聞かせた。

「なんか飲もうぜ。眠いんだったら、コーヒーとかさ」

「あ……はい」

　勉強道具は机に置きっぱなしにして一度外へ。自販機があるのは購買の横と、体育館に向かう渡り廊下のところだ。ここからだと後者が近い。

　自販機の前に来るころには、井ノ原は泣きやんでいた。振り返って、尋たずねる。

「なにがいい？　奢おごるよ」

「い、いえっ。むしろわたしが奢ります。お世話になってるわけですし」

「そういうつもりで連れ出したんじゃないから。ほれ」

「でも……」

「あと五秒で決めないとお汁粉にする」

「ふぁああっ！　では、コーヒー牛乳で！」

　井いノの原はらの言う通りのボタンを押す。それにしても、何でこの季節に「あったか～い」の商品が堂々と居座っているんだろう？

　落ちてきたコーヒー牛乳を取り出して、井ノ原に差し出した。

「ほいよ」

「……どうも」

　俺おれは微糖のコーヒーを購入。自販機裏の階段に並んで腰かける。

　バスケ部のドリブルや、バッシュがこすれる音。剣道部の竹刀しないがぶつかり合う音。そして、野球部の掛け声。

　いろんな青春の音にかき消されそうな小さな声で、井ノ原は謝罪する。

「すみません……取り乱してしまって」

「別にかまわねえよ。まあ、多少びっくりしたけど」

　たしかに部活に出られないのは井ノ原にとっては由ゆ々ゆしき事態なんだろうけど、ここまで深刻に考えているとは思わなかった。

　井ノ原は缶に少し口をつけると、とつとつと喋しやべり始める。

「だって……わたしには大食いしかないですから。それを取り上げられたら、わたしにはなにもなくなってしまいます。そんなの嫌です」

　井ノ原は両手に包み込んだ缶に目を落としたまま、続けて尋たずねた。

「ハチさんは、舞まいから聞いてますよね？　わたしの実家のこと」

「――ああ」

　井ノ原の家。

　勉強もできず運動もできず、なにも取り柄を持てない娘に興味を失った両親と、そんな井ノ原を貶おとしめることで憂うさ晴ばらしをしていたという兄。

　井ノ原が強烈なコンプレックスを抱えざるを得なかった理由。だからこそこいつは、大食いという自分に与えられた唯一の特技を拠より所とした。

　井ノ原は卑ひ屈くつであると同時に、誇り高い人間だ。他に何もできないが故に、大食いにだけはプライドを持ち、自分そのものだとすら言い切る。

　生物としての本能でなく、人間としての自負を賭として大食いに挑んでいる井ノ原。

　だから井ノ原にとって大食いを奪われるということは――

　――そのまま、人生を奪われるにも等しいのだ。

「わたしが胸を張って生きるには……あの家族を相手に正気を保つためには、食べ続けなければいけないんです。わたしにはお前らにない力があるんだって示し続けて、ようやく自分という存在でいられるんです」

　井いノの原はらの目に、もはや怯おびえはなくなっていた。敵を見み据すえる戦士の目になって、缶を握る手に力を込める。

　小さな体に秘められた闘争心。表面上は井ノ原という人間を分かっていたつもりでも、根本的には井ノ原が抱える恐怖を理解していなかったのかもしれない。

　思っていた以上に井ノ原のコンプレックスは、根が深い。井ノ原をこうした親や兄たちに激しい憤いきどおりを感じたけれど、今はかける言葉が見つからなかった。

　結局、口をついて出たのは単純な激励だ。

「……やれるよ、お前なら。どんな障害だろうと丸まる呑のみにできる。それが《極大引力ブラツクホール》の井ノ原みのりなんだから」

　井ノ原は俺おれの顔を見上げ、はにかみの笑みを浮かべた。

「ありがとうございます」

　素直なお礼が、くすぐったい。尻しりがむずむずするような感覚に苛さいなまれていると、ポケットの中で携帯が震えた。

　見てみると仙せん石ごく先輩からだった。しかもメールではなく、電話。

「もしもし？」

『お疲れ様。どう、勉強の調子は？　はかどってる？』

「えー、まあ、なんというか、想像以上というか」

『ふふん、やっぱりね。アナタ程度の手に負えるみのりじゃないわ』

　長年保護者をやっている自負があるのだろう。仙石先輩の声は、どこか得意げだった。

「先達として、なんかアドバイスないんスか？」

『そんなこともあろうかと、みのりのカバンに秘密兵器を仕込んでおいたわ』

「秘密兵器？」

『そうよ。試してみなさい』

「はあ。すみません、今ちょっと休憩中で、カバンが手元にないんで、図書室に戻ったら確認します」

『ダメよ。今すぐカバン持ってきなさい』

　めんどくせぇ。分かっちゃいたけど、この人めんどくせぇ。

「井ノ原、ちょっと悪いけど、お前のカバン取ってきてくれないか？」

「？　分かりました」

　とてとてと、小走りで図書室に戻っていく井ノ原。その背中を見つめながら、なんとなく会話を続ける。

「ところで、バイト中じゃないんですか？」

『ヒマなのよ、この職場。店長もパチンコ行ってるし。たぶん店の売り上げよりパチンコの収入の方がデカいわ』

「なんでバイト雇やとってまで店を開けてるのか分からなくなりますね」

『いろいろ続けなきゃならない事情があるんでしょ』

「まあ、文化財みたいな感じもしますしね、その店」

　仙せん石ごく先輩のバイト先である『氷ひよう山ざん』は大正浪漫の香りが漂ただよう、シックな喫茶店である。喫茶店というよりは、いっそ記念館とかそっちの雰ふん囲い気きすら感じられる。店長もその空気にマッチしていたけど、仙石先輩も矢や絣がすり袴ばかまとか似合いそうなルックスだ。機会があれば、今度見に行ってみよう。

『今さら思ったけど、勉強するならいっそこっちでもいいかもね。適度に静かだし、勉強するにはもってこいの環境よ』

「あー、確かに。図書室だとツッコミ一つするにも気を使いますし」

『勉強してるだけなのにツッコミが必要とは、ご苦労さまね』

「先輩はしないんですか、ツッコミ？」

『するわけないじゃない。むしろみのりのおバカっぷりが愛いとおしいくらいよ』

　真性だ。マジ手に負えない。

　とか思っているうちに、井いノの原はらが戻ってきた。

「取ってきましたけど」

「おう、サンキュ。で、先輩。カバンの中に、秘密兵器とやらが入ってるんですか？」

『ええ。中敷きというか、底の裏に仕込んでおいたわ』

　なぜそんな場所に。

　ともかく、井ノ原に場所を伝えて秘密兵器を取り出させる。

「これですか？」

　と、井ノ原が差し出して来たのは楕だ円えん形けいのプラスチック製品だった。

　それはケースであって、本命は中身である。半透明のケースに入っている中身は――

「……メガネしか入ってないんですけど」

『ええ、メガネよ』

「これが秘密兵器、と？」

『いかにもそうよ』

　今すぐメガネケースを床に叩たたきつけてやりたくなった。

『落ち着きなさい』

　こちらの思惑を見透かされているようになだめられる。先輩なりに、少しはアホなことをしているって自覚があるみたいだ。

『とりあえず、開けてみなさい』

「はあ」

　中になにか、テストに必勝できるようなコツでも書かれたメモが入っていることを期待してケースを開ける。どっこい、中には女の子らしい赤いフレームのメガネが神こう々ごうしく鎮座しているだけだった。

「開けましたけど」

『メガネをかけさせなさい』

　言われた通り、うやうやしく井いノの原はらにメガネを差し出す。井ノ原はこちらの意を汲くんで、メガネをかけた。

『どう？』

「どうって――」

『賢そうでしょう？』

「……それだけですか？」

『それだけよ』

　今すぐ電話を床に叩たたきつけたくなった。

『ありがとう。いいヒマ潰つぶしになったわ。それじゃ、勉強がんばりなさい』

　一方的に電話が切られる。なんだったんだ、あの人……。

「どうですかハチさん!?　かしこさ＋１って感じですか!?」



    

  
    
      



    

  
    
      「うん、たしかに理知的には見える」

　見た目だけな。

　仙せん石ごく先輩のチョイスも良かったのだろう。メガネをかけた井いノの原はらは、いつもと違った雰ふん囲い気きで、なかなか趣おもむき深かった。

　いかにも文学少女という、はかなげなオーラを纏まとっている。うん、これはこれで。

「ちなみに井ノ原って目ェ悪かったりするの？」

「いえ、両方とも一．〇と、フツーですよ。だからこれは、伊だ達てです」

　ケント・デリカットのようにメガネを前後させるが、度が入ってないレンズではなんの意味もなかった。

　井ノ原はメガネの位置を元に戻して、握り拳こぶしを作る。

「よし、今ならどんな問題でも解ける気がしてきました！　ハチさん、それではもう少しお付き合いお願いします！」

「ん。そろそろ再開するか」

　メガネの効果は疑わしいが、とりあえずやる気は出たようだ。俺おれはコーヒーを飲みほし、階段の手すり越しにゴミ箱に投げ入れる。

　缶は狙ねらいを逸それることなく、見事に収まった。



　勉強を再開して五分後、

　井ノ原は懲こりずに安らかな眠りに落ちていた。

「何物にも代えがたい信念があろうと、数式の放はなつ睡魔には抗あらがえないというのか……」

　この世の非情さを嘆なげく。井ノ原は俺の気持ちも知らないで、涎よだれでノートを汚していた。

「うぅん……もう食べられないですよぅ……」

「リアルでそんな寝言ほざく奴やつ、初めて見たよ！」

　ショッキングだ。録音しておけばよかった。

　涎が垂れているといえども、井ノ原の寝顔は無む垢くすぎて起こすのがためらわれた。無防備でなんというかこう……保護欲が湧わく。

　改めて見る井ノ原の顔は、やっぱり整っている。目も鼻も、一つ一つが小さいパーツ。まつ毛が長くて、人形みたい。頬ほおが描く滑らかなラインは、思わずつつきたくなる。

　やるか？　やってしまうか？

　そう思っているうちに、人差し指が伸びていた。

　俺の意思と関係なく動く指。止まれ、止まるのだと言い聞かせても、だんだん井ノ原に近づいていく。

　しかし、指先が向かうのは頬ではなかった。まさかこいつ……この、半開きの口に向かっているのか!?

　それはいかん。シャレにならない。思春期の男子としてはたしかに指をくわえさせてみたいという欲求は分かるが、耐えるんだ俺おれ！

「アァ――――――――イッ！」

　無声音で裂れつ帛ぱくの怒号を発する。気合で煩悩を振り切った。

　……ふう、危なかったぜ。もう少しで一線を越えるところだった。

　英国紳士並みの沈着冷静さを取り戻した俺は、無難に井いノの原はらの肩をつついた。

「……おい、井ノ原。起きろ」

「はにゃ……あっ！　す、すみません！　いつのまにか、また！」

「いいから。しかし、お前の前にはカフェインでさえ無力なんだな」

「無理してでも、ブラックにしといた方が良かったでしょうか……？」

「飲めないのか、ブラック？」

「飲めないってほどじゃないですけど、わたしにとっては正せい露ろ丸がんとかと同じ扱いです」

　苦にが々にがしさを思い出したのか、眉み間けんにしわが寄る。外見通り、舌はお子様なんだなぁ。

「しかし、困ったもんだな。メガネは案の定、意味なかったし」

「ですよねえ。メガネが《スイッチ》ならともかく」

「スイッチ？」

　妙な文脈だった。戦士にとってはなにか、特殊な意味を持つ単語なのだろうか？

　俺の怪け訝げんそうな視線に気づいて、井ノ原は補足する。

「あ、大食い前に集中力を高める、儀式みたいなものです。わたしだったら帽子をかぶる、舞まいだったらポニーテールにする、みたいな。そういえばラギさんは逆に、メガネをはずしますよねー」

　能天気に笑う井ノ原だが、ピンと来るものがあった。

「それだ」

「はい？」

「帽子だよ。帽子、かぶってみたらどうだ？」

「帽子を……あ、なるほど！」

　井ノ原も理解したようだ。となると問題は、

「今日、持ってきてるか？」

「はい。いつも持ち歩いてるので」

　さすが。井ノ原はさっそく、カバンを漁あさり始めた。

　俺は自分の思いつきを、改めて解説する。

「大食いの時のお前は、類たぐいまれな集中力を持ってる。特に、『吸引サクシヨン』の時の集中力は大したもんだ。これを勉強に応用できれば……」

　はたから見ればアホな意見を得意げに論じる俺に、井ノ原は苦笑。

「眉まゆつばにもほどがありますけどね」

「物は試しだろ？」

「まあ、そんな手間がかかるわけじゃないですし」

　井いノの原はらはお馴な染じみのハンチング帽を取り出すと頭に乗せ、ぎゅっとつばを引く。

　次の瞬間、隣の席にブラックホールが出現した。

「――ハチさん、解説の続きお願いします」

「お、おう」

　その圧倒的な重圧に飲み込まれかける。俺おれはシャーペンを教きよう鞭べん代わりに、ノートを指示した。

「んで、さっきの問題だけどこの公式をだな――」

「ああ、こういうことですね？」

　さらさら、と井ノ原は自分のノートに解法を書く。

「どうですか？」

「……合ってる」

　完かん璧ぺきだった。驚くべきことに。

「す、数学はこれだけか？」

「はい。ありがとうございました」

「そっか。じゃ、世界史そのまま続ける感じで」

「了解です」

　カリカリカリ……とシャーペンが間断なく動く。しばらく見ていても、止まる様子がなかった。

　頭の性能自体はあまり上がっていなくて、視線は何度も問題と模範解答の間を行ったり来たりする。だが、それでいいのだ。この勉強法は、間違えた問題を覚える。間違えることによって脳に強く印象をつけ、記憶するのだ。

　次に同じ問題を解けば、井ノ原は完璧に答えて見せるだろう。今の状態の井ノ原には、そう確信させるほどの勢いがあった。

　言うなれば――今の井ノ原は知識を食べているのだ。

　もちろん、単に俺が井ノ原のプレッシャーに気け圧おされているだけという可能性も捨てきれない。確認のためにもあとで小テストを行なってやる必要があるのだろうけど……意外に何とかなるんじゃないか？

　その後、井ノ原はほとんど集中力をとぎらせることなくテストの反復を続けた。



　結果から言うと、井ノ原は帽子をかぶった状態で勉強したことを記憶できていないことが明らかになった。

「えうぅ……すいません」

「いや……人体の不思議だよな」

　二人してお通夜ムードである。いっそ帽子かぶったまま追試受けろと思ったけど、さすがに教師が不審に思うだろう。残念ながらこの手は使えず、地道に努力しなければいけないというわけだ。

　もっとも……不謹慎ながら、俺おれはこれで良かったと思っている。井いノの原はらが勉強を教えてくれる人間を必要としているうちは、一緒にいられる時間も増えるのだから。

　さて、このまま下校なのだが……どうしたもんか。もう暗いって口実で、井ノ原を家まで送っていくべきだろうか。ちょっと図々しい気がしないでもないけど、少しでも井ノ原と一緒にいる時間を伸ばしたいし――

　無い知恵絞って考えていると、昇降口の手前で唐突に思いだした。

「――あ、やべ。ジャージ忘れた」

　しかも今日の体育は長距離走で、汗が絞れそうなほど湿っている。そんなものをこの高温多湿の環境に置き忘れれば、どんな惨状が待っているかは言うまでもない。

　井ノ原と一緒に下校という機会を失うのは手痛いが、背に腹はかえられなかった。

「悪い。ちょっと取ってくるから。先に帰ってていいぞ」

「いえいえ、そんな手間でもないですし付き合いますよ」

「そうか？　悪いな」

　いい奴やつだ。真ま白しろあたりだと面倒くさがって「待ってるからとっとと行ってこいよ。ダッシュで」と言い放はなつか、待ちもせずに帰るかなのに。

　夕ゆう闇やみに包まれた廊下に二人分の足音が響く。ひっそりと静まり返った校舎は異世界みたいで、妙に落ち着かない気分にさせた。

　果たしてそれは、静寂のせいだけなのか。

　それとも、井ノ原が隣にいるからなのか。

　不意に訪れた沈黙に支配されて、俺たちは黙りこむ。さっきまで自然に話せていたのに話題が見つからない。きっかけを探そうとすればするほど、思考は空回りをした。

　ただ、そわそわするものの重苦しくはない。一番近い表現をするなら……なんとも甘酸っぱい間だった。

　もっと味わっていたいような、いたくないような。そんな複雑な思いを胸に抱いて歩いているうち、教室に着いてしまう。ジャージは廊下に並んだホックにかけてあるのだが、教室からはこんな時間だというのに、煌こう々こうと明かりが漏れていた。

「まだ誰だれかいるんでしょうか？」

「どうだろう？」

　興味本位で教室を覗のぞく。残っていた人物を見て、俺は自分の好奇心を呪のろった。

　できれば今は会いたくない相手――ダルそうな顔で作業をこなす女は、鴨かも川がわだった。

　こっそり去ろうとしたが、鴨川がこちらを振り向いてしまったことによってその目もく論ろ見みも潰ついえてしまう。井いノの原はらなんか完全にビビって、俺おれの後ろに隠れた。

「……」

　なにも声をかけずに仕事に戻る鴨川。このまま無視して帰るのも感じが悪いな……。

「よ、よう。こんな時間まで仕事か？」

　いっそ聞き流してくれればこちらとしても立ち去りやすかったのだが、残念ながら鴨川は返事をしてしまった。

「まーね」

　普段賑にぎやかなやつが素っ気なくよこした返事。あまりの温度差に逃げたくなったが、踏みとどまって二の句を継いだ。

「生徒会の？」

「そ」

「……そっか。大変だな」

「別に、それほどでも」

　やっぱ、取り付く島もない。顔には明らかに「面倒くさ」と書いてあった。

「あ……あの、手伝いましょうか？」

　背中越しに、井ノ原がか細い声で尋たずねる。人見知りなりに生徒会の人間の心証を良くしようと思ったのだろう。頑張って声をかけたはいいが、少し涙目になっていた。

　鴨川はこっちを見ようともせず、手を動かし続ける。

「別にいいよ。どうせあと少しで終わるし」

「そ、そうですか！　すみません！」

　慌てて引っ込む井ノ原。なんかもう、鴨川を血も涙もない仕分け人としか思っていないようなリアクションだった。

　鴨川も小さな子供をいじめている気分になったのだろう。苦にがい顔でため息をつくと、

「……ごめん。やっぱ、手伝って」

　半なかば降参するように言った。

　井ノ原は今泣いたカラスがもう笑う、という感じで声を弾はずませる。

「は、はい！　ありがとうございます！」

「なんて手伝うキミがお礼言ってんのさ」

「ひっ！　す、すいません！」

　また俺の後ろに隠れる井ノ原。鴨川は井ノ原ではなく、俺をジト目で見た。

「……その子、いつもそんな感じなの？」

「えーっと……」

　どうなんだろう？　単に人見知りだから緊張しているのか、鴨かも川がわが生徒会の人間だから怖がっているのか。

　ともかく、乗りかかった船。ここは俺おれも手伝ってとっとと終わらせよう。自分のイスを引っ張って来て、鴨川の座っている机に寄せた。

「で、どうすんの？」

　俺が尋ねると、鴨川はぶっきら棒に答える。

「プリント、そっちから順に重ねて。ボクがホチキスで綴とじるから」

「あいよ」

　鴨川の一人称にはいまだに慣れなかった。たしかに明け透けなやつだが、それでも女子がボクと言うのは違和感がある。ボーイッシュって外見でもないからなおさらだ。

　特に胸部。小柄で童顔なくせに胸だけあるものだから、存在感がハンパない。初めて見た時から「あれ？　こいつパースおかしくね？」って自分の目を疑ったけど、まじデカい。夏服になったせいで余計体のラインがはっきりして、目のやり場に困る。もう少しで机の上に乗りそうだし。

　そんな気まずさを振り切って、いい機会だからちょっと交流を深めておこうと思った。そこには俺の代で生徒会との溝を埋められれば今後も有利になるんじゃないかという、打算があるのだけど。

「……ふと疑問に思ったんだけどさ、なんでお前一年なのに生徒会入ってるの？」

　鴨川はホチキスをガチャガチャ鳴らしながら、答えを返す。

「一年でも、希望者は役員の承認があれば庶務として働けるから。少し審査が厳しいだけで、部活みたいなもんだよ」

「へぇ、そっか。そういうもんだったんだ」

　早くも会話の材料が尽きる。はい、終了ー。

　溝を埋めるどころの話じゃなかった。日常会話すらままならない自分に肩を落とし、作業に没頭しようとする。

　だが、意外にも向こうから声がかけられた。

「キミたちは例の部活の帰り？」

　予想外のことに驚く。俺は井いノの原はらを指差して、少しどもりながら返事をした。

「や、ちょっと、こいつの追試対策を」

「追試……なるほど。会長が聞いたら喜びそうなニュース」

「ひぃっ！」

　鴨川の口元が嗜し虐ぎやく的に釣り上がり、井ノ原がすくみ上がった。とんだドＳだよ、この子。

　クラスメイトということで何とか温情を求められないかと、すがりついた。

「なあ、鴨川。お前からもあの会長に言ってくれないか？　ちょっと過か食しよく倶く楽ら部ぶへの対応が他の部に比べて差がありすぎないかって」

「却下。ボクも大食いの部が必要とは特に思わないから」

「ペタンク部と、大差ないだろうがよ」

「うちのペタンク部は全国クラスだし」

「う、うちだってそうですよっ」

　なけなしの勇気を振り絞って反論する井いノの原はらに、俺おれは援護射撃。

「加えてウチには部室が必要な正当な理由がある。調理器具の使用や食材の保存って目的があるからな。ペタンクとやらが屋外でやるのか体育館でやるのか知らないが、更衣室程度にしか使われないならウチの部が優先されるべきだ」

「たしかに、正論だね。だけどボクは大食いなんてものをわざわざ部活でやること自体に疑問を覚えてるから」

　鴨かも川がわはやはり、視線すらよこさず続ける。

「部活の理念は健全な肉体と精神の育成。暴飲暴食を活動の旨むねとするような部が、そもそも存在すること自体がおかしいでしょ？」

「……た、たしかに、体への負担は大きいかもしれません」

「高血圧やメタボリックシンドロームといった生活習慣病の恐れ。さらには、食物への敬意を忘れ、ただ胃に詰め込むだけの冒ぼう涜とく的行為。部活の理念とはかけ離れていると思わない？」

「うぅ……その辺には反論できないんですけど……」

　たたみかけられて、完全に戦意を喪そう失しつする井ノ原。

　まあ、鴨川の言っていることは正しい。

　だが同時に、大食いの一面しかとらえていないとも言える。

「――それでも、得られるものがある。俺は昔野球やってたけどさ、野球にささげる努力と大食いにささげるそれとに差があるとは思えないんだ」

　俺がそう自分の気持ちを吐と露ろすると、鴨川はすかさず小こ馬ば鹿かにした態度で尋たずねる。

「じゃ、なんで大食いなの？　差がないんだったら野球でも構わなくないかな？」

「肘ひじ、壊しててな。ボール投げられないんだ」

　肩をすくめる動作に似せて肘を示す。鴨川は不意に手を止めて、短くつぶやいた。

「――ごめん」

　安心した。鴨川はぶっきら棒だけど、こうやって謝ることができるやつだ。

　自然、緊張がほぐれて俺の表情も柔らかくなる。

「いや、いいさ。もう振り切った。そうやって振り切らせてくれたのが……大食いだったんだ」

　もう全力で腕は振れないけど、拳こぶしを握ることはできる。俺は隣に座る井ノ原への感謝を改めて言葉に込めた。

「大食いには俺おれを本気にさせる価値がある。こいつがそう教えてくれたから、俺は大食いをやってるんだ」

　力のやり場を見失っていた俺を立ち直らせてくれた、原点。あのとき胸に灯ともされた炎は、今でも燃えている。

　鴨かも川がわは頬ほおにかかる髪をいじりながら、長いため息をついた。

「……やっぱり、分からないね。ボクなりに理解に努つとめようとしたんだけど」

「そうだったのか？」

　あまりに淡々としすぎてて、こちらに歩み寄ろうなんて姿勢は見られなかったんだが。

　俺の疑念は的を射ていて、鴨川という女は思っていた以上に手ごわかった。

「別にキミたちのためじゃないよ。ただボクの知り合いにも大食いをやってる人間が一人いてね。キミと似たようなこと言ってた」

　鴨川は細い足を組み直すと、独白するように遠い目をする。

「ボクは、ずっとあの人がなにを考えているのか分からなかった。それで他の人の意見も聞いてみようと思ったんだけど……似たり寄ったりだね」

　まあ、こんな奇特な競技やる人間なんて、根っこが似たような連中ばっかなんだろう。鴨川が「分からなかった」と過去形で語っていることが引っかかったが、思い切って踏み込んだ。

「鴨川はさ、そいつがなにをやってるかちゃんと見たことはあるか？」

「いや？　見る価値なんて、あるの？」

　その口ぶりに思わず笑ってしまう。どうしても、ある人物を思い出さずにはいられないから。

「俺の幼なじみもさ、お前みたいなスタンスだったよ。大食いなんか下らないって言ってて、大おお喧げん嘩かまでやらかした」

　だけど――だけど、だ。

「そんなやつでも、分かってくれたんだ。お前も一度、そいつの挑戦を見てやるといい」

「見ただけで変わるとは思えないけど」

「変わるさ。お前が、本気って言葉の意味を知ってる人間なら」

　鴨川は顔を上げ、俺を見み据すえる。その視線から逃げることは敗北を意味していて、俺は真っ向から睨にらみ返した。

　鴨川はもう一度、深く嘆息。

「……水掛け論だね。たぶん、キミとこれ以上議論を重ねても意味ないよ」

　ばっさりと切り捨てられる。鴨川は手元のプリントをまとめると、席を立った。

「ありがと。おかげで早く終わった」

「い、いえ。それほどでも」

　事務的に告げられた礼に、胸をなで下ろす井いノの原はら。しかし鴨かも川がわは、容赦なく釘くぎを刺す。

「ま、だからってキミたちの部に対する態度は改めないけどね」

「そ、そうですか……」

　井ノ原は目に見えて落ちこむが、俺おれとしては予想通りだった。この程度で温情をくれるような女だったら、どれだけ楽なことか。

　捨てられた仔こ犬いぬのような井ノ原に、このままだと同情しかねないと思ったのだろう。鴨川は気まずそうにドアに向かった。

「べ、別に活動するのは構わないよ。けど、キミたちが好き勝手にふるまう一方で、虐しいたげられる生徒たちがいることは忘れないで」

　それで言いたいことは全部、とばかりに教室のドアに手をかける。

　少し離れた背中に、俺は言った。

「鴨川。これだけは覚えておいてくれ。俺たちは遊びでやってるんじゃないんだってこと」

　そう。井ノ原はあんなに必死だった。泣き出すくらい自分の居場所が失われることを恐れていて、だからこそ守ろうとしていた。

　井ノ原の涙に価値がないなんて言わせない。そのことを示すためにも――俺は戦おう。

　負けたら失われるというのなら、勝ち続けてやる。勝って勝って……こいつの居場所を守ってやる。

　俺は決意を改めて言葉に込め、鴨川に発した。

「だから、部室は絶対に譲らない」

　鴨川は俺の宣言に対して、なにも言わない。ただほんの少しだけ足を止め、頭の上でアップにした髪を揺らしてこっちを振り返る。

　仏頂面と一瞬だけ交錯する視線。

　すぐに鴨川の足は動きだし、廊下の向こうに消えていった。



　帰宅すると、珍しくリビングがにぎやかだった。

「ただいまー」

　なんとなく気になって、荷物を部屋に置きに行く前にリビングを覗のぞく。

　そこには、すっかりできあがった大人おとなが四人ほど揃そろっていた。

　そのうちの一人、うなじのあたりで髪を束たばねた上品そうな女性がソファ越しに振り返る。

「あらー、ハチくん。遅かったじゃない。バイトだっけ？　お疲れさまねー」

「あ、うっす。どうも」

　銀ぎん子こさん――つまり、真ま白しろの母親だ。盛り上がっているのも真白の父親と、うちの両親だった。

　家族ぐるみの付き合いなので、たまにこうやってお互いの家で宴会を開くことがある。とはいっても、今日は誰だれかの誕生日でもないし、俺おれの高校入学祝いはとっくにやってもらったし。

「どうしたんスか、この騒ぎ」

「真ま白しろがねー、地区大会で優勝したからそのお祝い」

「あ、なるほど」

　今日だったか。井いノの原はらのテスト対策で、すっかり忘れてしまっていた。

　それにしても優勝、ね。うちの中学から県大会に出られるのはけっこう稀まれで、ソフト部も去年は惜敗していたんだが、めでたいことだ。

「んで、肝心の主しゆ賓ひんは？」

「部屋で寝てるわ。優勝くらい当然だー、とか言ってたけど、やっぱり疲れてたのね」

　銀子さんは親指を人差し指と中指の間に挟んだ、変則的なサムズアップをよこす。

「襲っちゃってもいいわよ？」

「遠慮しときます」

　見た目と裏腹に下ネタ大好きなんだよな、この人。

　銀子さんは子供みたいに唇を尖とがらせて、ぶーぶー文句を垂れる。

「あらー。私、将来的にハチくんに養ってもらうつもりなのにぃ。残念ねー」

「一人っ子なんで。どっかの家の次男以下を婿むこに貰もらってください」

「大丈夫よー。ハチくんだったら、みんなまとめて面倒見れるわよ。ねー、七なな恵え？」

「アハハハハハ！　え？　あ、うん。アハハハハハ！」

「ほら、お母さんもこう言ってるわよ？」

「その人、全然話聞いてなかったっスよね？」

　母、笑い上じよう戸ご。酒さえ飲まなければ割とまともな人間なのだが、一たびアルコールが入ると途端にこのザマだ。さすが狂人と定評がある俺の叔お父じに「たまに『なんで兄貴、この人と結婚する気になったんだろう』って思うことがあるよ」と言わしめるだけはある。

「まあ、細かいことは気にしないで。ハチくんもなんか食べる？　酒の肴さかなになるようなものしかないけど」

「まあ、ツマミになるものはすべからくメシのおかずとして立ち上ってきますし。ちょっと、荷物置いてきます」

「行ってらっしゃーい」

　一度、二階の自室へ。カバンを放ほうり、電気をつけて着替えようとすると、フトンがこんもりと膨らんでいるのに気付いた。

　嫌な予感がして、おそるおそる覗のぞきこむ。

　ベッドには予想通り真ま白しろが眠っていた。

「部屋って俺おれの部屋かよ!?」

　たぶん宴会に付き合っているうちに、寝落ちしたんだろう。そしてあの大人おとなたちのことだから、とりあえず俺の部屋に放ほうりこんでおけと思ったに違いない。

　大人たちの横暴っぷりに立ちつくす。真白は寝返りをうって、なにかを呻うめいた。

「うぅん……もう食べられないよぅ……」

「バカだ！　そんな寝言をリアルで吐くバカを、一日に二人も見てしまった！」

　見れば、真白の口からは蜘く蛛もの糸のように涎よだれがしたたり、俺がゴルファーだったら頭を抱えそうなほどのウォーターハザードを形成していた。や、ゴルファーじゃなくても今、実際に頭を抱えているけど。

　真白のトレードマークであるサイドテールも涎に浸つかっている。なんというか、おぞましかった。

「や、やめろよぅ。誰だれがそのベッドで寝ると思ってんだよぅ。どけよぅ……」

　あんまりな事態に、知能が小学生レベルにまで後退する。ぶっちゃけ、泣きそう。

　しかし……真白の無防備っぷりは、なんだろう。寝相が悪いせいか、服がめくれて大変なことになっているんだけど。

　大変なこととはいえギリギリのラインを保っている。だが、ギリギリだからこそ想像力をかき立てるものがあった。

　シャツはまくれ上がり、ヘソがご開帳。ブラまでもう少しで見えそうというサービス精神である。下半身は下半身で真白には珍しくミニスカートなんか穿はいてやがり、フトモモのきわどいところまで露出していてパンツなのかい、短パンなのかい、どっちなんだい!?　といった風情である。

　だが、目の前にいるのは（オッパイ）幼なじみだ。ぶっちゃけ、昔は一緒に風ふ呂ろに入って（オッパイ）いた仲である。そんな（オッパイ）相手に（オッパイ）劣情をもよおすわけが（オッパイ）あるわけなく、俺は（オッパイ）クールに真白を（オッパイ）起こそうと手を伸ば（オッパイ）――だぁああ！　心の声うるせぇえええええ！

　なんだかんだで、俺も多感な年とし頃ごろである。いくら幼なじみとはいえ、こんな無防備な体を前にして思うところがないはずがないのだ。だって、目の前にオッパイがあるんだぜ？

　スポーツで引き締まった四肢。にもかかわらず、けしからんほどのボリュームを主張する胸部。中学生とは思えぬナイスッパイの降臨に俺の脳内はオッパイ祭りを開く準備が万端なのだが、僅わずかに残った理性がブレーキをかけた。その冷静さに思わず「抱いて！」と言いたくなる俺だが、理性と本能が光と闇やみの果てしないバトルを繰り広げる。

　喉のどがゴクリと鳴った。と、とりあえず起こそう。このまま観賞していては、いつか過ちを起こしてしまいそうだ。

「お、おい真ま白しろ。起きろよ」

　と、足を踏み出したところで、不意の事態が俺おれを襲った。

　足元の雑誌が俺の足を滑らせ、俺をそのままベッドにダイブさせたのだ。

「なぁ――っ！」

　くそやばし。

　現代語と古語が一体となった芸術的な言葉が頭に浮かんだのはどうでもいい。一度空中に浮いた身を今さら動かすことはできず――

　真白の体に、覆おおいかぶさった。

　軋きしむベッドのスプリング。なんとか真白の体に直撃することは避けたけど、さすがに今の衝撃で、真白は目を覚ます。

「ん……」

　と身じろぎする真白。一方、俺は今すぐどかなければならないのに、金縛りにあったかのように動けなかった。

　真白の瞼まぶたが徐々に開いていき、俺とばっちり目が合う。終わった、という思いと一緒に、心臓が脳に移植されたかのように鼓動が響いていた。

「ぇ……」

　真白の口が小さく開く。次いで、叫びを上げようと息を吸い込む気配。



    

  
    
      



    

  
    
      　今そこにある危機。

　それを自覚しているというのに、俺おれはやはり身動きがとれない。とりあえず、謝ろう。不可抗力とはいえ、こんな体勢になってしまったという事実は覆くつがえせない。

「わ、悪っ――」

「～～～～～～～～～～っ！」

　真ま白しろは声にならない叫びを上げて、ショートフックを繰り出す。上半身だけの力で放はなった一撃。スピードは乗っていなく、俺は真白の拳こぶしを避けることも手のひらで受け止めることもできたが、甘んじて拳を受け入れた。

「おぅふ！」

　事故とはいえ、真白への謝罪の意味も込めて殴られるくらいはしょうがない。申し訳なさからフックの一発くらいは敢あえて受けよう。女子中学生の一撃だし、大したことはない。

　そう思っていた時期が、俺にもありました。

「――あれ？」

　体に力が入らない。一拍置いて、「ああ、いい角度でアゴに入ったから脳が揺らされたんだな」と妙に冷静に分析する俺がいた。

　真白を押し倒した姿勢のまま、ガクンと崩れ落ちる俺の体。

　すなわち、俺は真白の胸に顔をうずめる形になった。

「ふぁじょぱうふぁｍ；あお＠あｋｍｆだ＠！！！？？？」

　さらになにやら未知の言語を叫ぶ真白。ベッドから蹴けり飛ばされる俺だが、放物線を描いている間にもたった一字が脳を占拠したままだった。



『乳』



　俺の幼なじみは、見た目以上に成長していました。

　ドスン、と音を立てて俺は床に着地する。みぞおちに宿る鈍にぶい痛みと裏腹に妙な達成感を得ていた俺だが、すぐさま怒声が降ってきた。

「この強ごう姦かん魔ま！　レイパー！　レイパー！　レイパー！」

「落ち着けバカ。語ご彙いの少なさを露ろ呈ていしてるぞ」

「幼なじみの部屋に忍び込んで押し倒すとか、なに考えてんだよ!?」

「ベタなボケすんな。俺の部屋だっつーの」

「あーん？」

　真白は部屋を見渡すと、やがて得心が言ったようにうなずく。

「……あ、そっか。宴会やってたんだった」

「そんで、さっきのはお前を起こそうとしたら足が滑ってベッドにダイブしただけだ」

　真ま白しろは猫のような瞳ひとみで、まじまじと俺おれを見つめて尋たずねる。

「つまり、事故ってことか？」

「そういうことだ」

「……ふーん」

　真白の声には若干、不機嫌さがにじんでいる。やっぱり、怒っているんじゃないだろうか。いくら気心の知れた仲とはいえ、年とし頃ごろの女子が形だけとはいえ組み伏されれば思うところもあるだろう。

　俺が心配したのもつかの間、真白はからかうような笑みを浮かべた。

「なーんだ。土下座するんだったら、オッパイくらい揉もませてやってもよかったんだけど」

「冗談でも女の子がそういうこと言っちゃいけません」

「ん……そそそ。冗談、冗談」

　真白は意味深な表情をしたかと思うと、「うーん」と背伸びをした。

　強調される胸。しかし、俺は明めい鏡きよう止し水すいを貫つらぬく。

　首をコキっと鳴らした真白は、ふと自分のサイドテールに目をやる。どうやら、違和感に気づいたらしい。なにせ真白のサイドテールは今や、水を吸った絵筆のようにしっとりしているのだから。

「うわっ、なにこれ!?　まさかハチ兄ぃ、オッパイに目もくれずサイドテールをしゃぶるような趣味が!?」

「そんな特殊性せい癖へきあってたまるか！　お前の涎よだれだよそれ！　ベッド見てみろ！」

「えっ？」

　真白は言われた通りベッドに視線を移す。そこには、巨大な染みが荘厳なほどの存在感を主張していた。

　真白の顔が、火をつけたように真っ赤になる。

「う、うわっ！　ごめんっ！」

「謝ってもらったところで、今さらどーしようもねえけどさぁ」

　真白も自分が何をしでかしたか自覚があるようだ。湿ったフトンで眠らなければならない俺の気持ちになるがいい。

　真白は柄にもなくしおらしくなって、上目づかいに俺を見た。

「じゃ、じゃあ……ハチ兄ぃ、今日アタシのベッドで寝ていいぜ？」

「いいよ、涎ついてるほう足にして寝るから」

　替えのシーツがないから、それしかない。被害は枕まくらにも及およんでいるが、こっちは裏にすればなんとかなるだろう。

　しかし、真白は妙に食いついてきた。

「で、でも、それだと北枕じゃね!?」

「一日くらい気にしないし」

　気分は悪いが、本当に死ぬわけでもあるまい。真ま白しろはそれを聞いて、拗すねたようにそっぽを向いた。

「……そ、そうかよ。まあ、ハチ兄ぃが気にしないんなら、いいけどさ」

　真白はハッとした顔になり、今さら口の周りの涎よだれをぬぐう。一丁前に恥ずかしがっている姿を見て、しみじみする。こいつも女の子なんだなぁ。

　俺おれは勉強机のイスに座ると、話を切り替えるためにも祝いの言葉を贈る。

「ま、ともかく……優勝、おめでとさん」

　真白は面食らって、しばらく固まる。面白がって解凍されるのを待っていたら、ややあってニンマリと笑ってみせた。

「――にっしっし。これくらい、当然のことだけどな」

「なら、最終目標はどこまでなんだ？」

「そんなのねーよ。負けるまで勝ち続けるだけだ」

「勇いさましいねえ」

「どこかで満足したら、いざって時に力が出せなくなっちゃいそうだからな」

　雄お々おしい女だ。男でさえそんな発想をするのは少ないだろう。

　だけど、いかにも真白らしい。そして、そんな真白だからこそ応援してやりたくなる。

「……よし。そういう考えなら、行けるところまで行けよ」

「言われなくても」

　真白の不敵な笑み。それを見て、ふと思いついた。

「そうだ。お祝いと激励のために、なんかやろうか？　欲しいもんとかある？」

　俺の提案に、真白は露骨に警戒の色を見せた。

「きゅ、急になんだよ？　気味悪いな……」

「バイト代入ったんだよ」

　前借りしていた分の労働が終わり、《食しよく神しん》の店にためていたツケもようやく清算した。結果、晴れて俺の手元にまとまった額の金が残ったというわけだ。

　真白は得心したようにうなずいた。

「ふうん、なるほど。だから太っ腹なのな」

「おうよ。でも、あまり高いものとかはなしな」

「そんな事だろうと思ったよ」

　真白は生意気にも鼻で笑う。そのまま腕を組んで考えこみ、出した結論は――

「そだなー……メシ奢おごってくれればいいや。今週の土曜は部活休みだから、その時にでも」

「へ？　そんだけ？」

「うん」

　欲のない奴やつだ。まあ、助かるっちゃ助かるけど。

　易やす々やすと引き受けかけて、ギリギリのところで思いだした。

「――あ、土曜？　ごめん。俺おれちょうどバイト、昼のシフト入ってるわ」

「だったら、それ終わってからでいいよ。向こうの方が、店の選択肢も多いし」

　俺のバイト先がある隣町は地元よりちょっと栄えている。交通費がかかっては元も子もない（往復七〇〇円！）と思うのだが、真ま白しろがそう言うのなら別にいいか。

「んじゃ、二時に駅で……って感じで良いか？」

「オッケー。店は、ハチ兄ぃに一任するから」

「ウマい店探しとけってことか」

「そーゆーこと」

　にっしっし、と真白はいつも通りの笑み。

　猫のような瞳ひとみで俺を見上げて声をかける。

「楽しみにしてるから」

「おうよ」

　二人きりで食事っていうのも、意外となかったことだ。新鮮なシチュエーションで絆きずなを確かめるのも、いいかもな。

「じゃ、俺メシ食ってくるから」

「あ、アタシもーっ」

　ベッドのスプリングを使って立ち上がる真白。俺たちは兄妹きようだいのように、ドタドタと一階へ降りていった。



    

  
    
      
三．バイキングとシーソーゲーム



　バイトに勤いそしんでいると突然、叔お父じが割わり箸ばしを床に叩たたきつけた。

「くそっ！　どうしてメンマにならないんだ！」

　意味不明。まさか十年近く食堂を経営していて、メンマの材料が割り箸なんていう都市伝説を信じてるわけじゃなかろう。そんな妄言を信じているのは真ま白しろだけで充分だ。

　俺おれのバイト先である食堂『ひまわり』の経営者であるこの男は三十代半なかばとは思えない端正な顔立ちをしているのだが、残念なイケメンという言葉がこれほど似合う人もいない。もっとも、それが日常の光景なので俺は特に気にすることなくオーダーを通すのだが。

「二番テーブルさん、ランチＢです」

「ハチ！　由ゆ々ゆしき事態だ！　自家製メンマを作れないうちは、我々は桃もも屋やの奴ど隷れいだよ！」

「そうっスね」

　スルーが一番だということは学んでいる。叔父はその後も「やわらげ！」とか怒鳴っていたけど、本気でアタマがどうかしている人なので放置。たぶん桃屋の商品、『やわらぎ』に掛けて言っているんだろうけど。

　初見の客が明らかに戸惑っているが、特に釈明はしなかった。割り箸を踏みにじっていた叔父は大きくため息をつきながら天を仰ぐと、唐突に呟つぶやいた。

「やわらげって言うと、なんだか柔らかい毛みたいだよね。コートの襟についてるアレみたいだよね」

「仕事してください」

「ファー？　ファーなの？　……ファーッ！」

　キャディがゴルファーに呼びかけるように叫びながら、手早くチャーハンの調理に取りかかる。狂っているようでいて、仕事には真しん摯しな態度で接するのが叔父だ。客がすごく帰りたそうな、もしくは「入る店間違っちゃったかなあ」という後悔の顔をしているのが印象的だった。

　叔父はその後も「ファーブルスコ」「モルスァ！」と奇声を上げつつ仕事をしていたが、俺にＢセットを渡す際、急にマトモな口く調ちようで告げた。

「ハチ、ついでにのれん下げてきて」

「うっす」

　客にチャーハンと餃子ぎようざのセットを持っていってから表に出る。ぼちぼち客も引き始めて、昼の営業はさっきの客でラストオーダーだ。

　と、のれんを手に取ったところで見慣れた顔が現れた。

「おや、ぎりぎりアウトかな？」

　シャギーの入った、明るい色のロングヘア。きわどいミニスカートにサマーカーディガンと、体のラインを出し惜しみしないファッションセンス。そして――巨乳。

　そんな特徴を持っている女子大生は、常連さんだ。叔お父じの友人のようなものなので営業時間にかかわらず入れていいだろう。

「いや、どうぞどうぞ」

「悪いね。ありがとう」

　優雅に歩んで、いつものカウンター席へ。ビールに餃子ぎようざというのがいつもの彼女の注文だが、昼はどうだったっけ？

　最近は注文を取るのも面倒で、お冷の代わりにビールを持っていくという有り様だった。まあ、無難にマニュアル通りの接客をするか。

　お冷を持っていくと、女子大生はケータイを取り出しながらメニューも見ずに告げた。

「いつもの」

「……かしこまりましたー」

　昼からビールかぁ。優雅だなあ、大学生。

　冷蔵庫から瓶ビールを出して、持っていく。女子大生はビールを置く俺おれを相手に、急にかしこまった。

「ときに、戌いぬ井い八や千ち代よ君」

「は、はい？」

　なんだろう？　なぜにいきなりフルネームで呼ばれなければならないのだ？

　ちなみに名乗った覚えはないのに女子大生が俺の名前を知っているのは、叔父から聞いたとかだろう。叔父と女子大生はそもそも叔父が主催するＴＲＰＧサークルで出会い、プライベートでも親しくしているとのことだ。

　ともかく、いつもは気さくな巨乳のお姉さんが妙によそよそしく問うことには、

「その……なんだね。《極大引力ブラツクホール》とは、上う手まくやっているかね？」

　この人は俺が井いノの原はらと再会し、告白するために店を飛び出した時に居合わせている。恋愛模様が気になるとは、この人にも女性らしいところがあったのか。

「付き合いこそしてないけど、部活仲間としてそこそこ仲良くやってると思ってますよ」

「そ、そうか」

　女子大生はおしぼりで手を拭ふく。その仕草がどうも落ち着きがないと思っていたら案の定、続けて問われた。

「ところで、話は変わるがね。キミが『食しよく神しん』に挑んだ時に横よこ槍やりを入れたあの巨乳ちゃんは……君とどういう関係なのかな？」

　肩すかしをくらった。もったいぶらせといてそんなことか、と。

「ああ、アレっスか。ただの幼なじみっスけど」

「幼なじみとな!?」

　素すっ頓とん狂きような声を放はなち、女子大生は目を見開く。

「き、きみ！　そこに座りたまえ！」

「はあ」

　言われるがままに女子大生の隣の席に腰を下ろすと、そこじゃない！　と怒鳴られた。

「床だ！　地べただ！」

「え、なんで？」

「つべこべ言わない！　正座だ！」

　なんだろうか。パンチラでも拝おがませてくれるというのか。井いノの原はらという相手がいるにはいるが、見せてくれるなら拒否はしない。だって、男の子だもん。

　下心を顔に出さないように、凛り々りしい顔を心がける。キリッ、と音がしそうなほど、粛として落ち着いた雰ふん囲い気き。よし、完かん璧ぺきだ。

　しかし女子大生は、いつまでたっても足を組み変えるそぶりすら見せなかった。それどころか身を乗り出し、

「余計なお世話かも知れないが、年長者として言わせてもらおう。君、二ふた股またはよくないぞ二股は」

　なんて、見当違いの説教を始めた。



    

  
    
      



    

  
    
      「ちょっ……なんでそういう話になるんですか!?」

「そういう話だろう!?　店長！　あなたからも甥おい御ごになにか言ってやってくれたまえ！」

「ハチ！　私はお前をロリも巨乳もいけるような、優柔不断な男に育てた覚えはないぞ！」

「俺おれだってお前に育てられた覚えはねーよ！」

　脳がこの奇人に敬語を使うことを拒否した。……いかん、落ち着け。一度深呼吸をして、真ま白しろとの関係をきっちり説明してやろうじゃないか。

　盛大に息を吐きだすと、俺は淡々と語る。

「あいつは妹みたいなもんで、恋愛感情とかこれっぽっちもないですから」

　俺の返事に、女子大生は「むう」と唸うなる。

「思春期真っ盛りの青少年があの胸を前にして、なんの感情も抱かないというのかね？」

　そんなことはあるわけないのだが、俺は誤解を解くためあえて紳士的な態度をとった。

「もちろん」

　その答えに、女子大生は瞠どう目もくする。

「……す、清すが々すがしいまでの断言だね。そこまで自分がロリコンであると、ハッキリ告げられるとは思わなかった」

「なぜそんな結論に!?　会話の流れからそう捉とらえられてもおかしくはないけど、そこは井いノの原はらに対して一いち途ずであると受け取るべきでしょう!?」

　女子大生は俺の抗議など聞こえていないかのように、ビールを注つぎ始める。こいつ……完全に黙殺しやがった。

　一息でビールを呑のみほし、ぷはぁっと笑顔を咲かせる。マイペースな女子大生は、こちらにずいっと、酒臭い息がかかりそうな距離まで詰め寄った。

「ちなみに、私は《極大引力ブラツクホール》の味方だぞ。一ファンとして彼女を応援してやりたいし、彼女の事情も知っているからな」

　事情、というのは井ノ原の家庭のことだろうか？　それだったら、今さらこの人に言われるまでもなかった。

「俺だってそうですよ。井ノ原を守りたい」

　そう。ここ数日で、そんな想おもいが強くなってきた。あいつは、大食いから離れると弱すぎる。

　たぶん、自分には大食いしかないという強迫観念じみたものがあるのだろう。優秀だという兄や姉たちへのコンプレックスから、自分をそんな風に定義してしまっている。

　そんなことはない。傍はたから見れば下らないことでも本気になれるものがある――そういう、ものの考え方ができることこそが井ノ原の本質であり、魅力だった。

　あいつは自分自身で、まだそれに気付いていない節ふしがある。……だから、守りたくなるんだろう。光り輝くほどの、あいつの強さを。

「……予想外に、男らしい答えが来たね。守る、と来たか」

　女子大生は体を起こし、鷹おう揚ような口く調ちようで尋たずねた。

「一生ロリかね？」

「誤解を招くような呼び方はやめてください」

「謙けん遜そんすることはないさ。君のライフパスに『ロリコン』と書くことを許そう」

「なんでわざわざＴＲＰＧ的な表現を!?」

「世間の冷たい視線にさらされ続けた君には《精神力》にプラス１のボーナスを与えよう。なに、恥じることはないさ。貫つらぬきたまえよ、君の性せい癖へき……じゃなくて、信念を」

「気を遣つかった言い回しにしなくていいですから！」

　女子大生は満足したのか、もう俺おれの言葉に聞く耳は持たず、叔お父じとＴＲＰＧの話で盛り上がり始めてしまった。しょうがないので俺も皿洗いに戻る。

　常連だけが店に残る和わ気き藹あい々あいとした昼下がりの空気。しばらくするとビールの瓶を空にした女子大生が伝票を片手に立ちあがり、レジを打つ俺に声をかけた。

「ああ、そうだ。《極大引力ブラツクホール》のことだがね――」

　井いノの原はら？

　まだなにかあるのか、と身構える。しかし女子大生は黙りこくったかと思うと、おもむろに首を横に振った。

「いや、なんでもない。いたずらに不安を煽あおるようなことを言うのは、よくないな」

「な、なんスか？　そんなこと言われると逆に気になるじゃないですか」

「いや、忘れてくれ。杞き憂ゆうだ。それじゃ店長。明日はセッション、よろしく」

「うん、こちらこそ。ハチももう上がっていいよ。お疲れ様」

「……はい。お先失礼します」

　今から着替えて追いかけても、間に合わないだろう。それ以前に、問い詰めたところであの人は間違いなくはぐらかす。

　井ノ原がなにを抱えているかは知らない。杞憂だというセリフを信じるしかなかった。



　タクシーがならぶ駅前のロータリーを横切って、待ち合わせ場所を目指す。駅構内には牛をモチーフにしたユルキャラを作ろうとして失敗したモニュメントがあり、利用者に異様なプレッシャーを放はなっているのだが、その傍かたわらのベンチに座っているのは果たして俺が探している人物であっているのだろうか？

「真ま白しろ？」

「ん？　ああ、やっと来た」

　組んでいた足をほどいて立ちあがる。俺は衝撃のあまり、棒立ちになってしまった。

「お前……なにかあった？」

　なにが俺おれをそうさせたかって……真ま白しろの服装だ。

　普段はジーンズとかカーゴパンツを好む真白が、今日はなぜかミニスカート。しかもオーバーニーソックスなんてあざといアイテムまで装備している。どういう心境の変化があったのか兄貴分として心配になるのは当然だ。

　真白は俺の視線だけで何が言いたいのか分かってくれたのか、顔をしかめて反論した。

「べ、別に。たまには気分転換してみよっかなーとか、その程度だよ」

「ふーん」

「つーか、スカート穿はくのこれが初めてじゃねーし」

「そういやこの前も穿いてたっけ」

　俺の部屋で寝ていた時もそうだし、確か俺が『食しよく神しん』に挑んだ時もそうだ。自分のことでいっぱいいっぱいで、真白の服装のことなんか気にする余裕はなかったけど、妙な違和感を覚えたことは記憶にある。

　活動的な格好ばかりが印象に残る幼なじみ。今までのイメージを覆くつがえすフェミニンなファッションは、似合っていないというよりは魅力的というのが素直な感想だった。

　運動をやっている割には肩幅も広くなく、女性的なスタイル。スタイルの良さで言えば仙せん石ごく先輩が真っ先に思い浮かぶが、先輩がモデル系なのに対して真白はクラビアアイドル系のベクトルだ。

　今までこういう格好をしなかったのがもったいないくらい真白は……そう、悔しいことに、かわいく見えた。認めたくなくて他の言葉を探したが、結局かわいいとしか言いようがないなんて。

　先ほど女子大生に変なことを言われたのもあって、妙に意識してしまう。それを隠そうと、そっけない態度をとった。

「まあ、馬ま子ごにも衣装かな」

「孫？　なんでそこで孫が出てくんだよ？　七五三ってことかよ？」

　バカには分かりづらい表現をしてしまった。本人にそんな気はないんだろうが、こっ恥ずかしいセリフを吐くことを強要されているようなものだ。

　ためらいもあったが、ええいままよ！　と口に出した。

「似合ってるっつーことだよ」

　真白の顔を見られない。なんだか顔が熱くて、とっとと冷房のきいた店に入りたい。

　しばらくしてから、蚊の鳴くような声が届いた。

「……そりゃ、どーも」

　マズい。なんだか知らないけど、マズい空気だ。強引にでも、なんとかしなければ。

「み、店、なんかリクエストある？　いろいろ調べてきてあるから、ニーズにはそれなりに応こたえられるぞ」

　そう話題を振ると、真ま白しろも乗ってきた。

「なんでもいいよ。ハチ兄ぃに任せる」

「せめてジャンルくらいは指定してくれ」

「んー……じゃ、パスタ」

「パスタね、了解」

　パスタと一口に言っても本格的なイタリアンから喫茶店だけどパスタも食えるよというのまで幅広くある。まあ、歩きながら俺おれの胃袋と相談して決めよう。

「そういや、この前さあ」

　と、真白が部活であったことを面白おかしく語る。俺も叔お父じやラギの奇行を報告して、すっかりいつもの空気に戻った。

　そのうち、俺たちは商店街にやって来ている。さてと……せっかくだから、たまには大食いとは関係ない店に行ってみるか。

　と、目的地を目指そうとしたところで声をかけられた。

「ちょっといいカナー、そこのキミ」

　振り返る。

　しかし、そこにいたのはまったく見覚えのない女性だった。

　俺とそう変わらない歳としに見えるが、童顔なだけかもしれない。身にまとう落ち着いた雰ふん囲い気きが、彼女の年齢を分かりづらくしていた。

　チュニックにデニムのショートパンツを組み合わせた、シンプルながら垢あか抜ぬけたファッション。頭は根本だけが黒い金髪――いわゆるプリンヘアーというやつだ。

　特徴的なのが、左手の手首に巻いたバンダナだ。頭と同じ、黄色と黒の模様。そこだけ浮いていて、妙な存在感を主張している。

「はあ。なんスか？」

　俺が警戒しつつ尋たずね返すと、彼女は「イヒっ」と喉のどに引っかかるような特徴的な笑い方をして、言った。

「お店探してるんだけど、道に迷っちゃったみたいでさ」

「はあ。なんて店ですか？」

「『ザ・テキサス』っていう、ステーキの店なんだけど」

　そこなら一度行ったことがある。テリーマンが喜びそうな、本場アメリカンな店だった。

「ああ、このまま商店街を抜けて、城の手前の交差点を左。次に市役所見えてくるんで、その角を右にずっと行けば、見えてきます」

「城で左、市役所で右、ね。……あー、なるほどなるほど。あの辺かぁ」

　女性は地図を確認しながら、ふむふむと頷うなずく。

「ん、だいたい分かったよ。ありがとね」

「いえ、それほどでも」

「ちなみにキミはこの店、行ったことある？」

　そのまま立ち去るのかと思いきや会話続行。ちょっと面食らったが、落ち着いて答える。

「まあ、はい」

「なんかオススメある？」

　初対面の人間に対してずいぶんと馴なれ馴なれしいが、不思議と嫌な感じはしなかった。彼女の持った、人懐っこい雰ふん囲い気きのせいかもしれない。

　とは言え、俺が食ったのは一般人にお勧めできるようなものではない。四キロオーバーのメニューなんて常人に食いきれるわけないので、肉質とかだけを説明するにとどめる。

「俺おれが食ったのはサーロインでしたけど、旨うまかったですよ。いろいろソースに種類があるんですけど、和風ソースがさっぱりしててなかなかイケます。ガーリックライスも旨かったですね」

「イヒっ、そりゃ良いことを聞いた。キミに尋たずねて正解だったね。サンキュ」

　ひらひらバンダナが巻かれた方の手を振って今度こそ立ち去っていく。その歩みはウキウキしていて、いかにも食べるのを楽しみにしていそうだ。

　誰だれかの力になれたっていうのは、悪い気がしない。そう思っていると、遠ざかっていく背中を見つめながら真ま白しろが尋ねた。

「ハチ兄ぃ、やっぱりこの辺の店はほとんど網もう羅らしてんの？」

「バカ言うな。さっきのは、たまたま行ったことがある店だっただけだ」

　そもそも、チャレンジメニューがある店以外はそれなりに評判が高いところしか押さえていない。しかも、その知識ですら付け焼刃だ。

　データベースに感謝。「幼なじみとメシ食いに行くんだけど」って言った瞬間に「リア充爆散しろ！」なんて罵ば倒とうを受けたけど、アームロックをかましたら親切にいろいろ教えてくれた。爆はぜた上に散れだなんて、酷ひどいことを言うやつだ。

　さて、俺たちもそろそろどこに行くか決めよう。聞くところによるとパスタならばこの先にある『カモミール』とかいう喫茶店がイチオシらしいが――

　と、考えているとまたもや背後から呼び止められた。

「ハチさん！」

　耳に馴な染じんだ呼び方と声。ハチさん、と俺のことを呼ぶのは一人しかいない。

　振り返る。そこにいたのは、予想通り――

「よう、井いノの原はら！」

　思わず、足取り軽く駆け寄ってしまう。とくに示し合わせたわけじゃないのに、休日に井ノ原に会えるとは、なんて素敵な偶然か。

　井ノ原は裾すその長いワンピースにトートバッグと、塾帰りの小学生みたいな格好だ。……いかん。一度そう思うと小学生にしか見えなくなってくる。普段は制服でぎりぎり同い年と認識していられるのだけど。

　記号って大事だな、とつくづく思う。保護欲がほとばしりそうになるが、気持ちを切り替えて尋たずねた。

「奇遇だな。これからどっか行くの？」

「今日は皆さん忙しいですし、一人でバイキングしながらお勉強でもしようかなーと思って。ハチさんは――」

　井いノの原はらは俺おれの横に立つ人物を見上げて、恐る恐る、って感じで頭を下げた。

「……どうも」

「……ちっす」

　お互いそっけなく、礼儀として一応挨あい拶さつしておくか、って感じの態度。真ま白しろの目は「なにこのチビ」と物語っており、人見知りする井ノ原ですら怯おびえるのではなく、真白に対する敵てき愾がい心しんを示すように、むっとした面つら構がまえをしていた。

　思えば真白は以前、井ノ原の目の前で大食いを馬ば鹿かにするような発言をしている。井ノ原にとっては自分自身を否定されたことに等しく、印象は最悪のはずだ。

　真白にとっても井ノ原は、俺をこうした張本人という認識のはず。大食いに対する見方を変えたとはいえ、内心は穏やかではないのかもしれない。

　これはいかん。俺が仲介役を買って出てやらなければ。

「ああ、そういやマトモに話すのは初めてだよな、二人。真白、こいつは――」

　と言いかけると、真白は自分から進み出た。

「初めまして……ではないんだけど、ちゃんと向き合うのは初めてだよな。アタシは町まち田だ真白。ハチ兄ぃとは幼なじみなんだ」

「……井ノ原みのりです。ハチさんとは、部活で一緒させてもらっています」

　憮ぶ然ぜんとした顔でそう返す井ノ原。遠まわしに自分が年上だということを伝えたいんだろう、という井ノ原の意図を汲くんで、俺は横よこ槍やりを入れさせてもらった。

「真白。こいつ、こんなナリだけど一応、年上だから」

「あ、やっぱそうなの？　部活一緒って言うから、聞き間違いかと思ったけど」

　真白の声はやはり、どこかそっけない。井ノ原も諦てい観かんめいたため息を短く吐き出し、

「はい、こんな見た目ですけどハチさんと同い年ですから。中学の時も、ちょっとだけ一緒のクラスでしたし」

「――へえ、そうなんだ？」

　真白はどこかぎこちない声で返した。その違和感の原因が何か気付く前に、井ノ原は俺に話を振ってくる。

「できれば、今年も一緒のクラスだと良かったんですけどねー」

「な。来年は一緒が良いよな。修学旅行っつー、学生最大のイベントもあるしさ」

　自分で言っていて、テンション上がってきた。うちの学校の修学旅行は例年、京都・奈な良らなのだが、寺社仏閣のような地味なスポットだろうが井いノの原はらと並んで歩けば楽しめるだろう。鹿しかにせんべいをあげる井ノ原とか、東大寺の柱の穴をくぐる井ノ原とか想像するだけで、たまらなくなってくる。

　井ノ原も昂こう揚ようしているのか、ちょっと頬ほおを上気させて俺おれを見上げる。

「ハチさん、来年の進路は文系コースですよね？」

「まー、数学とかやる気しないしな」

「だったら、同じクラスになれる確率上がりますね。わたしも文系選ぶ予定なんで」

　満面の笑みの井ノ原。俺も釣られてだらしなく頬を緩ませてしまう。

　そんな風に浮かれていると、真ま白しろが妙に低い声でとんでもないことを言い出した。

「へー、楽しそうっスね、二人とも。アタシもそっちの高校受けようかな」

　バカだとは思っていたけど、突飛な発言にもほどがあった。俺は野球ができなくなってしまった以上、昔のチームメイトと一緒の高校に通うのが嫌だという理由で隣町の高校までわざわざ通っているわけだが、それなりにしんどい思いをしている。

「おいおい、お前、正気か？　朝、けっこう早いんだぞ？」

「別にー。ハチ兄ぃにできんならアタシにもできるだろ」

「お前、俺のことなんだと思ってんの？」

「ハチ兄ぃの寝起きの悪さなんか、周知の事実だろー」

「まあ……否定はしねえけど」

　確かに、俺は朝に弱い。対する真白は朝からエンジン全開にできて、そのテンションの高さはウザいと言わざるを得ないくらいだ。

　俺たちのやり取りに、井ノ原はなぜか焦あせったように早口で言った。

「そ、そういえばハチさんって越境通学でしたね。大変そうですよねー、あそこから通うの」

「そうだな。すぐ慣れるかと思ったけど、むしろ三年間これを続けるのかと思うとちょっとしんどい」

「ですよね。わたしも、今はお姉ちゃんの家から通ってるからいいものの、実家から通うことを考えるとうんざりしますよ」

　と、言って大げさに頷うなずく。真白は井ノ原の子供っぽいしぐさに失笑し、

「ふぅん。なら、別にいっか。家もすぐ近くだし、ハチ兄ぃなんて会おうと思えばすぐ会えるしな」

　そんな軽口に、俺はいつもの調子で応じる。

「まったくだよ。学校でまでお前の見飽きたツラ見るなんて、うんざりする」

「そういうこと言うなよー。アタシとハチ兄ぃの仲だろー？」

　と、真ま白しろは俺おれの肩に腕を回して来た。そうすると真白の中学生らしからぬ胸が俺の腕に当たって、その……なんというか……破は廉れん恥ち！

「やめろ、うっとうしいっ」

　幼なじみの成長に思うところはあったが、鋼鉄の意思で真白の腕を振りほどき、改めて井いノの原はらに向きなおった。

「そういや、井ノ原って姉ちゃんの家から通ってるのか？」

「はい。お姉ちゃんの仕事場がこっちにあって、通院とかの都合上わたしと一緒にこっち住もうってマンション借りてくれたんですよ」

「へえ、いい姉ちゃんじゃないか」

「ちょっと、過保護すぎるんですけどね」

　なにかを隠すような苦笑。それが気になったが、言及しようとした矢先に井ノ原の腹から音が聞こえた。

「――っ！」

　みるみるうちに顔を耳まで真っ赤にして、うつむく井ノ原。俺は苦笑しつつ、尋たずねた。

「井ノ原。バイキングっつーと、駅前のイタリアン？」

「あ、はい。妙にあの薄いピザをむしゃむしゃ食べたくなりまして」

「そっか。んじゃ、一緒していいか？」

「えっ？」

　井ノ原はハトが豆鉄砲をくらったような顔をする。まあ、俺自身も唐突だと思うが、

「せっかくだし、勉強もみてやれたらなーと思ったんだけど」

「わ、わたしとしては願ってもないですけど……いいんですか？」

　井ノ原の視線が一瞬、真白に向かう。たしかに人見知りする井ノ原には、ほぼ初対面の人間と食事ってのはハードルが高いのかもしれないが、同席するのが真白なら俺がいくらでもフォローしてやれる。

「いいって、いいって。こっちもパスタにしようかって言ってたところなんだ。あそこなら、パスタも置いてあるから。っつーわけで、こいつも一緒でいいか、真白？」

　真白は一瞬、「なに言ってんだこいつ」って感じで目を見開いた。過剰なリアクションにこっちが驚いているうちに真白の顔はどんどん苦にが々にがしくなっていき、最終的には唇を尖とがらせて吐き捨てる。

「……いいけど。また別の機会に奢おごり直してくれるなら」

「は？」

　思わず、素で返してしまった。

　落ち着け。クールに真白の言葉を咀そ嚼しやくするんだ。俺は今日、井ノ原を昼飯に同席させる代わりに、改めて真ま白しろに飯を奢らなきゃならない。うん、なんでそうなるのかさっぱり分からねえ。

　念のため、真白に確認してみた。

「え、それって、今日も俺おれが会計持って、また別な機会に奢れってこと？」

「そうに決まってんだろ」

　決まってねえよ。

「なんで俺が二回もお前にメシ奢らなきゃならねえの？」

「いいから」

　ハトのよめみたいに圧力をかけられた。その有無を言わせぬ力強さに、俺は承諾せざるをえなくなる。

「……ったく、しょうがねえな。言いだしっぺはこっちだし」

　渋しぶ々しぶ同意すると井いノの原はらは俺たちを先導するように前に立ち、

「じゃ、行きましょうか」

　と、言って店に向かう。

　そこが戦場になるなんて、この時は思いもしなかった。



「いらっしゃいませー。先払い制になっておりまーす」

　という言葉に迎えられ、俺は代表して三人分の会計を済ませた。

　チェーンのイタリアンバイキングの店、『tanto』。ランチタイムだとドリンクバーをつけても一〇〇〇円しないので、何度かここをトレーニングの場所にしたことがあった。味はまあ、値段相応なのだが。

　席に案内されると、井ノ原は皿を片手にさっそく料理を取りに行った。井ノ原の盛りつけ方はバランス感覚を競きそうゲームのようで、より端的な表現をするならば『山』の一言に尽きる。

　他の客のことなぞ気にしていられるか、ってくらい積み重ねられたピザ。それだけではなく、ぺペロンチーノやフライドポテトが山やま裾すそに敷き詰められている。

　俺は苦笑して、井ノ原に声をかける。

「初しよっ端ぱなからエンジン全開だな」

「は、はしたないでしょうか？」

　怯おびえたように体をすくめる井ノ原。しかし、俺には井ノ原をとがめるつもりなんてさらさらない。

「いや、お前らしくていいんじゃね？」

「……ですよねっ」

　井ノ原はルンルンと軽い足取りでテーブルに戻っていく。井ノ原に対抗意識でも燃やしたのか、真ま白しろもトングでピザをわしづかみにした。

　しかし、それはいただけない。

「お前はマネするなよ、あれ」

「あん？　別に、これくらい食えるって」

　と、真白は抗弁するがそういう問題ではない。ピザというのは熱いうちが華であり、冷めたピザほど悲しいものはない。並ぶ料理は台の上では保温されているが、皿に取ったその時点から冷め始めているのだ。

　大量に盛れば、それだけ食うのに時間もかかる。つまり、必然的に冷めた料理を食わなければならないのだ。

　それを防ぐには台とテーブルの間をこまめに往復することになるのだが、そのことを説明するより早く、真白が地雷を踏んだ。

「大食いくらい、アタシにもできるよ」

　刹せつ那な、全身を悪寒が撫なでた。

「……今、なんと言いましたか？」

　二メートルほどの間合いを隔へだてて井いノの原はらは低く、押し殺した声で真白に問う。

　目が完全に据すわっていた。帽子もかぶってないのに、完全にスイッチが入っていやがる。

　店の中だけいきなり重力が五倍くらいに増したように感じる。その源はたった一人の少女であり、真白はそのことに対して笑っていた。――笑わなければ押しつぶされてしまいそうなくらい……井ノ原の怒りは、すさまじかった。

　早く謝れ。心の中で真白が賢明な判断を下すことを祈る。しかし、そんなことを期待するのが間違いだった。なにせこいつは……筋金入りのバカなのだから。

「大食いなんて、アタシにだってできるって。アタシも女にしては、けっこう食うほうなんスよねー」

　挑発を重ねる真白に、井ノ原はさらに問う。

「……真白ちゃん、なにか部活に入ってますか？」

「ソフト部ですけど」

「もしわたしが、今からレギュラー取れるって言ったらどう思います？」

　真白の笑みが濃くなる。

　それは、獣が牙きばを剥むくのと同じ意味だった。

「――ナめんな、と」

　すかさず井ノ原が返す。

「あなたは今、それと同じことを言ったんですよ？」

　井ノ原の言うとおりだ。真白の言葉は大食いに真剣に臨のぞんでいる人間を侮辱するものであり、大食いを自分そのものだとすら言い張る井ノ原がそれを聞き逃せるわけがない。中学生の軽口にしたって、迂う闊かつにもほどがある。

　しかし真ま白しろは、侮あなどった態度を崩さなかった。

「同じ？　本当にそうっスか？」

　井いノの原はらの口から、ため息が漏れた。

「……口でいくら言っても、分からないでしょう。百聞は一見に如しかず――ならぬ、百見は一食に如かず、です。……なんなら、わたしと勝負してみましょうか？」

　さらに増すプレッシャー。底なしか、こいつは！

　だけど、それ以上に驚くべきことがあった。重力が増大するのに反比例するように……真白の口元は、だんだんと釣り上がっていった。

　いや――そうだ。町まち田だ真白はそういう女だった。最終回で満塁、ノーアウト。ヒット一本でサヨナラ負けするっていう時にこそ、笑ってしまうような女なんだ。

　そんな状況に匹敵するようなプレッシャーを放はなつ井ノ原に、真白が立ち向かわずにいられるわけがなかった。

「――いいっスよ。うん、上等だ。吐いたツバ飲むようなマネ、しませんよ」

　俺おれは見かねて、二人の間に割って入った。

「お、おい真白。やめとけよ。お前じゃ勝ち目ねえって。井ノ原も、素人しろうと相手に大人おとなげない挑発するなよ」

「もちろん、ハンデはつけますよ。素人相手に全力出したなんて知られたら、戦士として名折れですからね」

「いらないっスよ、そんなもん。あんま、ナめないでくれます？」

「ナめてる？　大食いのことを何も知らない癖に、ナめているのはどっちですか？」

「――っ！」

　真白が息を呑のむ。今のは、完全に気迫負けだな。

　ついに押しつぶされた真白から興味を失ったように目線を外すと、井ノ原は俺に尋たずねる。

「ハチさん。真白ちゃんならピザ何枚くらいで限界だと思いますか？」

「ん？　そうだな……この店のなら二枚、ってとこか」

　妥当な量だと思う。真白が『女にしてはよく食う』って言ったのは強がりでもハッタリでもなく、事実だし。

　井ノ原は俺の答えに頷うなずくと、親指だけ折った手を見せた。

「じゃあ四枚にしましょう。わたしは倍の、八枚で」

「よっ――」

　突飛な提案に、俺の声が裏返った。

「お前、正気か!?　ここのピザ、直径三十センチはあるんだぜ？　大の大人でも二枚食えればいい方。それを素人に四枚食わせるどころか、お前まで八枚食うだって!?　いくらなんでも、むちゃくちゃだ！」

　しかし、俺おれを押しのけて真ま白しろは意気揚々と言い放はなった。

「アタシは四枚でいいぜ。それくらいやらなきゃ……限界に挑まないようじゃ、意味ねーじゃん」

　確かに、それこそが大食いの本質といえる。真白がそれを理解できているのは意外だったが、勝負の世界に生きている人間ならではの本能だろう。

　グッド。井いノの原はらは相手に不足はないとばかりにつぶやき、改めて勝負の内容を確認する。

「食材はピザ。ルールは早食い。量は真白ちゃんが四枚に、わたしが八枚。ここの店は正確に八等分してくれてますから、三十二切れと六十四切れってことになりますね」

「ルールって、どうなってるんスか？　どれくらいならこぼしちゃってもいいとか、途中退席アリなのかナシなのか、とか」

「席を立った時点で、ギブアップ。こぼす量は見苦しくならない程度に。この辺は審判の裁量に任せましょう。あとはまあ、大食いという競技を成立させる最低限のルールさえ守ってもらえれば。相手に直接攻撃を仕掛けて妨害するとかは、ＮＧですね」

「や、さすがにアタシでもその発想はなかったっスけど」

「よかったです。間接的になら妨害してくるような人も、世の中にはいますから」

　さらっと恐ろしいことを言ってのける。全国に行くと、そんな猛も者さもいるのか。

「ハチさん。申し訳ないですけど、ウェイターやってもらえますか？」

「ウェイター？」

「わたしと真白ちゃんがずっと食べ続けるんで、どんどん持ってきちゃってください」

「――オッケイ」

　なるほど。たしかに集中力は大食いの重要なファクターであり、行ったり来たりするのはそれを強制的に中断させられることになる。そういうことなら喜んでパシリに徹しよう。

「味のチョイスは、ハチさんに一任しますね。できるだけ二人に平等になるようにお願いします」

「了解」

　味によっては負担が変わってくることくらい、井ノ原に言われなくても弁わきまえている。たとえば腹が限界になってくる終盤――マヨネーズを使ったソースよりは、トマトソースの酸味が欲しくなってくる、という具合にだ。

　俺は二人の皿を持って料理を取ってくる。最初はピザ八切れ――つまり、一枚分をそれぞれの皿に乗せた。これなら分かりやすいし。

　井ノ原たちは握った拳こぶしを自分の膝ひざの上に置き、少し前かがみになって待っている。さながらその構えはクラウチングスタート。短距離走のスタート直前と同様の空気が、テーブルを支配していた。

「ではハチさん、号令を」

「おう。レディ――」

　相手の筋肉が強こわ張ばるのすら感じられる。第三者にも緊張を強しいる空気の中、スタートの合図が響き――

「ゴッ！」

　二人はそれぞれ、まったく別な方法で食べ始めた。

　井いノの原はらは先ほど見せたように、キレイにピザをたたんで口の中に突っ込む。麺めん類るいと違って喉のどの通りが良くないはずだが《極大引力ブラツクホール》の二つ名は伊だ達てじゃなく、一定のリズムでピザが消えていく。

　一方、真ま白しろは同じことをやっていては勝てないと判断したのだろう。ピザをミルフィーユ状に重ねて豪快にかぶりつくという手法に出た。

　薄いこの店のピザなら、真白の食べ方も有効。一つの危き惧ぐさえ考えなければ、たたむという面倒くさい手順を省略している真白の方が有利なくらいだ。

　呆ぼう然ぜんとしている場合ではない。このペースだと、八切れなんかあっという間になくなるぞ！

　急いでピザを取りに行く。キッチンの奥からバイトのニイちゃんが、「またっスか？」と言いたげな視線を送っているのに気付いた。すいません、またなんです。いつもよりペース上げて焼いてください。

　ピザをカットする手つきも妙に殺気がこもっている気がする。どすんどすん、とピザを両断するための大きな包丁が抗議をするように打ち鳴らされていた。それでも計測したような八等分は変わらない。プロの意識の高さに俺おれは感銘を受けた。

　小走りで戻ると、井ノ原の皿に残っているのは残り二切れ。そして真白の皿には――一切れも残っていなかった。

　真白が先行という、まさかの展開。手には四枚重なったピザの耳が握られていたが、それもすぐに突っ込まれた。

　口の中のものを咀そ嚼しやくしながら、補充されたピザを重ねる。そして飲み込むと同時にまたかぶりつく。

　素人しろうとにありがちな、水で流しこむという愚行もやっていない。パンや米といった炭水化物は水を含むことによって胃の中で凶悪に膨れ上がるため、大食いは極力水を飲む量を減らすのだが、真白がそんなことを知っているとは思えない。

　それをなし得たのは、生まれついての勝負勘の良さ。ここでこの球を放ほうっちゃいけない、とピッチャーが感じるように、真白は最悪の選択を避けたんだ。

　井ノ原も二皿目に手を伸ばす。集中力の世界に行っているのか、真白のことは気になっていないようだった。

　お互いペースを落とすことなく二枚目を完食。しかし三枚目から、真ま白しろのペースが急速に落ち始めた。井いノの原はらは真白の失速を好機とみたかのように、一気にハンデの分の差を詰めに行く。

　この辺で客が事態に気付いたのか、俺おれたちのテーブルにちらちらと視線を送るようになってきた。

「大食い選手でも来てるのか？」

　誰だれかがそう言ったが、テーブルにいるのは鬼気迫る表情でピザをがっついている少女二人。餓が鬼きのようにピザをむさぼる壮絶な絵え面づらに、誰もが戸惑った。

「な、なあ、君。あの子たち、いったい何があったんだい？」

　ピザを持っていこうとする俺に、家族連れのパパさんが尋たずねる。俺は少しだけ足を止めて、簡潔に答えた。

「ただの勝負ですよ」

「勝負……で、大食いをしているのかい？」

「そうっス」

　ただの遊びじゃなく、勝負。そうである以上、二人は絶対に負けられないと思っているだろう。

　なにせ二人とも、『本気』という言葉の意味を知る人間なのだから。

「なにか、お互いの命がかかっているとかじゃないんだよね？」

「どっちも負けず嫌いなもんでして。あ、ピザ足りなくなるかもしれないですけど、スイマセン」

　言い残し、お互いにとってラストの皿を置きに行く。

　ここでとうとう、真白に恐れていた事態が起きた。

「――！」

　一瞬手が止まり、何事もなかったかのように再開する。だが俺は見逃さなかった。あの時、顔をしかめたのは――

　……口の中を切ったんだ。

　クリスピータイプのピザはちょっと油断するだけで刺さる。容赦なく、口の中を切り刻む。だからこそ井ノ原は丸めるなんてしち面倒くさい手順を踏んでいるのだ。

　口の中のケガが大食いに与える影響は甚じん大だいだ。痛みに食欲を減退させられるだけでなく、どうしても集中力を削そがれる。余計なことを考えているということは、その分だけ満腹中枢に仕事をさせることに等しい。

　終わったな。

　さすがの井ノ原もＬサイズのピザ八枚という埒らち外がいな量に苦戦しているが、今の真白では完食すら難しいだろう。真白の戦いっぷりは、文句なしに善戦したと称たたえられる。だが、この状況からピザ一枚を食いきるのは至難の業だ。

「…………」

「…………」

　お互い口を引き結び、苦く悶もんの表情を浮かべている。真ま白しろなんかは完全に手を止め、肩を大きく上下させていた。

　ヤバい兆候だ。集中力が切れたことによって、今まで従わされていた胃が反抗を示している。ヘタするとこのまま嘔おう吐と、ってことも考えられる。

「真白。キツそうだったらトイレに――」

　そう言って顔を覗のぞきこんだ次の瞬間、息を呑のんだ。



　――終わっていない。

　まだ真白の目は、ギラギラと危なっかしいくらいに輝いている。



「――っ！」

　真白は大きく息を吸い込むと、肺が膨らむのに合わせて背筋を伸ばした。そして、脱力を促うながすように右の手首をぶるんと振る。

　試合の立ち上がりや、山場でたびたび真白が見せた仕草。俺直伝のリラックス方法。

　そいつが、決定的なスイッチだった。

　振った手にピザを握り、口にねじ込む。その勢いは、開始当初のものに戻っていた。

　怒ど涛とうのラストスパート。……イける！　これならば、井いノの原はらに勝つのだって可能性くらいは！

　と思った矢先、俺おれは自分の考えが甘いことを思い知らされた。

「なっ――？」

　目の前に現れる宇宙空間。深しん淵えんの闇やみよりなお深い、黒い渦。

　急速に増す重圧。真白も気付き、顔を上げた。

　俺が真白にかまっている間に、井ノ原は予備動作を終えていたのだ。あとは吸い込むだけ。それが井ノ原みのりのラストスパート――『吸引サクシヨン』！

　使わなくても勝っていただろう。真白が手を止めている間に、井ノ原はゆっくりとだがリードを広げていた。

　その上で――なお押しつぶすか、井ノ原!?

　容赦なく叩たたきつけられる重力の洗礼。リードはさらに広がり、勝敗は明らかになる。

　にもかかわらず、真白はあくまで自分の意地を貫つらぬいた。

「……っ！」

　真白は苦しさを押し殺してピザを口にねじ込む。

　大した奴やつだ。本当に、心の底からそう思った。

「んくっ……！」

　井いノの原はらは最後にコップを煽あおり、水で口の中のピザを押し流す。タン！　とコップが机に打ちつけられ、軽快な音を鳴らした。

　井ノ原の勝利は明白。

　それでも、真ま白しろは食べるのをやめようとしない。

「おいバカ。もう勝負――」

「まだですよ」

　俺おれが止めようとするのを井ノ原は遮さえぎる。

「まだ、終わってなんかないです」

　握った井ノ原の拳こぶしは、興奮で震えていた。

　……そうか。審判という立ち位置だったせいか、気付かなかった。真白は今、本気で自分の限界に挑んでいて、与えられたテーマを食いつくそうとしているんだ。

　これを止めるなんて無ぶ粋すいにもほどがある。こうなると俺はただ、黙って真白の挑戦を見守るしかなかった。

　真白は再び失速し、歯車がきしむ音が聞こえそうなほどぎこちない動作でピザを頬ほお張ばっていく。

　ただ食べるだけじゃない。あくまでスピードを求めて、死力を振り絞る。

　もうピザを重ねて食べるだけの力は残っていない。一切れ一切れ、地道に咀そ嚼しやくしていき――

「……っはぁ！」

　そしてとうとう、真白の前に置かれた皿からピザがなくなった。

「おめでとさん」

　苦しさを吐き出すように深呼吸を繰り返す真白をねぎらい、声をかける。真白は眉み間けんに深く皺しわを刻んで、ふて腐れたように答えた。

「負けたんじゃ、なんの意味もねーじゃん」

「じゃあ、なんで負けが決まっても残さずに食ったんだ？」

　俺の問いに真白は不機嫌そうな半眼を返して、

「そんなん、癪しやくだからだよ。食えるって言ったのに残すのが」

「それでいいんだよ」

　ぽん、と真白の頭に手を乗せた。

　昔っからやっているように、真白の頭を乱暴に撫なでる。小生意気な妹分の反発心が、どうしようもなく嬉うれしかった。

　なぜなら――

「一緒なんだよ、俺おれもお前も。くだらない見み栄えのために、頑張っちまうんだ」

　それこそが俺たちの本質であり……譲れないもの。表向きは相あい容いれなそうでも、根っこは同じということに、真ま白しろとのつながりを感じる。

　頬ほおが緩むのを抑えられない俺に、真白は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「……意味分かんねーし」

「そのうち分かればいいさ」

　真白は釈然としないのか、唇を尖とがらせてぶっきら棒に尋たずねた。

「つまり、ハチ兄ぃは大食いできる女が好きってことか？」

「はいぃ!?」

　突拍子もない意見に思わず叫ぶ。こいつの頭が、いよいよ心配になってきた。

　俺はちらりと、井いノの原はらを見る。……うん、俺がこいつを好きなのは、大食いができるからじゃなくて、

「や……大食いに限らず、な。ちっちゃなプライドを大切にできる人間は、好きだな。俺と同類だから」

「ふーん。なんつーか……物好きだな」

　物好き、か。

　その評価は、まんざらじゃなかった。

「まあな」

　なんだか嬉うれしくて、つい笑みを浮かべる。そんな俺に真白は憎まれ口をたたいた。

「キモっ。なに一人で満足げな顔してんだよ。バカじゃねーの？　バーカ、バーカ」

「お、お前にだけはバカって言われたくねーよ！」

　せっかく、ちょっと見直したのにコレだ。俺だって自覚ぐらいあるっつーの、恥ずかしいこと言ってるっていう。

　顔が熱くなっているのが自分でも分かる。そこに、井ノ原が口を挟んだ。

「バカじゃないです」

　むすっ、と不機嫌を隠さない表情。拗すねたように唇を尖らせ、井ノ原は続ける。

「訂正してください」

　真白はそんな井ノ原の反応に、苦笑を見せた。

「いや、自他共に認めるバカだと思いますけど。な、ハチ兄？」

「えっと……それは、だな」

　認めてしまっては、井ノ原の弁護を否定することになる。だからといって胸を張ってバカじゃないと断言できる頭の持ち主でないことは、俺が一番よく分かっている。

　なにこの板挟み。井ノ原は俺をちらちら見つつ返事を待ってるし、真白に至っては俺の葛かつ藤とうを見抜いた上で面白そうに観察している。こいつ、あとで覚えてろよ……。

　井いノの原はらは真っすぐな瞳ひとみで、主張を繰り返す。

「少なくとも、わたしはハチさんのことがバカだとは思えません」

「ふーん。……ずいぶん気に入ってるんスね、ハチ兄ぃのこと」

「「なぁっ!?」」

　二人揃そろって素すっ頓とん狂きような声を上げる。俺おれがそれっきり声を失ったのに対し、井ノ原は怒ど涛とうの言い訳を始めた。

「い、言っておきますけど、真ま白しろちゃんが思ってるようなのとは違いますからね!?　ハチさんにはもっとこう崇すう高こうな、信頼というか、戦友に対する想おもいというか――」

　恋愛対象から外れているという事実に、俺のＬＰライフポイントがぐんぐん減っていく。やっぱりそういう見られ方してるのね、俺……。

　表面上は平静を保ち、心の中でだけ血の涙を流す。そんな俺の気丈さも知らず、真白は井ノ原を面白がるようにニヤニヤしていた。

「あ、そうなんスか？　そんなつもりで言ったんじゃないんスけど」

　思わず、その緩んだ頬ほおをつねり上げた。

「おかしいか？　そんなにおかしいか？」

「いふぁい、いふぁい！　やめろよー！」

　暗黒面に落ちかねないところを、すんでのところで踏みとどまる。真白は涙目になって頬ほおをさすり、俺おれを睨にらんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「ったく……なにすんだよぅ」

「いや、はっはっは。ほっぺ柔らかいね、お前」

　とりあえず笑ってごまかす。響く俺の声の空虚さに、事態の深刻さを知った。

　重い。空気が。いまだかつてない、とまでは言わないがかなりのプレッシャーだ。

　井いノの原はらは気まずそうに俯うつむいたままだし、真ま白しろも露骨に井ノ原から目を逸そらしている。それでいてどっちも、たまにちらちらと牽けん制せいの視線を送っていて予断を許さない。

　この非常にいたたまれない沈黙を先に破ったのは、意外にも井ノ原だった。

「言いたいことがあるならはっきり言えばいいんじゃないですか？」

「別に」

　と、どこぞの芸能人のような回答をよこす真白。

　胃が捻ねじ切れるように痛い。背中に夏の暑さのせいじゃない汗がにじんできた俺は、たまらず仲介に入った。

「あのさ、井ノ原。勉強どうする？　ゆったりとランチしながらするとか言ってたけど、もうそれどころじゃないんじゃないか？」

　井ノ原は消化を促うながすように腸の上あたりを撫なでさすって、苦笑した。

「えー……あはは、ドリンクバーでちびちび残り時間つぶそうかと」

「なるほど。んじゃ、バカに付き合ってもらった礼だ。俺に分かるところなら、教えさせてくれ」

　俺の申し出が嬉うれしかったのか、井ノ原は顔を輝かせた。

「はいっ、よろしくお願いします！」

「ん。やる気満々だな。そんなに勉強が好きか」

「いや、そういうわけじゃないんですけど……」

　井ノ原は上目づかいに俺のことを見ていたかと思いきや、ため息をつく。

　なんだろう？　ため息をつかれるようなことを、しただろうか？



　古典なんぞ基礎さえ押さえれば後は語ご彙い力りよく次第だ、というのが俺の持論である。

　そんなわけで中学の復習を軽めにやっておこうと思い、俺は尋たずねる。

「サ行変格活用の動詞は？」

「えっと、『す』と――」

　井ノ原はそこで考えこみ、ややあってからポツリと呟つぶやく。

「……ごわす？」

「薩さつ摩まだ、それは」

　ちなみに正解は『おはす』。現代語に訳すと『いらっしゃる』という意味になる。

「おい、真ま白しろ。これくらい中学でも習ってるだろ。正解はなんだ？」

「え？」

　暇そうに携帯をいじっていたので、真白も巻き込んでみる。こいつも今年は受験だし、これくらいは分かるだろうと思ったのだが、きょとんとした顔をされた。そもそもサ行変格活用の意味を分かっていなそうな顔だ。

　ため息混じりに、俺おれは助け船を出す。

「ヒント。井いノの原はらのは一応、惜しい」

「えー。あぁ、うん。アレだろ？　もっこす」

「ごわすが惜しいからもっこすっていう発想に至るお前は逆に頭いいよ！」

「誉ほめんなよー」

「皮肉だバカ！」

　真白が満更じゃない顔で照れやがるので、念を押しておいた。

　追試も受験も危ぶまれる。本当に大丈夫かこいつら……。

「ったく。こうなったら真白もまとめて面倒見てやる。このままだと高校落ちそうだし」

「そんなことねえよ。秋になったら勉強始めるよ」

　と、受験戦争と縁遠い田舎いなか者ならではの気楽さで笑う真白。大会が終わるまでは頭を勉強に切り替えるのが難しいってのは分かるが、危機感がなさすぎやしないだろうか。

「――よし。じゃあこうしよう。クイズ形式で問題出すから、勝った方にもう一回、メシ奢おごってやる」

　と、やる気を煽あおるため太っ腹なところを見せる。給料が入ったばかりで気が大きくなっているという自覚はあるのだが、最初の給料くらいは景気よく使おう。

　ともあれ、効果は抜群だった。真白ばかりか井ノ原の目つきまで目に見えて変わる。

「そうとなると、話は別ですね」

「よっしゃ、ばっち来い」

「お前らそんなに食うに困ってんの!?」

　二人の変へん貌ぼうに恐れ慄おののく。イメージ的に二人の間に火花が飛び散っていて、絶対に負けられないという意志を感じさせた。

「そういうわけではないので、お気になさらず。ま、さすがに中学生に負けたりしませんけど」

「さーて、それはどうスかね。アタシもすんなり勝ちを譲るほど安い女じゃないっスよ？」

　二人の放はなつオーラの奔流に、押し流されてしまいそうだ。声をかけるのもためらわれる雰ふん囲い気きに、俺は威圧された。

「ハチさん。早く問題を」

「はっ、はい！」

　思わず敬語になる。頭の中では「どうしてこうなった」というフレーズがずっとループしていた。

　そんな感じで勉強会は進んで行ったのだが、二人の成績はどっこいどっこいだった。気付けば同点のまま制限時間が迫っており、俺おれはこれを天の定めだと思ってお開きにする。

「と、とりあえず、今日は引き分けってことでいいか？」

「……時間なら、しょうがないでしょう」

「今日のところは痛み分け、かな」

　不服そうな顔ながらも同意する二人に、俺はほっと胸をなで下ろす。白黒つけさせると逆に禍か根こんが残りそうだし、この結末はベストだろう。

　俺たちはいそいそと片付けをして、席を後にする。店から出ると、井いノの原はらは深々と頭を下げた。

「今日は、どうもありがとうございました」

「気にするな。それより、勉強がんばれよ」

「はいっ。ぜったい、全国まで行きましょう！」

　井ノ原は拳こぶしを握って気合いを入れると、手を振って去っていく。

　小さな背中が見えなくなるまで見送ると、真ま白しろの体が急に傾いた。

「おわっ！　だ、大丈夫かお前!?」

「……にっしっし。あの人の前で情けないところ見せたくなかったから我慢してたけど、やっぱきっつー」

　空から元げん気きを見せて笑う真白に肩を貸す。

「まあ、よくやったよ。お疲れ」

「んー」

　真白は恥ずかしそうだったが、それは俺もだ。しかし放置するわけにもいかないだろう。どっか休んでいけそうな所に寄っていくか。

　真白を引きずって歩きながら、ふと思ったことをそのまま口にした。

「ところでさ、お前井ノ原に対する態度もうちょっとなんとかなんない？」

　真白の顔が耳元になかったら聞き逃していたくらいの、小さな舌打ちが聞こえた。

　真白は不機嫌さをにじませた声を吐きだす。

「なんとか、ってなんだよ？」

「や、なんか妙にケンカ腰だったっつーか。お前バカだけど愛想は悪い方じゃないだろ」

　体育会系なので、目上の人間への礼儀は基本的になっているやつなんだけど。昔、俺が友だちと一緒に歩いているところに出くわした時もニコニコ応対してたし。

　しかし、真白は一向に態度を軟化させることなく、ぶっきら棒に言い捨てるだけだった。

「そんなの、ハチ兄ぃにいちいち指図されるようなことじゃねーじゃん」

「指図してるつもりはないけど、な」

　知り合い同士の仲が悪いというのは、どうにも落ち着かない。引っ込み思案の井いノの原はらとアグレッシヴな真ま白しろでは対極に見えるが、二人とも根っこの部分では本気になることの尊さを知る人間だ。そんな共通点を持っているのなら、仲良くしてもらいたい。

「誰だれにだって相性ってもんがあるだろ。あの人見てると、なんか知らないけどムカムカすんだよ」

　真白は唇を尖とがらせて苛いら立だたしげに呟つぶやいた。つまりそれは――

「もしや……恋か!?」

「なんでそうなんだよ。アタマ大丈夫か？」

「ツンデレじゃないのか。好きだけど性別の壁があるから素直になれず、無意識のうちにツンツンした態度をとっちゃう的な」

「ははっ。ハチ兄ぃは想像力が豊かだなぁ」

　真白は失笑するが、笑い事じゃなかった。

「冗談みたいな話だけどな、井ノ原はすでに、ガチレズに惚ほれられているんだ」

「はぁ？　ハチ兄ぃ、暑さで脳ワいてんじゃねーの？　ガチレズなんてファンタジーな存在、いるわけねーじゃん」

「どっこい、実在するのだ。真白、今ならまだ引き返せる。目を覚ませ」

　と、幼なじみが道を踏み外そうとしているのを説得していると後ろから声をかけられた。

「イヒっ、お二人さん。ちょっといいカナ？」

　反射的に同じ極同士の磁石のように真白から離れ、振り返る。そこにいたのは、さっき『ザ・テキサス』までの行き方を尋たずねてきた女性だった。

　女性は手を合わせると、申し訳なさそうにプリンめいたカラーリングの頭を下げる。

「悪いね。また道、教えてほしいんだけど」

「店、見つかりませんでした？」

「ああ、そっちは大丈夫。ちゃんと行けたよ。ありがとね。まあ、ちょっと期待はずれだったけど」

「へえ」

　俺は旨うまいと思うんだけど。味覚なんか人それぞれ、ということか。

　女性は頭を上げると、地図を見せつつ寄ってきた。

「そんでさ、今度は別な店なんだけど」

「？　ステーキ、食ったんですよね？」

「食べたよ？」

　別れてからまだ二時間くらいしか経たっていない。なのに、もう新たなメシを？

　俺が何を疑問に思っているのか分からず、きょとんとする女性。しかし得心したようにぽん、と手を打った。

「――ああ、そういうことか。ウチね、他ひ人とより食べるみたいなんだよねー。イヒっ」

「そう、ですか」

　あっけらかんと言うが、あの店はチャレンジメニューじゃなくてもそれなりのボリュームがある。それを食った上で、なおまだ食うと……？

「でさ、この店なんだけど」

　女性は言いながら、自分が持った地図の一点を示す。ところどころに蛍光ペンでマークされており、俺おれはその共通点に気付いた。

　でも、別に口に出すことじゃないので、訊きかれたことだけに答える。

「あ、はい。ここなら大通りまっすぐ行くとＭの看板の店があるんで、その交差点右に曲がって次の焼肉屋の手前の交差点を左です。裏路地入るんで、ちょっと分かりづらいかもしれないっスけど」

「Ｍ？　ここ、中華料理屋じゃなかったっけ？」

「あ、はい。一昨年潰つぶれて、すぐ新しいビル建ったんスよね」

「へー、なるほどねー。ウチがいない間にこの街もずいぶん変わったもんだね」

「ここの出身なんですか？」

「うん。親の都合で今は離れてるけどね。懐かしいから味めぐりついでにぶらぶら散歩してるんだけど、方向音痴でさ」

　イヒっ、と無邪気に笑う。自覚があるなら無計画にうろつかないでほしい。

　俺の心の声などつゆ知らず、女性は最後まで気さくな態度で踵きびすを返した。

「まあ、店の位置は分かったよ。ありがとね」

「いえ、どういたしまして」

　物思いにふけりながら、遠ざかっていくツートンカラーの頭を見つめる。しかし考え事は、隣の真ま白しろによって邪魔された。

「どした、ハチ兄ぃ？　……あ。さては美人だから見とれてんだろ？　未練がましいぜ？」

　軽くウザい。返事はぶっきら棒になった。

「あの人、大食いやる人だ」

「へ？」

「あの人が持ってた地図に印つけてあった店、全部チャレンジメニューがある店だったんだよ」

　はっ、として俺は記憶を引きずりだす。彼女が行ったステーキハウス。そこのチャレンジメニュー。

　――期間限定マグナムセット。

　あのメニューはオープン直後の客寄せのためであって、開店から一ヶ月たった今ではやっていない。彼女が期待外れと言ったのは味ではなく、量のことだったんだ。

　真ま白しろは俺おれの言葉に驚くというよりは感心したように言った。

「へえ。んじゃ、井いノの原はらさんと知り合いだったりしてな」

「ありうるけど井ノ原のやつ、ブランクあるからなあ。その間にデビューした人だったら、知らないかも」

　名前も聞いていないのでなんと説明していいのやら。特徴的な頭をしていたが、それも最近染めたものかもしれないし。まあ、縁があったらまた会うこともあるだろう。

　そんな安直な考えが本当に実現することを、この時の俺はまだ知らなかった。



    

  
    
      
四．仔犬パピーと化蜘蛛アルケニー



　六月第二週の日曜日。井ノ原みのりを除く俺たち過か食しよく倶く楽ら部ぶは休日だというのに、誰だれに言われるでもなく部室に集まっていた。

　理由は言わずもがな。とある報告を待っているからである。

　先ほどまでは各々うどんやら米やら、思い思いに自主練として食っていたが、さすがに限界がある。そのうち部長が言いだした。

「ヒマだな」

　ふう……、と虚こ空くうを見上げて嘆たん息そく。なにか考えこんでいるかのような態度をとると部長は唐突に、

「一年。なにか面白い話をしろ」

　先輩の無茶振りランキングの中でも上位に入る様なことを仰おつしやる。満腹になった部長は、空腹で鬱うつっているときとはまた別ベクトルでウザさを極きわめていた。

「あ、そういやこの前――」

　上級生の横暴に屈せず、気さくに話を切り出すラギ。しかし部長はそれを遮さえぎる。

「ああ、お前はいい。ケツ毛燃やしてろ」

「まだ引っ張るさ、その話!?」

　ラギの絶叫が響き渡る。本人に非があるとはいえ、さすがに哀あわれになってきたな。

　ちなみにこの騒ぎの中、仙せん石ごく先輩は我関せずと読書に没頭している。本のタイトルは『今日から始めるｉＰＳ細胞　入門編』――ふむ、よく分からないが学術的な本のようだ。

　ラギは激げつ昂こうして身を乗り出し、叫ぶ。

「だいたい、部長はオレがケツ毛燃やしてれば楽しめるんですさ!?」

「あー、楽しい楽しい。楽しいから早く火を持ってこい。部室のガスコンロ使うなよ」

「ハチ……。いい加減オレ、心が折れそうさ」

「耐えろ」

　がっくりとうなだれる友人に、俺おれができるのは話を聞いてやることくらいだ。

「で、この前どうしたんだ？」

「あー、いや、この前、ふと疑問に思ったのさ。生徒会、なんで隣みたいな存在意義がよく分からない部活じゃなくてうちを狙ねらってるんかなー、って。面白い話じゃないけど、会話のとっかかりにはなるかなーって」

　たしかにラギの疑問はもっともだ。我らが過か食しよく倶く楽ら部ぶの隣にあるのは、『美び肌はだ部ぶ』という正気を疑うような部なのだから。

　美肌部。

　その字じ面づらから活動内容が想像できるだろうか？　まだ過食倶楽部の方が分かりやすい。やつらが見逃されて俺たちが標的にされることに理不尽さを感じるラギの気持ちはたしかに分かる。

　だが、視点を変えてみよう。俺たちだって、大食いをやっていない人間たちからは理解されない生き物。ならば、やつらは俺たちの同類なんじゃないだろうか？

　傍はたから見ればバカらしいことでも本気になれる人間。

　そんな奴やつらを否定することは、俺にはできない。

「馬ば鹿か野郎！　あいつらだって……あいつらだって、本気なんだよ！」

「はいぃ!?」

　俺のテンションがいきなり沸騰したことにラギは仰天。そのまま混乱しながらも、なにか言い返そうとする。

「そ、そうは言うけど――」

　同時に、タイミングを見計らったかのように隣の部屋から怒声が響いた。

「一いち之の瀬せェ！　テメェその肌はなんだぁ!?」

「す、すみません！　昨日、ゲームで徹夜してしまって！」

「大会近いっていうのに、それでも美肌部の自覚があんのか！　罰として、ウォーターマッサージ十セット！」

「押お忍す！」

　それっきり静まり返る。俺おれは率直な疑問を口にした。

「……大会、ってなんでしょうね？」

　その問いに部長は真顔で答える。

「マジハマリコスメランキングじゃないのか？」

「そういうランキングじゃないでしょう、あれ!?」

　だが、向こうは向こうでやはり想像を絶する戦いの世界が広がっているようだ。

　そう思っていると、ドアがノックされた。

　ノック。

　それはこの部にとって凶兆に他ほかならない。

「失礼するわ！」

　とメガネを光らせて入ってきたのは、やはり生徒会長とルーキー、鴨かも川がわのコンビ。とっさに身構える部員たちを代表し、部長は凛りんとした声で生徒会長に詰きつ問もんした。

「なんの用だ？」

「決まってるじゃない。今日、追試があるでしょう？　追試はその場で採点される。つまり、アンタらの命運が今日決まるってこと。なら、吠ほえ面づらかく瞬間を見逃す手はないってことよ」

　性格悪わりぃ。なんでこの人が生徒会長やってるんだろう……と思っていると、部長が俺の心境そのものズバリを代弁した。

「しばしば思うんだが君、なんで生徒会長になれたんだ？」

「なんでって、そんなのあたしの人望に決まってるじゃない！　馬ば鹿かにしてるの!?」

　生徒会長が激げつ昂こうする一方、仙せん石ごく先輩は冷静に助け船を出した。

「部長。去年の選挙はどの役職も複数の立候補者がいなくて、ぜんぶ信任投票だけだったじゃない」

「だが僕は投票しなかったぞ？」

「私もそうだけど、選挙に興味のない人間は特に反対する理由がなければ賛成してしまうものなのよ」

「アンタたち……さらっとディスってくれるわね……っ」

　生徒会長のさらけ出されたデコには、今にも青筋が浮き出しそう。この人が入ってきただけで室温が五℃くらい上昇したようにすら感じられる。

　生徒会長は心臓でも患わずらっているかのように胸を押さえて息を荒らげていたが、力の限り叫んだ。

「――まあ、いいわっ！　どっちみちアンタたちも年貢の納おさめ時よ！」

　生徒会長の金切り声に対して、部長はあくまでも冷静に返す。

「君は知っているのか？　この部の存亡のカギを握っている、彼女のことを」

「一年の連中に調べさせたわ。そしたら、なんともまあ酷ひどい成績ね。大食いなんてアホなことやってるだけはあるわ」

　生徒会長は憎たらしく鼻を鳴らすが、我らが先輩たちのコンビネーションは完かん璧ぺきだった。

「部長、今回の順位は？」

「そこのハゲより上だ」

「ハゲじゃなぁ――――――いっ！」

「いずれハゲるだろ」

「ハゲないわよ！　永久に！」

「第十九使徒、ハゲアガル的な存在だろう？」

「意味分からないこと言ってんじゃないわよーっ！」

　部長は俺おれたちを見て肩をすくめる。そんな「おいおい、こいつウィットも通じないぜ？」的な視線をよこされましても。

　ともあれ、それは生徒会長にとってよっぽどムカツク仕草だったらしい。堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れて怒鳴り散らす。

「とにかく！　大会に出場できないことが決定した瞬間！　そう、まさにその瞬間からすぐに部室を撤去してもらうから！　今のうちに荷物をまとめておきなさい！　使徒だか何だか知らないけど、そんなアホなこと言っていられるのも今のうちなんだから！　そろそろ結果が出るころでしょうよ！」

　たしかに、井いノの原はらが心配ではある。ベストは尽くしたし、アイツを信頼しているが万が一ということもある。

　ぬぐいきれない不安。部長や仙せん石ごく先輩は井ノ原を疑っちゃいないようだが、結果が出るまで油断できない。

　と緊張していると、今まで口をへの字に引き結んだまま不動の姿勢だった鴨かも川がわがいきなり前に進み出た。

「どうしたの、かもが――」

　そのセリフを言いきる前に生徒会長は開いたドアの直撃を受け、錐きり揉もみ回転した。

「あら、トリプルアクセル」

　仙石先輩は言うが、盛大に着地失敗。生徒会長は嫌な角度で床に突っ込む。

　襲撃の犯人は、晴れ晴れしい顔で告げた。

「やりました！」

　勝訴と書かれた紙のように掲げられるのはテストの答案用紙。

「皆さんのおかげで、無事に赤点免除ですよ！」

　それらは見事、合格点をクリアしていた。

「さすが、みのり。アナタならきっとやれると信じてたわ」

「今回ばっかりは舞まいのおかげだよ。ハチさんもラギさんも、ありがとうございましたっ！」

　井いノの原はらは感激のあまりか、今日ばかりは仙せん石ごく先輩の好きにさせていた。抱きつかれても払いのけるようなことはせず、むしろ抱きしめ返すくらい。おかげで仙石先輩は今にも昇天しそうな、満面の笑みになっている。

「うふふ……みのり、ちょお良いニオイ……。お肌すべすべぷにぷに……」

「先輩、部室でむせ返るほどのガチレズ臭を振りまくのはやめてください。客が見てます」

「でもオレにとってはご褒美さ」

　ラギもなぜか慈いつくしみの目で戯たわむれ合う二人を見ていた。手の施しようがねえ、この部。

　きゃっきゃうふふしている二人を放置して部長は、サイバイマンに自爆されたヤムチャのごとく横たわる生徒会長殿を傲ごう然ぜんと見下ろした。

「九ここの重え。結果を出せ、と言ったな。とりあえず交流試合を組んでおいた。まずはその結果を見て、僕たちが遊びでやっているかどうか判断するがいい」

「こ、交流試合ですってぇ……？」

　すげえ、立ち上がった。脚あしは産まれたばかりの仔こ馬うまのごとく震えているけど。

　生徒会長は吹っ飛んだメガネを鴨かも川がわから受け取るとドアノブに手をついて体を支え、部長を睨にらみつける。

「いったい、どこにそんな酔狂な相手がいたっていうのよ？」

「相手は去年の関東代表校――千葉の、成なり田た白しろ金かね高校だ」

　その名前を聞いた瞬間、

　鴨川の不機嫌そうな顔がさらに苦にが々にがしくなったのに気付いたのは、俺おれ以外にいただろうか？



　追試からさらに一週間経たった日曜の昼下がり。俺たちは地元の駅の待合室にて対戦相手の来訪を待っていた。

　私立成田白金高校。

　千葉県東部にあるごく平凡な私立高校であり、規模もうちとそう変わらない。『ナリキン』と略されるが、特に紳士淑女が通っているとか校内にホスト部があるとかいうわけではないとのことだ。

　そんな高校にある大食い集団は、部ではなく同好会。ろくなバックアップもない環境で強豪がひしめく関東ブロックを勝ち上がってきたのは奇跡に近く、去年はダークホースの出現に関係界かい隈わいが盛り上がった。

「ま、全国大会の初戦で大本命に当たってあえなく消え去ったさね」

　と、ラギは説明を締める。実力は未知数だが、全国レベルには違いないということか。

　俺おれはさらに質問を続けた。

「選手についてのデータとかは？」

「あるけど、ただの数字だからそいつの人となりまでは分からないさ。たぶん、部長さんの方が知ってるんじゃないさね？　交流試合を取りつけられる程度には向こうと親しいみたいだし」

「そうなんだろうけど」

　俺はため息をつくと、そのまま足元に目を向ける。

　そこには死んだ魚のような眼めをしたオブジェが転がっていた。

　まるで生気を感じないが、これが部長である。断じて、ダウナー系のドラッグをキめたパンクロッカーとかではない。

　廃人、という言葉を使うことすらためらわれる。廃人は人であるが、俺はいま足元に転がっているものが人だとは、とうてい思えないのだ。

　地の底から響くような重い声で部長は呻うめく。

「……死にたい」

　丑うし米ごめ満みちるという男の奇怪な性質の一つに、満腹の度合いによって露骨にテンションが上下するというものがある。今はつまり、めちゃくちゃ腹が減っているのだ。

　さすがになんとかしようと思い、俺は言った。

「これ、試合始まる前になにか食っといた方がいいんじゃないか？」

「あ、舞まいが今、菓子パン買いに行ってます」

　とキオスクを指差す井いノの原はら。その服装は、部活とはいえ顧問も立ち会わない非公式試合なため私服だ。

　今日はサマーパーカーにミニスカートと、いささかラフ。トレードマークの帽子は、まだポシェットで待機中だ。

　キオスクから戻ってきた先輩は裾すその長い清せい楚そなワンピース姿で、見た目だけならどっかの避暑地にいる御令嬢っぽい。もっとも、先輩は部長の目の前にあんパンを無造作に投げ捨てて、

「みっともないから、とっととこれでも食っといてくれる？」

　と、道端のゲロでも見るかのような目で言い放はなったけど。

　部長は瞳どう孔こうが開きかけた目のまま、負の感情に満ちた声を垂れ流す。

「そうだ……僕は反へ吐ど。いや、反吐以下だ。このまま朽くち果てた方がいいんだ……」

「死ぬなら土の上にしなさい。ゲロでも養分になることができるわ」

「ウシさん。はい、お口あけてください」

　井ノ原はしゃがみ込んで、慣れたようにあんパンを部長の口にねじ込む。丁寧にちぎっては押しこみ、ちぎっては押しこみ……とやっていると、次第にただでさえ悪い部長の顔色が土つち気け色いろになってきた。

「あの、井いノの原はら？　それ、大丈夫？」

「え、なにがですか……って、あれ？　やばっ、喉のどに詰まっ……うわ、息してません！」

「い、井ノ原！　落ち着くさ！　とりあえず、部長の胸倉つかんで揺らすのはやめるさね！」

　てんやわんや。こういう時にこそ仙せん石ごく先輩の冷静さが頼りになるのだが、当の本人は他人のような顔で豆乳を飲んでいた。

　井ノ原は珍しい剣幕で、仙石先輩を怒鳴りつける。

「ちょっと舞まい！　貧乳を気にしてる場合じゃないでしょ!?」

「別にイソフラボンなんて眉まゆ唾つばなものにすがっているわけじゃないわ。単に、好きなのよ」

「え、あれデマだったの!?」

「効果がないって、みのり自身が証明してるじゃない」

「はうあ！　たしかに！」

「っていうかそもそも私、貧乳じゃないし。Ｃあるわよ、Ｃ」

「そこぉ！　人命がかかってる横でオッパイトークしないでくださいよ！」

　俺おれが悲痛な叫びを上げても、仙石先輩は眉まゆ一つ動かさなかった。

「ガールズトークは神聖なものよ。その変人の命より、よっぽど」

　ダメだ。マトモにこの人の相手をしていたらこっちの頭までおかしくなる。

「ええい！　先輩、その豆乳ください！」

「ヤフオクで私の使用済みストローを流すつもりね？　死ねばいいのに」

「そういうこと言ってる場合じゃないでしょうが！　豆乳で喉に詰まったパン、流すんですよ！　このままじゃ井ノ原が殺人犯になっちまう！」

「それは困るけど、嫌よ」

「はぁ!?」

　動転する俺から目を逸そらし、先輩がオトメらしく口を尖とがらせて言うことには、

「か、間接キスになるじゃない」

「照れてる場合か！」

　なんで普段は羞しゆう恥ち心しんの欠片かけらもないのに、こういう時にばっかり発揮するんだろう。ギャップ萌もえとか思っている余裕、ないんですけど。

　俺が動転する一方、ラギは諦てい観かんの瞳ひとみで空を仰いだ。

「ハチ。覚悟を決めるさねー」

「はわわ……わ、わたし、殺人犯になっちゃうんでしょうか!?」

「――くっ。なんてこった。部の存亡とか、そういう以前の問題じゃないか！」

　過か食しよく倶く楽ら部ぶは今日をもって解散。井ノ原は檻おりの中へ。監獄のメシは、井ノ原の胃袋を満たしてくれるだろうか？　飢え死にしないだろうか？

　聞き覚えのある声が割り込んだのは、そんな考え事をしている最中だった。

「ちょっといいカナ？」

　脳裏をよぎったのはサッカーのフリーキック。

　軽快なステップから、その闖ちん入にゆう者しやは部長の鳩尾みぞおちを爪つま先さきで貫つらぬいた。

「げふぅ！」

　部長の口から、なにか目をそむけたいものが飛び出る。そんなことをしでかしておいて、下げ手しゆ人にんはイヒっと笑っていた。

「あいかわらずだねー、ウシちゃん。後輩に迷惑かけちゃダメだよ？」

　見間違いようがない特徴的なプリン頭。チュニックにショートパンツという以前会った時と変わらないファッションに身を包んだ女性は、あの時の――

「八や雲くもさん？」

　俺おれより早く、井いノの原はらが尋たずねていた。

　井ノ原と闖入者の視線が交わる。彼女はニンマリと笑うと、しゃがみ込んで井ノ原を抱きしめた。

「久しぶりぃ、みのりん！　話には聞いてたけど、全然変わらないねえ！　かわいいなぁ、このっ、このっ！」

「うわっ！　ちょっと、やめてくださいよぅ！」

　とか言いながらも、井ノ原はまんざらでもない顔だ。女性は井ノ原を思う存分撫なでまわすと、不意に落ち着いた声こわ音ねで言う。

「――いろいろ、大変だったみたいだね」

「……うん。でも、もう大丈夫です」

「そっか。みのりんが辛つらい時、傍そばにいられないのが悔しかったけど……ちゃんと立ち直れたんだね」

　ぽんぽん、と井ノ原の頭を撫でて女性は立ちあがる。

「エラいぞ。お姉さんは、みのりんが強い子に育ってくれて感激だ」

　井ノ原は目を細めて、バンダナが巻かれたその手を受け入れている。本当の姉妹のような光景だが、似ても似つかないこの女性は一体――

「あ、あのさ、井ノ原。その人――」

「や。また会ったねえ、少年。狭い業界とはいえ、縁があるのかな」

　機先を制される。気さくな態度は先週道を尋ねてきた時と変わらなかった。

「ど、どうも。なんというか、奇遇っスね」

「ほんと、ほんと。ま、ともかく……今日はお手柔らかにね」

「は？」

　要領を得ない言葉に戸惑う。すると自動ドアが開き、トゲのある声が待合室に響いた。

「会長！　久しぶりの地元ではしゃぎたい気分なのは分かりますけど、少しは落ち着いてくださいよ！」

　彼女の後ろに現れる、四つの人影。

　彼女はそれを率いるように中央に立つと、もともと浮かべていた笑みをさらに濃くし、

「ってわけで成田白金高校フードファイト同好会、ご到着。会長の大おお網あみ八や雲くもだよん。ヨロシク～」

　と、名乗った。



　集合してすぐ移動、という流れにはならず、俺おれたちはいまだに駅の待合室にいた。

　井いノの原はらは少し不満げに、部長に抗議する。

「もー、ウシさん。八雲さんが来るの、なんで黙ってたんですか？」

「本人の頼みだったからな」

「そそそ。みのりん驚かせたかったから、黙っとけってウチが言ったんだよ。ごめんねー」

「たしかにビックリしましたー」

　と、和なごやかな雰ふん囲い気きで話す三人。ちなみに部長は十秒でチャージできるゲル状のものを飲ませて、今の状態にした。

　それはいいのだが、アウェーな空気を感じる。向こうの部員たちも居い心ごこ地ちが悪そうで、早く身内同士の会話が終わってくれないかなあ、的な顔をしていた。どうすんだよ、この空気。

　俺たちの心境にようやく気付いた大網さんとやらが、申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「あー、ごめんね。部員紹介するのが先だよねー」

「いや、そっちはそっちで気になるんですけど」

「あ、そう？　まあ簡単に言うとウチ、中二までこっち住んでて、みのりんたちとは大食い仲間だったんだよ」

　あっさり過ぎるほどの説明だったが、大まかなところは分かった。仙せん石ごく先輩がさっきから不機嫌そうに黙りこんでいるのが心配だが、たぶんガチレズが嫉しつ妬としているだけだろう。

　大網さんはそのまま、人好きのする笑みで残りの部員たちを紹介した。

「んじゃ、お互いに自己紹介っ。ウチが会長の大網八雲で、左から順に柏かしわ、山やま田だ、鎌かまヶが谷や、海かい神じん。ウチと柏が三年で、山田が二年。鎌ヶ谷と海神はルーキーね。よろしくー」

　いかにも大食いをしそうなハート様体形の巨漢から、井ノ原ほどではないが小柄な女の子まで。さらには、どう見てもインド人としか思えない方までいらっしゃる。うち以上に濃いキャラが揃そろってるな。

　大網さんの紹介を受けて、うちは部長が代表して俺たちを紹介する。

「葵あおい橋ばし高校、過か食しよく倶く楽ら部ぶだ。僕が部長の丑うし米ごめで、左から仙せん石ごく、井いノの原はら、戌いぬ井い――」

　部長はそこで不意にフリーズし、

「――あららげ？」

「蘭あららぎですさ」

　すかさず訂正される。たぶん、蘭とケツ毛が混ざったんだろう。

「そう。蘭だ。僕が三年、仙石が二年。残りは一年だ。今日はよろしく頼む」

　よろしくお願いしまーす、と大おお網あみさんが頭を下げたのをきっかけに、みんなで礼をする。この辺、普通のスポーツと変わらないな。

　顔を上げた大網さんは快活な笑みを部長に向け、尋たずねた。

「んでさー、ウシちゃん。もう試合の流れは説明してあるの？」

「これからだ。口頭でやるよりも実際にやって見せた方が早いだろうと思ってな」

「面倒くさがりなのも相変わらずだねぇ。ま、いいけど。それじゃまず、オーダー表提出」

「既すでに、ここに」

「ん」

　と、二人は封筒を交換し合う。部長が受け取った封筒は口が厳重に閉じられており、『〆』と封字も書かれていた。

「これは？」

　俺おれが興味深げに覗のぞきこむと、部長ではなくラギが代わりに答えた。

「団体戦の場合は、事前に誰だれがどういう順番で出るか大会本部に提出しておくんさ。決めるのは一試合ごとさね」

「なるほど。剣道とかの団体戦と、だいたい一緒だな」

「そういうことさ」

「ちなみに今回は僕の独断であらかじめ決めておいた」

　と、部長の談。どっちみち団体戦の経験者は部長しかいないし、俺としても口出しするつもりはない。それはみんなも同じようだ。

　しかし事前に知らされていないので向こうはもちろん、自分たちがどういう順番で出るのかすら分からない。こういうのは大将に一番強いやつ、最初にそれに次ぐ実力者を出すっていうのがセオリーだと聞いているが――

　封を開く部長の手元に注目。部長の手つきは厳おごそかと言うよりは、爆弾でも処理するかのように慎重だった。

　息が詰まるほどの緊張感と裏腹に、封筒から出てきたのは変哲のない半紙。強しいて言うのならば、達筆である。

　右から順に並んだ名前。柏かしわ、山やま田だ、鎌かまヶが谷や、海かい神じん……そして、大網。セオリー通り三年を先せん鋒ぽうと大将に据すえてきたか。

　さて、こっちはどうなのだろう？　そう思って大おお網あみさんを見ると、いつも笑っているように見える目が明確に弧を描いていた。

「――こう来たか」

　含みのある口く調ちよう。井いノの原はらは部長の二の腕をつついて催さい促そくする。

「ウシさん。うちの先鋒は誰ですか？　わたしですか？　わたしですよね？」

　たしかに実力から考えると、井ノ原が切り込み隊長と言うのは妥当だ。しかし部長は、悠然とした仕草で首を横に振った。

「いや、僕だ」

「えー」

　不服そうに頬ほおを膨らませる井ノ原を部長は諭さとす。

「一番手じゃないと……アレだ。テンション、下がって、きそうで……」

「そういうことですか！　ならばお譲りします！　どうぞ先陣をきってください！」

　誰だれもが納得する理由だった。というか、胃袋に大食いするスペースを空けつつテンションを維持しつつって……面倒くさいな、この人。

　二人のやり取りに気付いて、大網さんが横よこ槍やりを入れた。

「あれ？　そっち、オーダー知らされてないの？　ウシちゃん、独断専行は良くないよん？」

「どっちみち新人の意見なんか参考になるか」

「んで出したオーダーがこれかぁ。大胆というか、なんというか。ほんと、飽きさせない男だねぇ」

　大網さんは面白そうにニヤニヤと笑っている。どうせすぐに分かるし、と思っていたがそんな顔をされると尋たずねずにはいられない。

「あの、うちのオーダーって……」

「ああ、こんな感じ」

　と、大網さんは半紙を広げて見せる。そこにはやはり達筆で名前が並んでいるのだが、



　先せん鋒ぽう　丑うし米ごめ満みちる

　次鋒　

　中堅　仙せん石ごく舞まい

　副将　井ノ原みのり

　大将　戌いぬ井い八や千ち代よ



　思わず、叫んだ。

「ど、どういうことっスかこれェ!?」

「そうさそうさ！」

　ラギが追従して抗議の声を上げる。

「なんでオレの名前が空欄になってるさ！」

　それはただ忘れられていただけだろうけど、

「なんで俺おれが大将なんてポジションなんですか!?」

　動転する俺に、部長は落ち着き払って言った。

「単純なことだ。君には本番までできるだけ多く、全国クラスの戦士がどういうものなのか体験してもらいたい。八や雲くもならきっと大将でふんぞり返ってるだろうと思ったらドンピシャだったな」

　大おお網あみさんは額ひたいに手を当てて、大げさにぼやいた。

「あちゃー。ウチとしたことが、考えを読まれるなんて不覚だったねえ」

「練習試合なら手の内を見せず、セオリー通りにくるだろうと踏んでいたからな」

　と言う部長に、大網さんの笑みが苦にが々にがしくなる。

「たしかにガチでメタ張ったオーダーじゃなかったけどね。それでも、読み合いで負けるっていうのは、いささか癪しやくだよ。ちょっとやる気、出てきちゃったかな」

　たしかに組み合わせによっては大番狂わせもあるから慎重を期すのだろうけど、部長が俺に寄せる期待はあまりにも重かった。

「あの……俺なんかでいいんですか？　一応、非公式試合とはいえ負けられない戦いっスよね？」

「僕と仙せん石ごく、井いノの原はらで勝ち星三つだ。君は胸を借りるつもりで、ぶつかってこい」

　そんな部長の言葉に、最初から勘定に含まれていないラギが切なげに遠くを見るような目をする。普段の行いのせいだから、自業自得としか言いようがないのだが。

　俺の言い分に、大網さんは興味深げに身を乗り出してきた。

「なになに？　負けたらそっち、なんかあるの？」

「君が気にするようなことじゃない」

　そっけなく押しのける部長を上目づかいに見て大網さんは、

「ふうん？　ま、こっちも負けてあげる気はないけどね。どいつもこいつもさっきから、気が立ってる」

　言うとおり、向こうの連中は「仲良く切せつ磋さ琢たく磨ましましょう」なんて友好的な態度とはかけ離れた目でこちらを見ている。にもかかわらず部長はそれを一笑に付した。

「かまわん。それより、とっとと始めよう。できれば、僕がまた鬱うつになる前に」

「おっけー。んじゃ、ルーキー諸君。今回のルールを説明するよ」

　大網さんは特に新人たちを見渡して、説明を始める。

「採用するのは擬似的公式ルール。大会だとメシを運営側が用意してくれるけど、ウチらが用意するのは大変だから、店で代用するよ」

　んー……。イマイチ想像できない。ラギなら分かるだろうか？

「どういうこと？」

「大会だと選手が二人テーブルに並んでて、そこにじゃんじゃん料理持ってくるんさ。チャレンジメニューみたいにボリュームが多いんじゃなくて、一般的な量のを何杯も食べるっていう感じさね」

「なるほど。だいたいイメージつかめた」

　まだ疑問は尽きないが、とりあえず話を最後まで聞こう。続けられる大おお網あみさんの説明に、耳を傾ける。

「食べる料理は公式大会どおりくじ引きで決める。店を選ぶ権利は先せん鋒ぽう戦だけジャンケンで、そっからは交互に。流れとしては、こんなもんかな？」

　質問は？　という視線が来たので、挙手させてもらう。

「あの、そのやり方だとすげえ金かかると思うんですけど、そこんところどうするんですか？」

「勘定は敗者持ち。この場合の敗者とは団体戦の敗者じゃなくて、個人個人を指すから」

　つまり、チームとしての負けが決まってもお金を払いたくなければがんばれ、ということか。それなら早そう々そうに勝負が決まった時でも、モチベーションを維持することができる。

　俺おれはさらに質問を重ねた。

「了解です。あと、テーマっていうのはどうやって決めるんで？」

　大網さんは待ってましたとばかりに声を張り上げ、

「それは――これだっ！」

　向こうの巨漢が背負っていたリュックサックから、三十センチ立方ほどの段ボール箱を取り出した。

　上部に穴が開けられ、周りはガムテープで補強してある。なんというか、まあ、

「……手作り感バリバリっスね」

「がんばって、自作したんだよ」

「一応、中身を検あらためさせてもらう」

　部長は箱を傾けると、クジを数枚開いて確認する。そして箱自体を観察し、なにもないことを確かめるとクジを元に戻した。

「妙な仕掛けはないようだな……」

「もちろんだよ。疑り深いなあ」

　身の潔白を示すためか、大網さんは箱を部長に委ゆだねた。

「ってわけで、さっそく先鋒戦の料理を決めようか。ウシちゃん、引いて。あ、ちなみに本番だと、クジを引くのは大会本部ね。まあ、ウシちゃんなら小細工はしないってことで」

「当然だ」

　部長は箱の中をかき回し、一枚のクジを引く。

　オープン。そこに書かれていた料理は――

「寿す司しか」

　初しよっ端ぱなから豪勢なものが出た。部長も呆あきれて眉まゆをひそめる。

「よくもまた、こんなのをクジの中に入れたな」

「本番で出てくるものは全部入れたからね」

「その意気やよし。では、どっちが先せん鋒ぽう戦の店を選ぶか決めるか」

　お互いに気負うことなくジャンケンをする。結果、部長がぐーで大おお網あみさんがぱーを出し、向こうに選択権を取られることになった。

「イヒっ、ウチからだね。ま、お寿司っていったらほぼ決まったようなもんだけど」

「だな。では行くか」

　部長を先頭に、ぞろぞろと移動を始める。交流試合だが馴なれあうことはなく、自然とそれぞれの部でまとまっていた。

　そんな中、唯一の例外が俺おれに話しかけてくる。

「やーやー。この前はどうもね。キミのおかげで助かったよ」

　ピリピリした空気を読まない飄ひよう々ひようとした態度の大網さん。ちょっと面食らったが、落ち着いて対処する。

「っス。でも、なんで先週も来てたんスか？」

「下見だよ。親に会うって用事もあったけど、そっちはついでだね」

「親に？　下宿かなんかっスか？」

「や。両親、別れてるからさ、ウチ。たまに会いに来いって言われるんだよね」

　地雷踏んだ。和なごやかな空気を、自ら木こっ端ぱみじんにしてしまった。

「――す、すいません」

「いいっていいって、別に。あんま気にしてないし。それに、キミんとこの部長だってそうでしょ？」

「は？」

　俺の反応に大網さんは小首をかしげた。

「あ、もしかして聞いてない？　ウシちゃーん。キミ、家のこと後輩たちに言ってなかったりする？」

「言いふらすようなことでもなかろう」

「そっかー。でもごめん！　喋しやべっちゃった！」

　悪気なさそうに大網さんは屈託のない笑みを浮かべる。部長は気分を害することなく平然とした顔のままだったが……みんな家庭事情が複雑だな。

　叔お父じの頭がおかしいくらいで親族関係は円満な俺おれには、家庭問題のことはよく分からないし、だからこそ踏み込んだ発言ができない。そうやって気き後おくれすること自体、部長たちには失礼なのかもしれないが、やっぱりどう接したものかためらう。

　かける言葉を探していると、大おお網あみさんは不意に真面目まじめな顔で俺を見つめた。

「そんなわけでウチ家計苦しいからさ、大食いで奨学金もらってるんだよね。学校のじゃなくて、大食いの大会を主催してるスポンサーみたいなところから。だから……負けたりすると厳しかったり」

「――そう、なんですか」

　負けられないのは俺たちばかりじゃない。大網さんも抱えているものがあった。

　この人を倒してしまっていいのだろうか？　自分の実力を棚に上げて、そんなことを思ってしまう。

　迷いが顔に出ていたのか、大網さんは元気づけるように俺の肩をたたいた。

「ああ、遠慮なんかしなくていいよ。今日はお互い全力を尽くそう！」

「……はい！」

　良い人だ。大網さんの言うとおり全力を尽くし、その結果に運命を委ゆだねよう。

　すると、今までだんまりを決め込んでいた仙せん石ごく先輩が低い声を漏らした。

「……八や雲くも。いい加減にしなさいよ？」

「イヒっ。ごめんごめん、ちょっとからかいすぎちゃったカナー」

「からかっ……え？」

　大網さんはウィンクして舌を出すという、あざといにもほどがある顔をして、

「ウソだよ、ウ・ソ。負けたところで、なんもない。だから、気にしなくていいよ」

　回復するのにしばらくかかった。ウソって……こんな、なんの脈絡もなく。

　放心していると仙石先輩は釘くぎというか、極太のツララを刺してきた。

「気をつけなさい、ハチ。でないと、その女に与えられた称号の意味を思い知ることになるわよ？」

「称号？」

「あー、ダメだよ、まいまい。ネタばれしたら、面白くないでしょ」

「アナタの遊びに付き合ってる余裕はないのよ。負けられないのは、むしろこっちなんだから」

　仙石先輩は余裕がない。その原因は言わずもがな、井いノの原はらだろう。

　井ノ原の居場所を守るため必死になっている。悔しいが、この人の想おもいの強さにはまだ勝てない。

　氷のような瞳ひとみの奥に宿った、確固たる決意。

　それを見透かすように大網さんは先輩の目を覗のぞきこむと、一つ頷うなずく。

「――ふむん。なんか事情ありそうだけど、聞かない。聞いたら、わざと負けちゃいそうだからね」

　友好的な顔に初めて鋭さが宿った。俺おれは直感的に理解する。

　ようやく敵と見なされたのだと。

「悪いけど全力で行くよ。ウチなりの礼節を尽くして、ね」

　そうきてくれなければ、面白くない。たしかに俺はこの試合に勝たなければならないが、その勝利は与えられるものではならない。

　もぎとってこそ、価値のある勝利だ。

　俺は改めてそれを心に刻み、大おお網あみさんの視線に応じた。

「望むところです」

　と戦意を燃やしているうちに、初戦の舞台に着いた。寿す司しというテーマが出た時点で、ここしか向かう場所はなくなる。

　掲げられた黄色い看板と、同様に黄色い建物。店内には二台のレーンが設置され、その上を寿司が回っている。

　ようするに――全国チェーンの回転寿司だった。



　日曜の昼下がりということもあって店はそれなりに混んでいる。しかし俺たちは、なんとか全員座ることができた。

　選手はカウンターに空席を一つ挟んで座り、残りのメンバーはそれぞれレーンを挟んだ向こう側のテーブル席に。なにも食わないで帰るものなんなのでそれぞれ一皿ずつ取って、あとはガリをつまみながら観戦するという姿勢だ。

　俺は取ったマグロの握りを口に放ほうる。ネタもシャリも小ぶりで、味は可もなく不可もなく、だ。

　とにかく安さを売りにした店。海沿いや北海道なら回転寿司でもびっくりするほどウマいところもあるが、この内陸では望むべくもない。いくら輸送技術が発達しようが、単純な距離の問題の前には気休めにしかならない。

　ということは、どうでもいい。これから戦うのは俺じゃないし。

　部長の相手をするのは柏かしわさんとかいう、いかにも大食いをしそうな巨漢だ。その巨体と老け顔のせいで、高校生とは思えぬ貫録を持っている。

　大網さんは二人に改めてルールを確認する。

「規定量は三十皿。形式は早食い。ネタは自由だけど、デザート類は含まない。二人とも、オッケー？」

　部長は聞きながら、ウザったいロン毛をヘアバンドでまとめてデコを全開にする。大網さんは二人の準備が整うのを見計らうと息を吸い込み――

「んじゃ、よーい……スタート！」

　号令をかける。

　同時に、二人は迷わず目の前の皿を取った。

　ネタを選んでいる余裕なんか、あるわけもない。二人は醤しよう油ゆすら使わず、次々と皿を取っては寿司を口に詰める機械と化した。

「す、すげえ……」

「これが三年同士の戦いですか……」

「さすが、レベル高いもの見せてくれるさ」

　あっという間に十枚の皿が塔のごとく積みあげられる。あまりの勢いに、店員も目を丸くしていた。

　しかしこの戦い、一つ問題がある。俺おれはそれを口にした。

「……これ、下流にいる方が絶対的に不利じゃないか？」

　そう。回転寿す司しという形式上、ベルトコンベアには流れがある。そして上流に位置する者は下流に行くまでに寿司をブロックできるのだ。加えてなにが問題かって……部長が下流にいることだ。

　部長は目の前の店員にまとめて注文し、直接受け取ることでなんとか食らいついているが、寿司を握るペースには限界がある。必然、苦しい戦いを強しいられた。

　徐々に引き離されていく。まさか……部長ともあろう者が、こんな姑こ息そくな手で負けるのか？

　隣のテーブルは幸先のいいスタートに盛り上がっている。でもこのままやられっぱなしなんて、そんなわけはないだろう、部長!?

　息を呑のみ、一丸となって部長の勝利を願う一年トリオ。

　しかしテーブルでただ一人、悲観していない人間がいた。

「バカね。これくらい、アイツにとってピンチのうちにも入らないわ」

　仙せん石ごく先輩は部長の勝利を疑っていないのか、悠然とお茶を一口。

「見てなさい。鬱うつでウザかったりするけど、アイツはうちの部長なのよ」

　そう言うと同時――

　先輩の声に応こたえるように、部長は箸はしを一いつ閃せんした。

　身を乗り出して腕を伸ばし、柏かしわさんが取ろうとする皿の上にある寿司をかすめ取る。……いや、惜しい！　届かない！

　引退したとはいえ元野球少年。打つ方は専門ではないが、動体視力にはそれなりに自信がある。

　しかし、そこから目を疑うような光景が訪れる。

　部長の箸が伸びたのだ。

「なっ――」

　違う。伸びたんじゃない。

　部長の箸がスライドして、伸びたように見えたんだ。

　驚きよう愕がくする俺おれを見て、仙せん石ごく先輩は語る。

「二つ名って言うのは、よっぽど個性がなければ色々つけられるうちに固まっていくものでね、例えば私の姉なんかも《凍てつく大河コキユートス》とか《結晶障壁クリスタルウオール》なんて名前を重ねていくうちに今の二つ名が固まったんだけど……その例にもれず、丑うし米ごめ満みちるはオールラウンダーであるが故に、いくつかの二つ名を持っているわ。その一つが――」

　先輩は一拍置いて、その名を告げた。



「《閃光の王ルー》」



　閃せん光こう。

　その響きは部長の箸はし捌さばきを的確に表しており、言うなれば煌きらびやかなオーラを持つ部長らしい二つ名だった。

「ケルト神話における、太陽神さね。ケルト神話っていうと英雄ク・フーリンあたりが有名だろうけど、その親父がルーさ」

　仙石先輩はラギの注釈に頷うなずき、

「そう。そしてその所以ゆえんとなったのが、光の速さで一いつ閃せんされる超射程の箸捌き――『光の長腕ブリユーナク』よ」

　俺もＲＰＧの知識でちょっとだけ知識がある。

　ブリューナク。ケルトの太陽神、ルーがたずさえたという槍やり。たしかルーはその槍の腕前から、『長腕のルー』と呼ばれたんだっけ。

　部長が放はなった起死回生の一手。俺はたまらず、興奮して叫んだ。

「ともかく部長にリーチがある以上、下流にいるという不利はなくなった！」

「それにしてもアレ、箸の上の方ギリギリ持ってるのによく掴つかめますねえ」

　井いノの原はらは自分でチャレンジするも、ポロリと寿す司しをこぼす。俺も試してみたが、よっぽど指の力がないと無理じゃないか、これ？

　あーでもないこーでもないと試行錯誤する後輩たちに、仙石先輩が解説してくれる。

「下の箸を薬指で支えて、上の箸を人差し指と中指で動かすのがコツと言えばコツかしら。パワーとテクニック。両方成立して初めてなし得る技よ。別にスライドさせる意味はあまりないし、そもそも大食いにおいてリーチが必要になるシーンなんてほとんどないのだけれど」

「身も蓋ふたもないっスね」

　せっかく、そこは指摘しておかなかったのに。どうせ技の存在意義を尋たずねたところで、返ってくる答えは「カッコいいだろう!?」とかそんな感じなんだろうけど。

　部長の追い上げが始まる。辛抱たまらなくなったのか、隣のテーブルから声が上がった。

「ンもう！　柏かしわセンパイ！　がんばってくださーい！」

「ま、まだリードしてますよ！　ファイト！」

　ちびっ子と地味っ子の女子コンビ。黄色い声援に鼓舞され、落ちかけていたペースが元に戻る。いや……元より、速い！

「向こうもやるさね！」

「あの人も先せん鋒ぽうに据すえられるほど大食いやってきたわけですし、一筋縄じゃいかないでしょう」

　ラギと井いノの原はらが口々に言う。部長の追い上げはすさまじいがそれでも、覆くつがえせるか……？

　両者の勢いは拮きつ抗こう。激戦を見守る俺おれは、ふと違和感を覚える。

「あれ？　部長、左利きでしたっけ？」

　俺の疑問に仙せん石ごく先輩が答えた。

「正確には両利きね。大食いには両手使える方が有利だからって、どっちも使えるように訓練したのよ」

「なるほど。今日は左から寿す司しが流れてくるから左手で持ってるんさね」

「そういうこと」

　高慢で鼻持ちならない発言も多い。だがあの人は――丑うし米ごめ満みちるは、大食いに関してだけは間違いなく本気だ。

　そうでなければ、誰だれがわざわざ両手で箸はしを持てるように訓練するだろうか。ささいな指の力だけで持てるように鍛えるだろうか。

　自信を裏打ちするのは圧倒的な努力。部長は俺たちに戦士とはかくあるべしという規範を示し、

「三十皿。これで終しまいだ」

　堂々と、先せん鋒ぽう戦を勝利で飾った。



　凱がい旋せんした部長を俺たちは拍手で迎えた。

「ウシさん、お疲れ様です」

「さすがの安定感っスね」

「はっはっは！　なに、当然のことだ！」

　腹が満ちた部長はテンション急上昇。呵か々か大たい笑しようすると、大きく息をつく。

「だが、相手も強かった。吾わが輩はいでなかったら危なかっただろうな」

　横目で対戦相手を見る。巨漢は大きな背を丸めて、後輩たちに謝っていた。

「すまん。せっかくお前たちのデビュー戦なのにケチをつけてしまった」

　フォローを入れたのは、同学年の大おお網あみさんだ。

「イヒっ。いいってことよ。黒星先行なくらいが燃えるってもんじゃん。さて、次鋒戦のテーマは!?」

　どぅるるるるるる……と、ノリノリで口ドラムロールを鳴らす大網さん。

　そして部長が引いた次なるテーマは――

「ハンバーガーだ」

　ふむ。やっぱり先鋒戦に近い形になるな。すなわち、安い店で大量に買って、既定の数を食べるという。

　都合の良いことに、次なるうちの選手はちょうどジャンクフードが好きそうなやつだ。

「ラギ。勝算のほどは？」

「ジャンクフード全般は嫌いじゃなけど」

　ラギはメガネを外すと不敵に笑う。

「さらに相手が女子となったら、勝ったも同然さね」

　女だから胃袋が小さい、とでも思っているのだろうか？　井いノの原はらを見ていたら、そんな考えは思い浮かばないと思うのだが――

「油断するなよ。女だからといって小食とは限らないだろ」

「そういう意味じゃないさ」

「……？」

　俺おれは顔に疑問符を浮かべる。するとラギは、妙に思わせぶりな態度で言った。

「ま……とくとご覧あれ、さね」

　とりあえず、コンディションは悪くなさそうだ。さて、対する相手は――

「アンタなんかに期待してないけど、せーぜー善戦しなさいよね」

「あはは。ま、やるだけやってくるよ」

　フリフリの服を着たちびっ子の激励を受けて、少しハスキーな声をしたショートヘアの女子が歩み出る。一年の鎌かまヶが谷や、って紹介されていたか。

　異彩を放はなちすぎる成なり田た白しろ金かね高校のメンバーの中では逆に浮いているくらい平凡なオーラ。そこらの量販店で買ってきたようなシンプルな格好が良く似合っていて、やぼったいメガネも地味さに拍車をかけている。地味だけどクラスに何人かファンがいる、って感じだ。

　しかし……さっきからそうなんだけど、妙に落ち着きがないな、こいつ。スカートの裾すそをおさえてソワソワしているし、トイレにでも行きたいんだろうか？

　と思っているうちに部長はさっそくハンバーガー屋に連絡し、用意をしてもらっている。いきなり行って大量に注文するような中学生じみたマネは好まないらしい。一回やってみたかったんだけど。

　俺おれたちはぞろぞろと、国道沿いのハンバーガー屋まで移動を開始。

　ハンバーガー屋に着くと、冷えた空気が迎えてくれる。選手以外はドリンクだけ頼んで、さっきと同じ配置で席に座った。

　号令役は先せん鋒ぽう戦と同じく、大おお網あみさん。選手たちの準備ができたのを見計らい、大網さんは息を吸い込む。

「それじゃ、ハンバーガー二十個の早食い対決。よーい、どんっ」

　スタートダッシュの勢いは、俺の予想をはるかに超えていた。

　たとえるならば、フルマラソンを一〇〇メートル走と勘違いしているかのような飛び出し方。部長や井ノ原ならともかく、ラギがそういうスタートの切り方をするのは意外だ。

　ハンバーガーが二十個というのは、見た目以上に重いはず。なのに、ペースを無視するようなこのスタートは、いいのだろうか。

「さ、最初から飛ばしすぎじゃないか？」

「いや、あれでいい」

　誰だれにともなく呟つぶやいた俺の独ひとり言に、部長は相あい槌づちを打つ。また、井いノの原はらも首をかしげた。

「ハチさん、ジャンクフードとかってあまり食べないタイプですか？」

「ん？　まあ、そうだな。言われてみりゃ、食わない方かも」

　一応、スポーツ少年だったから。ジャンクフードは体に悪いという先入観から、避けるようにしてきた。

「なら、今度食べてみてください。三十分放置したハンバーガーというものを」

　含みのある笑みを浮かべる井ノ原だったが、なにを言いたいのかは明白だった。

「それってつまり……冷めるとマズくなる、ってことか」

「ご明察」

　大食いでは熱さが天敵となることがある。この前俺がやった、餃子ぎようざなんかがいい例だ。口の中を火傷やけどした場合のモチベーションの低下は、侮あなどれない。

　それに比べたら、冷めた程度の味の変化など、微々たるものと思われるが――

「そんなに影響が出るものなのか？」

　井ノ原は、神妙な顔でうなずいた。

「劇的です。この勝負の後半は、かなりキツいですよ？」

　また、部長も追随する。

「だから、アレでいい。やつの選択は間違っていない。……もっとも、敵もさる者だがな」

　二人とも素早く、かつテンポよくハンバーガーを頬ほお張ばっていく。包みを開け、きっちり四口で食べ終え、次のハンバーガーに手を伸ばす。これの繰り返し。お互い、まるで機械のように正確な動きだった。

　完全に拮きつ抗こうした両者のペース。一歩も譲らない二人に、大おお網あみさんが苦笑した。

「奇しくもミラーマッチってやつかな？　あの金髪くん、胃袋の小ささを理屈でカバーするタイプ？」

　その問いに、頷うなずく部長。

「うむ。うちの部で一番の小物だ」

「やっぱりねー。どっちもメガネだもんねー」

　メガネは関係ないと思うのだが、妙な信しん憑ぴよう性せいがある。メガネに対するイメージは普遍的なものだと、改めて思い知らされた。

　さておき、勝負は中盤。向こうのペースが徐々に落ちてきて現在、ラギが十個で相手が八個。今のところは、こっちがリードだ。

　これで折り返し。リードしているとはいえ苦しいのか、ラギの肩が上下してきた。

「ラギ、あと半分だ！」

「そうですよ！　しっかり！」

　俺おれが立ちあがって声援を送ると、井いノの原はらもそれに続いた。ラギは俯うつむき、口からハァハァと息を漏らしている。しかし口元にははっきりと、不敵な笑みが浮かんでいた。

　その様子に仙せん石ごく先輩が、感心したように目を丸くした。

「……へえ。意外とメンタル、強いじゃない」

「部の存亡がかかってますからね。あいつも気合い入ってるんじゃないスか？」

「ここでラギさんが勝ってくれると後が楽ですよねー」

「僕としてはどうせ負けるのだから終盤じゃなく、挽ばん回かいできる序盤に負けさせておこうと思って組んだオーダーだったが、いい意味で大番狂わせだな」

　次々と称賛を浴びるラギ。いったん落ちたペースがまた上がり始めることにまた歓声が上がる。

　だというのに、俺の胸には不吉な予感が去来していた。

　ラギのやつ、様子がおかしい。大食いのしすぎで苦しいのは分かるけど、あまりにも呼吸数が多すぎる。

　息を吸い込めばその分、胃が膨らむことくらいあの計算高いラギならば分かっている。だというのに、あんなに息を荒らげているのはもしや――

　……いや、思い過ごしだ。さすがにこの局面でネタに走るほどアイツも堕おちちゃいない。

　そう信じて見守る。鎌かまヶが谷やは開きつつある差に焦あせりの表情を浮かべ、指についたケチャップをぺロリと舐なめた。

　その瞬間、ラギの口元が裂けたように釣り上がった。

「なっ……！　あいつ、やっぱり！」

　俺は戦せん慄りつしていた。まさかとは思ったけどあのバカやっぱり――対戦相手に興奮しているんじゃないだろうか？

　ラギは女性が飯を食っているシーンに異常に興奮するという、にわかには理解しがたい性せい癖へきの持ち主だ。今の鎌かまヶが谷やの仕草に興奮したという可能性は充分ある！

　ラギは不屈の闘志を燃やしているんじゃない。単に暴走して、本来のペースを忘れているだけだ！

　しかし、俺おれの危き惧ぐと裏腹に井いノの原はらは感心したような声を漏らした。

「む。ブースト系のスキルかなんかですかね」

「……は？　ス、スキル？」

　俺が困惑しつつオウム返しにすると、井ノ原はカニのように両手でＶサインを作った。

「大食いにおいてスパートをかける時、人は二種類に分けられるんですよ」

　と、井ノ原はＶサインから指を一本折り、

「一つは、感情を殺シヤツトアウトして機械的にものを詰め込むタイプ。どっちかっていうと少数派なんですけど、前にも出てきた舞まいのお姉さんなんかがこのタイプですね」

「へ、へぇ。んじゃ、もう一つが……ブースト？」

「はい。きわどい場面で己を奮ふるい立たせ、一気にペースを上げる。俗に言う、『気合を入れる』ってやつですね。わたしの『吸引サクシヨン』も、こっちに分類されます」

　たしかに、大食いは胃袋の大きさというより精神力メンタルが勝負を分ける競技だ。プラスにしろマイナスにしろ、自分のテンションを操れるのは大きな武器だが――

　ラギのあれは、果たしてそれに分類していいのだろうか？　正直、自分のペースを忘れて暴走しているだけだと思うのだが。

　……いや。このまま突っ切ってくれれば、それも一つの技だ。相手が美少女の時限定で発動するラギならではのスキル――そう、言うなれば『色欲加速ラストスパート』ってところか。

　井ノ原はなにも疑わない、純じゆん真しん無む垢くそのものの目をして言う。

「こんな奥の手を持ってるとは、ラギさんも意外とやりますねー」

「――ああっ。そうだなっ」

　とりあえず、さわやかな笑顔で同意しておいた。ここでラギの性癖を暴露するわけにはいかない。魂の約束ドカプロミス、というやつだ。

　安心しろ、ラギ。お前の秘密はバラさないぜ。女性陣に知られたら、お前が部活にいられなくなるかもしれないからな。

　俺は隠し事をしている後ろめたさから目を逸そらすため、エールを送る。

「いけるぞラギ！　勝って、お前の存在感を示してやれ！」

　相手が女子だったのが僥ぎよう倖こうだった。アホみたいな勝ち方でも、一勝は一勝。ここでイーブンに戻されるのと王手をかけるのでは、エラい違いがある。

　次は仙せん石ごく先輩だし、三タテも夢ではない。ラギの一勝は部室の死守という目的への大きな一歩になる。

　ラギとて、今の扱われ方に甘んじているような男ではないだろう。部長や仙せん石ごく先輩に杜ず撰さんに扱われていても、いつか挽ばん回かいするチャンスを狙ねらっていたはずだ。そんなラギがこの好機を逃すはずがあるだろうか、いやない！

　奴やつは今こそ、自分が過か食しよく倶く楽ら部ぶの戦士であることを示すつもりだ。俺おれは友人としてそれを信じ、勝負を見守ろう……と心に決めたのはいいんだけど、さっきから喉のど元もとをなにかがチクチクとつついている。ぶっちゃけ、心当たりがありすぎるので敢あえて気付かないふりをしていたのだが、だんだん喉に刺さりかねない力強さになって来たので無視しようにもし切れない。

　目だけを動かして横を見る。すると、なんということだろう。くノ一がいつの間にか、シャーペンを俺に突きつけているではないか。

「なにか隠しているようね？　話しなさい」

「な、なにをでしょうか……？」

　勇気を振り絞って白を切ると、ペン先が頸けい動どう脈みやくを圧迫する力が増した。その上で先輩は一語一語、強調するように区切って告げる。

「洗い、ざらい、全部、よ」

「実ハデスネー」

　簡単に友を売った。

　だって大事だもん、命。

　ラギの性せい癖へきをできるだけ変態っぽくないように伝える。それには並大抵でない努力が必要だったが話が終わった瞬間、仙石先輩は露骨に不機嫌な顔をした。

「はあ？　アタマ大丈夫、アイツ？」

「たしかにおかしなやつなんですけど」

　まあ、どうがんばったって変態を変態でないようには説明できない。ロリコンを子供好きという言葉でオブラートに包んでも効果がないように、だ。

　仙石先輩は眉まゆをひそめたまま鎌かまヶが谷やを顎あごで示し、



「アレ、男よ？」



　世界が凍った。

《氷山に咲く花フリージア》の称号は伊だ達てじゃない。でも、こんなところで発揮してどうする。

　俺はまとわりつく霜の幻覚を振り払い、ぎこちなく隣のテーブルの大おお網あみさんに尋たずねる。

「……あの、大網さん！　あれ、男なんですか!?」

「え？　ああ、うん。れっきとした男だよ、鎌ヶ谷智ともクンは」

　あっさり頷うなずかれる。回答は得られたが、むしろ疑問が浮かび上がってきた。

「じゃあ、なんで女の格好を？」

「やー、トモちんねえ、類たぐいまれなる不幸体質なんだよ。それで今日も集合するまでに川で溺おぼれてる女の子を助ける羽目になってねー、びしょびしょの姿で現れたから、しまむらで適当に服買ってきてあげたの」

「しまむらだったら普通に男物の服買ってあげればよかったじゃないですか。なんで女ものを？」

「ウチの趣味」

　なにも言い返せなかった。

　趣味なら……仕方ないな。

「は……ははっ」

　乾いた笑いしか出てこない。ま、まぁ……鎌かまヶが谷やの正体はともかく、ラギが己の性癖を武器にまで昇華していたことが分かっただけで、儲もうけものだ。便利と言えば便利だし、このままおいしく白星を頂ちよう戴だいしよう。

　大おお網あみさんの趣味に感謝だ。鎌ヶ谷が普通の格好をしてきたら、この勝負の結末もまた違ったものとなっただろう。だけど今回は――今回だけは、ラギの勝利だ。

　フェティシズムによる、モチベーションの高揚。バカバカしいが侮あなどれない。現にラギは、それでリードを広げている。

「……そうだ。もうお前に失うものは何もない。見せてやれよ、ラギ。フェチの力を！」

　友を信じ、今こそやつの勇姿を目に焼き付けようと向き直る。するとどうだ。ラギにも俺おれたちの会話が聞こえていたのだろう――



　ピタリと手を止めていた。



「えぇえええ!?　なにそれ!?　女じゃないから興奮できず、ブーストも中断されたとかそういうオチ!?　ふざけんなよケツ毛野郎！」

「……」

　罵ば倒とうされてもラギは言い返す気力もないどころか、鬱うつ状態の部長のように目が死んでいる。全身から力が抜けていて動く気配すらしなかった。

「ハチくん」

　大網さんに声をかけられ、俺は力なく振り返る。すると大網さんは満面の笑みを浮かべ、

「フェチの力（笑）」

　こんな悪意のある笑み、初めて見た。

　怒りが拳こぶしをプルプル震えさせるが、そのやり場が分からない。大網さんにやるのは八つ当たりみたいだし、ラギにやるのも微妙に違う気がする。そうです。信じた俺おれが、バカだったのです。

　ふと、童話『ウサギとカメ』の話を思い出す。鎌かまヶが谷やがカメの堅実さでハンバーガーを食い進め、完全に停止したラギを追い抜いたのだ。

　にわかに活気づく向こうの応援席。エールを飛ばす大おお網あみさんに続けとばかりに、声援が沸きあがる。

「いいぞー、トモちん！」

「ここまで来たんだから、絶対勝ちなさいよね！」

　一方、賑にぎやかな向こうに比べ、お通夜のように静まり返るこっちの陣営。

　結局ラギはそのまま、貴重な一戦を落としてくれた。



「き、気を取り直して中堅戦、ゴー！」

　いつも飄ひよう々ひようとしている大網さんですら空元気を出さなければいけない、この空気。全員ラギから一定の距離を取っており、ラギの周りだけ見えない壁が立ちふさがっているようだった。

　あんな白しらけた結果を見せられては当然だ。しばらく反省してもらうとして、次の選手が颯さつ爽そうと歩み出た。



    

  
    
      



    

  
    
      「じゃ、行ってくるわ」

　髪をポニーテールにまとめて気合を入れる仙せん石ごく先輩。そして相手は――

「あー、次は山やま田だクンか。山田クンなら安あん牌ぱいかなー」

「うむ、そうだな。山田ならやってくれるとワシも思っている。頼むぞ、山田」

　熊くまのような巨漢である柏かしわさんに肩を叩たたかれた男は静々と首しゆ肯こうする。枯れ木のような男だがその特徴を一言で説明すると――

　……インド人だよなぁ、あれ。

　浅黒い肌に禿とく頭とう。山田とか呼ばれてるけど、どう見ても日本人じゃない。細身でとても大食いをしそうな体型には見えず、目は何かを悟ったように遠くを見ていた。

　修行僧、という言葉がこれほど似合う男もいない。どこかで見たことがあると思ったら、あれだ。有名な格ゲーに出てくる、ヨガの人。

「イヒっ。山田クンが気になってるようだねん？」

「おわっ！」

　いつの間にか、背後に大おお網あみさんが忍び寄っていた。ぜ、全然気付かなかった……。

　大網さんは何度も頷うなずき、

「まあ、気持ちは分かるけどね。あんなだけど彼、日本人だよ？」

「え？　そ、そうなんですか？」

「うん、そうなの。おーい、山田クン！　ちょっとこっち来て」

　手招きして、山田さんを呼び寄せる。

　山田さんは俺おれたちの前にやってくると、合掌とともに一礼した。



「今『ナマステ』って言いましたよ!?」

「ジョーク、ジョーク。山田クンなりの諧かい謔ぎやくだよ」



「いや、この流りゆう暢ちような発音、絶対日本人じゃないでしょう!?　完全にネイティブの発音でしたよ今！」

「今日はよろしくお願いします、だってさ」

「いや、翻訳されても！　なんでこの人を日本人だって主張してんの!?　いいじゃん、インド人で！」

「日本人だよ。山田クン、牛食べるし」

「牛？　そうか。なら、インド人じゃないのかも……」

「ウチらは《懐深き行者ダルシム》って呼んでるけどね」

「やっぱりインド人じゃねえか！　ていうかそれ、称号!?」

「細かいことは気にしないで、くじ引きいくよーっ」

「ああ、流す気だこの人！」

　大おお網あみさんに促うながされて、部長がクジをガサゴソと漁あさる。

　開いたクジをみんなに示しつつ、部長は中堅戦のテーマを発表する。

「カレーだ」

　カレー。

　それはラーメンに次いで、この街で最もポピュラーな大食いメニューである。

　先せん鋒ぽう戦と違って選択肢はかなり幅広い。そんな中で、どんな店が選ばれるのか。これはけっこう重要なファクターだ。

　アウェーであるこの地でいったいどんなカレーを選ぶのか。注目が集まる中、大網さんが選んだのは、

「カレー、ね。それじゃ、舞台は『シャンバラ』だ」

「なっ……！　ちょっと八や雲くも！　それあり!?」

　仙せん石ごく先輩が珍しく取り乱した。大網さんはそれが面白そうに笑みを濃くする。

「なに？　イヤなの？　大会本番でも、こーいうメニューが出る可能性は否定できないと思うんだけどなー」

　先輩は歯は噛がみして、吐き捨てた。

「くっ――いいわ。好きにしなさい」

　苛いら立だたしげに大おお股またで歩いていく。そのただならぬ様子が気にならないわけがなかった。

「先輩、なにかあるの？」

「まあ見てれば分かるというか……」

　井いノの原はらの顔も浮かない。カレーだとたしかに向こうが得意そうな上に、先輩の『冷たいものを食べても頭が痛くならない』という特殊な体質を活いかせないというのはある。

　だけどそれを言うなら、ほとんどのテーマで先輩は苦戦することになる。自分の得意な食材じゃなかったからって今さら顔をしかめるようなことではないだろう。

　なにかある。嫌な予感がしたまま俺おれたちは一路、駅前にあるその店へと足を運んだ。



　インド料理店シャンバラ。

　最近できたインド料理屋で、カレー以外にもタンドリーチキンなどのサイドメニューが豊富。そしてカレー自体も目移りするくらいに種類が多かった。同じチキンカレーでもホウレン草が入っていたりトマトが入っていたり、という具合にだ。

「ここならチャレンジメニューもあるし、ちょうどいいよね」

　と、大網さんが指さすのは原色で彩られたサイケデリックなポスター。

　そこにはこう書かれている。



　デヴギリ　三〇〇〇円　※三十分以内に完食できた者はタダ！

　総重量二キロのチキンカレー

　神に挑むというのか？



「……なにあれ？」

　店主が本場の人間で、まだ日本語に不慣れなのかと邪推してしまう。最後の一文が特に意味不明だが、メニューの名前も奇妙だ。デブが……ギリギリとか、そういう意味？

　俺おれが疑問を口にすると、ラギが口を挟んだ。

「『デヴギリ』、ってのはサンスクリット語で『神聖な山』を意味するさ。聞き慣れないだろうけど、超有名な山さね。チベット語ではチョモランマ、英語ではエベレストって呼ばれてる山さ」

　情報量の多さに感心したけど、俺を含めてだれも反応しなかった。ラギは部屋の隅でうずくまって、床に『の』の字を書く。

　変態にはしばらく頭を冷やしてもらうとして、試合はいつもの流れで進んでいく。選手二人を一つのテーブルに座らせ、残るメンツはそれぞれ四人がけのテーブルへ。選手は『デヴギリ』を頼み、観戦する側は適当にサイドメニューを注文する。

　待つこと五分ちょい。

　仙せん石ごく先輩たちの目の前に、カレーとご飯が別々に持って来られる。カレーは丼どんぶりと見み紛まごう程の器うつわに入っており、米のビジュアルはそれをさらに凌りよう駕がする。皿に盛られた白い円えん錐すいはエベレストの名に恥じないインパクトを持っていた。

　今回は時間制限付きのチャレンジメニューということもあって、号令をかけるのは店主。中央アジア出身だと思われる店主はカタコトの日本語で二人に言う。

「それジャ、制限時間三十分ネ。よーイ……どン！」

　飛び出す二人。心配と裏腹に仙石先輩は、相手に劣らない勢いで食べ進めていた。

　俺は二人の勢いを見比べ、戦力を評価する。

「……まったくの互角か。こりゃ、分からないな」

　勝敗はタッチの差で決まるだろう。二キロくらいだったら先輩は問題なく食べられるし、相手もこの場に出てくる以上、それなりの戦士だと思う。

　だが固かた唾ずを呑のんだ矢先――

　仙石先輩の勢いが急にピタリと止まった。

　まだ四分の一も食べていない。五〇〇グラムというとフツーの女子が食うには十分すぎる量なんだけど、仙石先輩が手を止めるには早い。あまりにも早すぎる。

「ど、どうしたってんだ、先輩!?」

　先輩は額ひたいに汗を浮かべ、カレーをじっと睨にらんでいる。その手が、ゆっくりと水に伸びた。

　まず一口。それでも止まらず、もう一口。

　空にしたコップを置いても先輩のスプーンはカレーへと伸びなかった。

　あの様子から考えられることは、ただ一つ。

「まさか先輩――っ！」

「そうです」

　井いノの原はらは深刻な顔で幼なじみを見つめて、言った。

「舞は苦手なんですよ、辛いものが」

　推測通り。

　……なんてことだ。絶望的じゃないか。

「仙せん石ごく舞まいの最大の弱点。あの子は、辛からいものがてんでダメなんです」

　部長は井ノ原に同調して、重々しいため息をつく。

「ハチは知らないようだが、ここはその筋の人間にはちょっと名が知れてるんだ。めちゃくちゃ辛いぞ、とな」

「そう、だったんスか？」

　頷うなずいたのは部長ではなく、井ノ原だった。

「舞は、自分の弱点を自覚してますから。だから、ここだけは来ないようにって避けてたのに……」

　やられた。大おお網あみさんは、見事にピンポイントで弱点を射ぬいてきたのか。

　入念な下見と、ためらいなく相手の弱点を突く狡こう猾かつさ。彼女が本気でいくと言ったのは伊だ達てじゃないらしい。

　ぎこちなくだが再び動き始めた先輩に部長が舌打ちを漏らす。

「ったく、仙石め。だから克服しておけと言ったのに」

　たしかにこれは今後の課題だ。先輩の負けはもう決まったようなものじゃないか。

　ぶっちゃけ、ここで勝ってもらわないと困る。ここで先輩が負けたら後がない。井ノ原が勝てるとしても、俺おれに勝敗を決める重大なバトンが回ってくるのだ。

　勘弁してほしい。俺の勝敗に部の進退がかかっているような重たいバトン、回されてたまるか。

　しかも、相手は向こうのトップ。新米の俺が勝てる自信なんか、ほとんどない。頼むから先輩に踏ん張ってほしかった。

　しかし祈りは届かず、先輩は唇を引き結んで辛さに耐えている。やはり……そう上う手まくはいかないか。

　だれもが勝負の行方ゆくえを確信したその時――

　井ノ原が立ちあがり、幼なじみにエールを送った。

「舞！　勝って！　もし勝ったら――」

　井いノの原はらが拳こぶしを握りしめ、力いっぱい叫ぶことには――



「勝ったらわたし、スクール水着にハンチング帽って格好になるから！」



「なっ！」「ん！」「……だと!?」

　俺おれたちは愕がく然ぜんとした。隣のテーブルは「なにを言い始めたんだこいつ」という顔をしていたが、やつらにこの驚きは分かるまい。

　スクール水着にハンチング帽。

　仙せん石ごく先輩を動かすのに、その響きは充分すぎた。

　中空に描かれる銀の軌跡。仙石先輩は回転を伴って放ほうられたスプーンを今一度キャッチし直すと、

「――その言葉が聞きたかった」

　ブラック・ジャック先生のようにニヤリと笑い、再び猛然と食べ始めた。

　まるで味覚など捨てたかのごとく。仙石先輩のロマンは、それほどまでだというのか!?

　そびえていた米の山が削られていく。先輩は一瞬たりとて手を止めず、山の掘くつ削さくを続けた。ラギと大差ない動機でブーストがかかったのはともかく、俺はにわかにテンションが上がって叫んだ。

「これは、イけるんじゃないか!?」

「た、たしかに！　わたしとしても、ここまでの効果は想定してませんでしたけど！」

　仙石先輩の猛追に、井ノ原と一緒に盛り上がる。

　すると、冷や水を浴びせるような声が隣のテーブルからした。

「うらやましいねえ」

　大おお網あみさんだ。井ノ原は頬ほお杖づえをついてニヤニヤしている彼女に、探りを入れる。

「なにがですか？」

「ちょっと勢いを盛り返しただけでイけると思えちゃう、そのおめでたさがだよ」

　仙石先輩は徐々に差を詰めている。だというのに大網さんを始め、向こうの陣営に焦あせりは見られなかった。

　一様に、含みのある笑み。不気味なほどの余裕に俺の肌が粟あわ立だった。

　店内に戦せん慄りつが走る。独特の緊張感に支配される空気の中、大網さんは芝居がかった口く調ちようで朗ろう々ろうと語った。

「あの子の二つ名は伊だ達てじゃない。――見せてやってよ、山やま田だクン。ヨーガの真髄を」

　大網さんの言葉に応こたえるように、山田さんはイスの上で座禅を組む。

　――来る。

　そう予感した瞬間、向こうのテーブルで変化が起こった。

「光った!?」

　俺おれは思わず声を上げる。なにせ山やま田ださんの背中から、放射状に黄色いオーラが放はなたれたのだ。今まで様々な戦士の気迫を幻視という形で感じ取ってきたけれど、山田さん自身のキャラクターと相まってこの世に涅ね槃はんが顕けん現げんしたかのように思えてしまった。

「なにかキミは、ウチらに見えないものが見えてるようだねぇ。感受性が豊かというか、なんというか」

　大おお網あみさんはイヒっ、と笑って、

「まあ、後光くらい差しててもおかしくないけどね、山田クンなら。ウチらもよく分かってないけどキミ、チャクラって知ってる？」

「……ＮＡＲＵＴＯ？」

　俺がそう呟つぶやくと各所から「サスケェ！」「キー」「犠牲になったのだ」「俺は木の葉を潰つぶす！」「お体に触りますよ」「そんな、嘘うそでしょう」と声が飛び交う。自分でネタ振っといてなんだけど、こいつらのノリの良さはなんなんだろう。

　それはさておき、大網さんは今、目の前で起こった現象を解説した。

「ま、そっちじゃなくてね、ヨーガ用語の方。サンスクリット語で車輪や円を意味するんだけど、ヨーガっていうのはその車輪を回転させることで、体の部位を活性化させるっていう概念なんだよね。山田クンはその使い手なんだ。胃を活性化させるチャクラ――すなわち、『第三車輪チヤクラ・臍輪統制マニピユーラ』が今は発動している」

「眉まゆ唾つばものだな」

　部長が笑みすら浮かべず斬きり捨てた。部長の言うとおり、チャクラなんていかにも怪しげな単語を鵜う呑のみにするのは馬ば鹿かげている。

　所しよ詮せんハッタリ。自分にもそう言い聞かせて胸をなで下ろそうとすると、部長は続けた。

「だがチャクラ云うん々ぬんは置いておいても、ヨーガの呼吸法によって臓器の機能を上げるという理屈は認めざるを得ないだろう。向こうの歴史は侮あなどれん」

　部長はそのまま真剣な目で仙せん石ごく先輩を見つめ、

「気張れよ、仙石。ここが分ぶん水すい嶺れいだぞ」

　仙石先輩と山田さんの勢いは互角。しかし、一時停止がたたって仙石先輩の方がわずかに多くのカレーを残している。

　仙石先輩の手が再び止まった。ブーストが切れたか、と危き惧ぐすると先輩は短く息をついて、なにか独ひとり言を呟く。

「……仕方ない。まだ完成には程遠いけど、使うしかないわね」

　おもむろに閉じられる仙石先輩の目。

　それに呼応するように、部屋がゆっくりと凍り始めた。

　以前にも似たような光景を見たことがある。部長と先輩が戦った時、こうして部屋が氷に閉ざされる幻視を見た。だがアレは……題材が、アイスだったからじゃないのか？

　未いまだ知られざる、仙せん石ごく舞まいの全容。部長でさえこの展開は初めてらしく、低く唸うなった。

「仙石……この期に及およんで、まだ隠し玉を持っていたか！」

　カツン、とスプーンが皿の底を叩たたく硬質の音。既すでにそこまでカレーを食べつくしていた先輩の顔からは表情というものが消え、ただひたすらに一定のペースでスプーンを動かしていた。普段からクールな人だが、ここまで機械的に食べる姿は初めて見る。いつもはむしろ、味を楽しんでいる節ふしすらあるのに。

「いったい、なにが起こってるんスか？」

　戸惑う俺おれに、部長が解説する。

「推測にすぎんが、自己催眠トランスの一種だろう。五感を閉ざし、大食いに伴ともなう苦しさを忘れる。元々は仙石の姉が得意とする技だが詩的な表現をするのなら……そうだな、意識を凍らせていると言ったところか」

「意識を……」

　俺は息を呑のむ。なんだか話が壮大になりすぎて理解できなくなってきたが、とにかく凄すごいことだけは伝わった。

「へえ、まいまいもやるようになったねえ」

　大おお網あみさんが感嘆の声を上げた。うんうん、と頷うなずいて旧友の成長に一目置き、

「――でも、まだ一歩及およばない」

　不敵な笑みは消えていない。大網さんは不気味ささえ感じさせる余裕で、自分の後輩を誇る。

「言ったでしょ？　《懐深き行者ダルシム》の二つ名は伊だ達てじゃない。――そのくらい、こっちもできるんだよね」

　次の瞬間――

　先ほどの光を凌りよう駕がする白い閃せん光こうが、俺の目を灼やいた。

　思わず目をかばう。おそるおそる瞼まぶたを開くと視界に飛び込んできたのは……一段とスパートをかけた仙石先輩の、さらに上を行く山やま田ださんの食いっぷりだった。

　勝負も終盤だというのに、なお衰えることを知らないペース。その勢いを、大網さんはこう語った。

「『第七車輪チヤクラ・天輪開悟サハスラーラ』――極限まで高まった集中力は満腹感を完全に切り捨てる。悪いけどこの勝負、もらったよ」

　大網さんはそう言うが、まだだ。まだ分からない。仙石先輩が――井いノの原はらのことを何より大事に思っているあの人が、負けるわけがない。この一戦に井ノ原の居場所がかかっている以上、先輩は道理を引っくりかえしてでも勝利をつかむ執念を持っている。

　息つく暇もない二人のデッドヒート。双方、最後まで一歩も譲らないつもりだ。

　しかし、だ。

「――っ」

　凍っていた表情が、急に氷解した。

　再び止まる仙せん石ごく先輩の手。隣で部長がため息をつく気配がする。

「やはり、姉のようにはいかないか」

「どういうことです？」

「自己催眠トランスなど、素人しろうとがほいほいできるはずがないだろう。仙石のは姉の見よう見まねに過ぎん。だから……ここが限界だ」

「そんな……」

　絶望で俺おれは声を失う。だけど井いノの原はらは、幼なじみの勝利を諦あきらめていなかった。

「舞まい！　もう少しだよ！」

　そうだ。まだ勝負はついていない。俺は立ち上がり、先輩に向かって檄げきを飛ばす。

「先輩！　あと一息！」

　先輩の皿に残るのは、本当にわずか。辛からいものが苦手なのを堪こらえてここまで来て……負けるなんて、そんなのはないだろう。

　勝ってほしい。勝てば大将の自分が楽になるからではなく、仙石舞まいという一人の女の勝利をただ望んだ。

「先輩！」

　祈りを込めて叫ぶ。

　それが通じたのか、先輩の手が動いた。

『アナタごときに言われるまでもなく、やってやるわよ！』

　そう吼ほえるように先輩の手が、最後に残ったメシの一ひと塊かたまりを口に運ぼうとする。

　同時に、スプーンが皿に放ほうりだされる甲かん高だかい音が耳じ朶だを打った。

　俺は耳を疑い、信じられないという気持ちでその源に視線を注ぐ。

　音の主は山やま田ださん。

　彼の皿の上には、もうなにも残っていなかった。

「――勝負あり！　山田クン、大勝利ーっ！」

　大おお網あみさんの高らかな勝利宣言が響き渡り、山田さんは僧らしくゆったりと合掌して立ち上がる。勝負があったと知ると、仙石先輩の手からスプーンがこぼれおちた。

　悠然と立ち去る勝者と、いつまでも残る敗者。井ノ原は幼なじみを慰なぐさめようと、近寄って声をかけた。

「ま、舞。その、残念だったね……」

　先輩は呆ぼう然ぜんと、たった一口残ったご飯を見つめたまま反応を示さない。そりゃ……無念だろうな。スクール水着とか関係なしに、井ノ原の居場所を守る力になれなかったのは悔しいなんて言葉じゃ片付けられないだろう。

　井いノの原はらは先輩の気持ちを汲くんで言葉を重ねる。

「でもわたし、舞まいががんばったことは分かって――」

　その時突然、先輩の体が傾いた。

　井ノ原も反応できず、先輩はそのままイスごと床に吸い込まれる。

「ま、舞!?　ちょっと、しっかり!?　舞!?」

　限界を超えて食い続けた代償か。仙せん石ごく先輩は気を失っていた。



　アクシデントがあったが、試合はそのまま続行。ちなみに気絶した先輩は俺おれが背負って運ぶことになった。まあ以前、俺が似たような状況になった時に運んでもらった借りがあるし。嫌だとは言えない。

「さて、出番ですね」

　待ちわびたとばかりに進み出るのは我らが過か食しよく倶く楽ら部ぶのホープ、井ノ原。俺はその細い背中に声をかける。

「もう後がないからな。頼むぞ、井ノ原」

「もちろんです」

　井ノ原はぐっ、と拳こぶしを握り、意気込みを示す。

　その目前に、向こうの選手が現れた。

「ふっふっふ。ようやく会えたわね、《極大引力ブラツクホール》！」

　そう言って指をつきつけるのは、井ノ原ほどではないが小柄な女子。茶色いロングヘアにはウェーブがかかっていて、フリル満載の服がよく似合っている子だ。

「ここで会ったが百年目！　今日こそあたしがアンタの上だって、証明させてもらうわ！」

　井ノ原はそう宣言する少女に首をかしげて、

「あの、どちら様で？」

　少女は自信満々だった顔をひきつらせて、井ノ原を凝視する。

「し、知らないのも無理はないわね。ブランクがあったっていうし。……でもあたしはアンタの話を何度も聞かされてるのよ！　会長に、何度も、何度も！」

　きーっ！　と金切り声をあげ、再び指をつきつけて曰いわく、

「成なり田た白しろ金かね高校フードファイト同好会一年、海かい神じん花か月げつ！　アンタはこの名前を、忘れられなくなるわ！」

　ふん、と鼻息荒くふんぞり返る海神の頭が上から押さえつけられ、むりやり下げさせられた。

　大おお網あみさんは片手を立て、ウィンク。

「ごめんねー、みのりん。こいつも麺めん類るい得意だからさ、みのりんの話聞かせてやったら妙な対抗意識持っちゃったみたいで」

「はぁ、なるほど」

　押さえつけられているというのに海かい神じんは、キャンキャンわめく。

「そんなわけだから麺めんが良いわね、麺！　そっちの部長さん！　麺引いてよね！」

「善処する」

　ウザいので軽く流そう、っていう気持ちが見え見えで部長はクジをかき混ぜる。海神は手を組んで「めんめんめん……」と祈り、部長がクジを引く瞬間に合わせて、

「めぇえええええん！」

　うるせぇ。

　しかし、祈りは届いた。

　部長はクジを開くと、そこに書いてあった文字を読む。

「ソバだ」

「ぃよっしゃーっ！」

　地面に膝ひざをつき、両手を掲げて天を仰ぐ海神。『プラトーン』って感じだった。

「井いノの原はら、大丈夫か？　相手、めちゃくちゃ自信満々だけど」

「んー、どうでしょうかねー」

　指に引っかけてくるくる回していたハンチング帽をかぶり直すと、井ノ原のスイッチが入ったのが分かる。

「大口じゃないことを、祈るばかりですね」

　ゾクリとした。なんだかんだでこいつのオーラは一線を画している。

　心配するだけムダ、か。

　顔が勝手に笑みの形を作る。井ノ原の背中には、それだけの頼もしさがあった。

　さて、店を選ぶ権利はこちらにある。現在、検索エンジンはサービスを停止中（というか誰だれも近寄ろうとしない）なので自力で探すしかなかったのだが、井ノ原は記憶を頼りに、すぐ近くにあったソバ屋へと俺おれたちを案内した。移動中、すれ違う人が例外なく俺に奇異の視線を送ってくるのだが、致し方なし。

　幸いなのは仙せん石ごく先輩の体温が低かったことだ。この炎天下の中、人を背負って歩くとか拷問でしかないのだけど、少しは気が楽になる。

　しかし……なんだ。日ひ頃ごろから仙石先輩のことを頭おかしいとか変態レズビアンとか思っているわけだけど、こうして密着すると嫌でも女性であることを意識せざるを得ないな。

　井ノ原という心に決めた相手がいるといえども、俺も健全な男子なわけで。こんな状態でなにも考えないのは、悟りを開いた僧くらいのものだろう。そう、それこそ山やま田ださんのような。

　山田さんを見習って、俺も遠い目になる。山の青さに見とれ、蝉せみの声に耳を傾け、盆地の暑さを肌で感じる。しかし背中に自称Ｃカップが押しつけられる感覚は、それらを軽く凌りよう駕がするのだった。

　勘弁してほしい。明めい鏡きよう止し水すいを貫つらぬこうとすればするほど、その反動で頭の中がオッパイでいっぱいになる。さながらオッパイ祭りでも催もよおされているかのようだった。

　いかん。井いノの原はら一筋であるべきなのに、これはいかん。なんで先輩こんな薄着なんだよと八つ当たりに近い怒りが芽生えた。己を律しようとするあまり、胃が痛くなってきた。

「ん……」

　なんてことを考えていると耳元で吐息が漏れ、背中で身じろぎする気配があった。これは、ようやく目を覚ましたか？

「大丈夫っスか？」

　目線だけよこして肩越しに問う。返ってきたのは仙せん石ごく先輩らしからぬ、焦あせった声だった。

「ちょ、ちょっと。なんでアナタが私おんぶしてんのよ？」

「そりゃ、放置したまま次の店に行くわけにはいかないでしょう」

「いいから下ろしなさいっ」

「うおっ」

　背中の上でじたばた暴れられて、とっさに太ももをホールドしていた手を放す。着地した先輩はすぐによろけて、再び俺おれの肩にしがみついた。

　先輩はそのまま動かない。背中にかかる重みから、まだ先輩が自力で立てないことを俺は悟った。

　耳元で歯ぎしりの音が鳴る。

「……ムリした反動かしらね。力、入らないみたい」

「どんだけ辛からいもの苦手なんですか」

「自分でも情けないわ。アレルギーとかなら、まだ格好もつくってものだけど」

「先輩くらいになると、嗜し好こうの問題じゃなくて本当に体質みたいなもんじゃないスかね。ところで、まだ歩けないようならもう一回背負います？」

「平気よ」

　先輩は俺を振り払って歩き出そうとするが、すぐに膝ひざを折る。

「――っ！」

　眼めを見開いて、「ヤバっ」って顔を作る先輩。

　俺は先輩の正面に回り込み、崩れかかった体を間一髪支えた。

「ったく、言わんこっちゃない」

　ずっしりと肩にかかる仙石先輩の体重。自分の体、全然支えられてなくないか、これ？

　先輩はかつて、気絶した俺を担いだとは思えないか弱い力で俺の体を押した。

「よ、余計なお世話よ」

「そりゃ、すいませんでした」

　ゆっくり先輩の体を下ろすと、先輩は女の子座りでその場にへたり込む。そのまま強気な瞳ひとみで俺おれを睨にらみつけ、

「アンタなんかに支えられなくても、前回り受け身をとれたわ」

「すげーシュールっスね、それ」

　とは言え、俺の友人も雪道で滑ってとっさに前回り受け身をとったことがあるのだが。横でいきなりアクロバティックな挙動をとられて、感心したやら驚きよう愕がくしたやら。

　それはさて置き、このまま放置というわけにもいかないだろう。無理やりにでも、先輩を運ばなければ。

「とりあえず、俺のことはタクシーかなんかだと思ってください」

　ほれ、としゃがみ込んで背中を向ける。いつまでたっても先輩がおぶさってこないので怪け訝げんに思って振り向くと、先輩は俯うつむいたまま小さく口を開いた。

「……ぉ」

「お？」

「……親父おやじにも、おんぶされたことないのに」

「ガンダムの主人公ですか、あんたは」

　脊せき髄ずい反射でツッこんでしまったが、仙せん石ごく先輩は耳まで真っ赤にして……なんというか、実に先輩らしからぬ反応を見せていた。間接キスを意識していたことといいこの人、実はすごく乙女チックなのではないだろうか。



    

  
    
      



    

  
    
      　そう思うと、今までの行動がすべて許せてしまう気がしてきた。男慣れしてないからって必死に男を遠ざけようとしてたのかと思うと……ほほ笑ましい。

　仙せん石ごく先輩にも可愛かわいいところがあったじゃないか。そう思ってからかおうとすると、先輩はポツリと呟つぶやきを漏らした。

「――本当のことだもの。あの人たち、姉さんにばっかり構ってたから。……同じなのよ。私も、みのりも」

「え？」

　それって――

　先輩は「しまった」という顔になって、俺おれにのしかかってくる。

「忘れなさい、今のは。いいわね？　絶対よ？」

「は、はぁ」

　その剣幕に押されて、俺はなにも言えなくなってしまった。先輩が自分から体を預けてくれたのをいいことに、なにも聞かなかったことにして先輩のフトモモをホールドして立ち上がる。

　先輩は諦あきらめたのか、そのまま大人おとなしくしていた。ややあって、耳元で小さく呟かれる。

「……負けたのね」

「――はい」

　顔のすぐそばで深いため息がつかれる。

　それは先輩がまだ自分の胸中を整理できていないことを示していた。

「負けちゃ……いけなかったのに」

　絞り出した声には後悔がにじんでいる。普段から不ふ遜そんな物言いが目立つ先輩だからこそ、その響きはいっそう沈痛に聞こえた。

　先輩は単に自分の敗北を悔しがっているだけではない。こんなに思い詰めたような声をしている理由はただ一つだった。

　震える声で、先輩は続ける。

「どうしよう。みのり、せっかく元気になってくれたのに。このままだとあの子の居場所、なくなっちゃう。私が……私が、負けたせいで」

　よっぽど動転しているのだろう。普段はこんな醜しゆう態たいを見せる人ではない。自分の得意分野で負けても軽く肩をすくめるだけだった先輩が自分を責めているのは、すべて井いノの原はらのためだった。

　井ノ原がどれだけこの部に執着しているか、俺も分かっている。部室なんかなくなったところで勝手にチャレンジメニューを出している店に集まって活動すればいいとか、そういう問題じゃない。あいつにとって部室は、日常の象徴なんだ。

　一度は見失い、しかしまた取り戻した自分の居場所。

　それが奪われることを井いノの原はらがどんなに恐れているか――先輩の後悔は、井ノ原を理解しているからこそだった。

　だからだろう。俺おれは、負けた先輩をからかったりする気にはなれなかった。

　改めて重責が俺の肩にのしかかる。大おお網あみさんの実力は未知数だけど、正直俺が勝てるとは思えなかった。全国クラスの部を率いる人間に、駆け出しのぺーぺーができるのはせいぜい善戦することくらいだろう。部長が「胸を借りるつもりで」と言ったのは相手の力量を誇張しているのではなく、本当にそのままの意味だ。

　大食いに奇跡なんてない。それは以前、無様にも食しよく神しんにねじ伏せられた俺にとっては覆くつがえしようのない、苦にがい真理だった。

　自分の負けを思って、ただただ陰いん鬱うつになる。非力を嘆なげくことしかできない自分に、ひたすら嫌気がさしてくる。勝負する前から胃が重くなってくる気分だ。

　そんな俺に、先輩は囁ささやいた。

「ハチ、お願い。――勝って」

　耳を疑った。

　この傲ごう岸がん不ふ遜そんを絵に描いたような人が、お願いをするなんて。俺は信じられず、すぐそばにある横顔をまじまじと見つめた。

　先輩としてもやはり、苦渋の決断だったらしい。俺に勝負の行方ゆくえを託さなくてはならないことが不服でしょうがないという顔で、言葉を重ねる。

「私が言えた義理じゃないけど……みのりの居場所を、守って」

　先輩が――俺の恋敵であるはずの人が、好きな人間のために下げたくない頭を下げている。

　ここまで言われちゃ、ヘタれたままでいられなかった。

「――はい。やります。過か食しよく倶く楽ら部ぶを……井ノ原の居場所を守りたいのは、先輩だけじゃないっスから」

　自分の力がどこまで通用するか分からない。だが、やる前から諦あきらめるなんて情けない気持ちだけは捨てよう。

　全力をぶつける。俺にできるのは、それだけだ。

　深呼吸して弱気を吐きだす。先輩は俺の肩にもたれかかったまま、独白のように続けた。

「……私はアナタが嫌いよ。とても嫌い。大っ嫌い」

「そこまで繰り返さなくても」

　そりゃ、好かれてるなんて思っちゃいないけど。先輩にとって俺は、井ノ原を奪おうとする目め障ざわりな馬の骨でしかないから。

　そんな俺おれに先輩は「でも、」と言い置き、

「アナタがみのりの味方でいる限り、私はアナタを必要としてあげるわ」

　――その言葉にはきっと、

　仙せん石ごく舞まいの、最大の信頼がこめられていた。

「……俺もですよ」

　先輩に認められたのが嬉うれしい。そんな風に思ってしまった自分が癪しやくだったので、精一杯の皮肉を返してやった。

　お互いにふてぶてしく鼻で笑う。勝てるかどうかは分からないが、戦友の存在は心強かった。



　しばらく歩くと、観光名所である城の裏のひなびた通りに出た。観光客を狙ねらっているのか、このあたりも商店街に次ついで飲食店が多い。並ぶ店の中に、そのソバ屋はあった。

　蕎そ麦ば処どころ『ジャイ庵あん』。

　店名からして出落ちでした。カタカナが書かれた暖の簾れんのソバ屋って、初めて見た。

　雰ふん囲い気きだけは老舗しにせのソバ屋という感じの、趣おもむき深い木造建築。そして格子戸にはこの店のフラッグシップが書かれた張り紙。

　

　ジャイ庵もりそば　一〇〇〇円

　二杯完食できた方には、お代をいただきません



　脇わきには写真が貼はってある。目測だと二人前で三キロ、ってとこか。

　井いノの原はらにとって四キロまでなら許容範囲。余裕で食べつくせる量だ。もっとも、それは相手も同じなようで、どんと来いって顔をしていたけど。

「おソバっていうのは、ありがたいですね。この気温ですから」

「たしかに、それは言えてるわね」

　井ノ原と海かい神じんは友人同士のように話して中に入る。店主は今にも死にそうな爺じいさんで、『いらっしゃいませ』の声も聞きとれないほどだった。

　大丈夫だろうか？　ソバ茹ゆでてるうちに死にやしないだろうか？　そんな不安をよそに、海神は店主にジャイ庵もりそば四人前という酷こくな注文をした。

　観戦する側は板わさなどをつまみに、そば茶をゴクゴク。水分が失われていたのか、そば茶の滋味深い味わいが全身にジーンとしみわたって……これはありがたい。

　さっきからけっこう食っているが、それはむしろ前菜というやつで胃が活性化してきた。自分に勝敗がかかっているのはプレッシャーだが、まずは井ノ原だ。井ノ原が勝たなくては話にならない。

　まず負けないと思うけど、相手も自信満々だっただけに、それなりにできるんだろう。……勝てよ、井いノの原はら。

　祈りを込めて井ノ原を見ていると、大おお網あみさんが号令をかけた。

「そんじゃ、副将戦！　ジャイ庵あんもりそば二人前！　よーい――」

　張り詰める空気。店の中が真空になるような錯覚がし、

「スタート！」

　いきなり、ブラックホールが現れた。

「なっ……!?」

　初しよっ端ぱな!?　最初から……『吸引サクシヨン』で行くつもりか、井ノ原!?

　相手のスタートダッシュも見事だった。だが、井ノ原は圧倒的だ。格が違いすぎる。

　海かい神じんは目の前のソバに集中しているからか、まだ気付いた素そ振ぶりを見せない。あいつが絶望するのは、あと何秒後だろうか？

　一息。それで一つ目のソバを呑のみほし、次のソバにとりかかる。異変に気付いて海神がようやく顔を上げた。

　驚きよう愕がくしたのは海神だけじゃない。井ノ原はもう一度、深く深く息を吐き出し――

「二回目だと!?」

　部長ですら動転するほどの食いっぷりを見せた。

　海神の手から箸はしがこぼれる。当然だ。こんなものを見せつけられたら、戦意なんか折れるに決まっている。

　残ざん酷こくなほどの実力差。井ノ原は一切の慈悲などなくそれを見せつけ、

「ごちそうさまでした」

　と、箸を置いた。



「ぶぇえええ！　びぃえ！　びぃえ！」

「おー、よしよし。泣かないの。相手が悪かっただけだからねー」

　胸に顔をうずめてワンワン泣く海神を大網さんはなだめる。井ノ原もさすがに顔を曇らせていた。

「悪いことしちゃいましたかね？」

「勝負事には、つきものだろ。あいつの性格ならこの負けをバネにするさ」

　という希望的観測で井ノ原を安心させる。井ノ原は顔をほころばせて「そうですね」と頷うなずくと、

「まあ、無事にバトンもつなげましたし……後は、よろしくお願いします」

　深々と一礼し、俺おれを見上げた。

　そのまっすぐな視線に思わずドキリとする。井ノ原の目は本当に澄んでいて……俺が勝つと、疑っていないようだった。

　一瞬、こいつは本当に今の状況を分かっているのだろうかと心配してしまう。だけど井いノの原はらの微笑はこの一戦を落とせば部室が失われることも、俺おれと大おお網あみさんの実力差もすべて分かった上でのものだと伝わった。

　だから、

「――ああ。任せろ」

　それ以外に言える言葉が見つからなかった。

　惚ほれた相手にこんな信頼を寄せられたら、他の言葉なんか吹っ飛ぶに決まっていた。

　俺が自信満々なのが、そんなにおかしかったのだろうか？　井ノ原は目を丸くすると、慎つつましく肩を揺らした。

「八や雲くもさんは強いですよ？　昔はわたしやウシさんと対等に渡り合って、今も関東を代表するようなチームのリーダーを務めるほどの戦士です。それでも、勝つと約束してくれますか？」

「それでも、だよ」

　そう。たしかに奇跡は起こらないだろう。大食いは根性だけでは覆くつがえせない、残ざん酷こくな勝負の世界だ。

　それでも尚なお――

「勝つよ。絶対勝ってこの部を――お前の居場所を守ってみせる」

　理屈じゃない。

　今度こそ、奇跡をこの手で起こす。

　……と、まあ売り言葉に買い言葉で恥ずかしい断言をしてしまった。井ノ原はなにやら感心したように目を輝かせているし。

「はい！　ハチさんならきっと勝てるって、わたし信じてますから！」

「お熱いねえ、お二人さん」

　背後からいきなり声をかけられた。俺と井ノ原はそろって飛びあがり、振り返る。

　声の主はイヒっ、と笑い、ニヤけた面で俺たちの赤くなった顔を眺めていた。

「二人、付き合ってるの？」

　大網さんの問いに、井ノ原はブンブンと首を横に振る。

「い、いえいえ！　とんでもない！　というかとんでもないですよ!?　ねえ、ハチさん!?」

「お、おう」

　日本語が微妙に崩壊するほど全力で否定された。先ほどの信頼とか、二ヶ月前の約束とかが幻だったんじゃないかという勢いだった。切せつねえ。

「で、ではハチさん、ご武運を！」

　井ノ原は最後にもう一度深くお辞儀すると、仙せん石ごく先輩の傍そばに飛んでいった。テンション上がったようになにか報告しているようだったが、距離が開きすぎてちょっと聞こえない。

「さぁて。とうとうウチらに責任がかかっちゃったねぇ」

　ぼやいた大おお網あみさんに向き直る。細めた目の奥に鋭い光を宿し、彼女は言った。

「ウシちゃん。最後のテーマを決めちゃって」

　気を引き締める。泣いても笑っても、これが最後。俺おれは魔王に挑む勇者の気持ちで戦いへと臨のぞむ。

　大将戦。部長が引いた、そのテーマは――

「スパゲティ」

　またしても麺めん、か。まあ、麺なら得意分野だ。一時期、麺類ばっかり食っていたことがあるから。

　大網さんもとくにスパゲティが苦手というわけではないらしい。いつも通りのスマイルで、歩き出した。

「じゃ、店はウチが選ばせてもらうねー。付いてきて」

　駅前まで戻って来て商店街へ。この前も来たイタリアン・バイキングの店を通り過ぎて、大網さんが向かう店の名には聞きおぼえがあった。

「あれ、この店――」

「ん？　知ってるのん？」

「まあ、名前だけは」

　喫茶店『カモミール』。ラギからオススメの店と紹介され、井いノの原はらに出くわさなければ真ま白しろを連れていこうと思っていたところだ。

　同じ喫茶店でも仙せん石ごく先輩のバイト先である『氷ひよう山ざん』とは趣おもむきを異にしていて、こちらはこじゃれた洋風の雰ふん囲い気き。パスタとかが旨うまいらしい。

　大網さんは面白そうに、目を細める。

「へえ。でも、今さら後戻りできないからね」

「？　はあ。別に、いいですけど」

　含みのある発言が気になるが、なんだろう？　盛りが凶悪だというのなら、多少のことでは驚かない自信があるけど。

　疑問に思っていると変態が声をかけてきた。

「ハ、ハチ。実はこの店――」

「うるせぇ。話しかけるな」

　ラギはなにか言いたげだったが、すごすごと引き下がった。当然の報いだ。

　大網さんはドアを押し、店に入っていく。ドアベルが鳴る音とともに店員が振り返った。

「いらっ――」

　途切れる声と、見開かれる目。俺もきっと似たような顔をしていただろう。

　あろうことかそこにいた店員は――宿敵である生徒会の人間、鴨かも川がわこころだった。

　私服の上にエプロンという庶民的な格好。いつも通りのアップにした頭を、さらにバンダナで覆おおっている。

　――いかん。放心してしまった。ここは、友好的に話しかけようじゃないか。

「よ、よう。奇遇だな。バイト？」

「……家の手伝い」

　ここ、鴨川の家がやってたのか。

　驚いたが、興味は別なところにある。俺おれと話す鴨川は気もそぞろで、視線はずっと俺の前に立つ人物に注がれていた。

　大おお網あみさんは敵意すら感じさせる鴨川に、気楽に片手を挙げる。

「やっほー」

「――なにしに来たの？」

「大食い」

「帰って。うちの料理を遊びの道具に使ってほしくない」

　そっけないセリフに、大網さんはいつもの笑みを苦にが々にがしくゆがめて肩を揺らした。

「冷たいねえ。久しぶりに姉に会ったんだから、もっと他に言葉があるんじゃない？」

　さらっと放はなたれた言葉に、素すっ頓とん狂きような声が出た。

「あ、姉ぇ!?」

「そ。だからつまり、ここはウチの実家なんだ」

　もともとこっちの生まれで、両親の離婚で引っ越したとは聞いていた。しかし、よりにもよって鴨川の姉とは……。

　後ろを振り返る。井いノの原はらや部長たちは「そんなこと聞いてない」とばかりに首を横に振っていた。

「八や雲くもに妹がいるということは知っていたが、な」

「昔から仲悪そうでしたからねー」

「なーんか昔から嫌われててさ」

　太平楽な大網さんと対照的に、仏ぶつ頂ちよう面づらの鴨川。敵てき愾がい心しんがむき出しの瞳ひとみだが、かえって希望が持てる。似たような目を知る俺としては、放ほうっておけなかった。

「いい機会じゃないか、鴨川。お前も見ろよ。お前の姉ちゃんが、なにをやっているのか」

　好意の反対は敵意ではなく、無関心。有名な言い回しであるが、鴨川が姉に対して嫌悪感という関心を抱いているのなら、それがひっくり返る可能性はある。

　こんなチャンスは二度とないだろう。しかし鴨川は、忌いま々いましげにため息をついた。

「一つ、言っておく。キミは絶対に姉さんに勝てない。部を守りたいなら店を変えた方がいいよ」

「心配してくれてるのか？」

　からかうつもりで問う。鴨かも川がわは自分が矛盾していることを言っていることに気付いたのか、舌打ちした。

「そんなんじゃない、けど……キミはきっと後悔する。それでもここでやるっていうのなら好きにしたらいいよ」

「ま、どっちみち店を選ぶ権利はこっちにあるからね。今さらキミがどうにかできる状況じゃないよ」

　大おお網あみさんの背後になにか見えた。まだはっきりとしない幻視に黙りこくっていると、大網さんは、さらにダメ押しの一言。

「もうキミは逃げられない。ここからはウチの独壇場だ」

　プレッシャーが背すじをなぞったのは一瞬。大網さんはすぐに俺おれを席へと誘導する。

「さて、スパゲティだけどなんかリクエストある？　味くらい選ばせてあげるよ。どっちみちなに来ても変わらないし」

「俺もなんでもいいです」

「じゃ、オーソドックスにナポリタンかな。こころー。こっち、ナポリタン十皿ね」

　一人、五皿？

「そんなもんでいいんですか？」

　スパゲッティは一般的に一〇〇グラム程度が一人前とされている。それを五皿食べてもたかが五〇〇グラム。一皿二〇〇グラムとしても一キロだ。

　井いノの原はらだったらウォーミングアップにしかならず、俺でも過去に四キロ近い餃子ぎようざを完食したことがある。つまり、大食いの勝負としてはかなり少ない。

　だというのに、大網さんが言うことには、

「うん。五皿でも厳しいかもね。残したりするとこころが怒るから、控え目にってことで」

「一皿の量が、尋常じゃなく多いとか……」

「まあ、来てからのお楽しみカナ」

　その笑みが意味するところは、いったい何なのだろうか？　ここもシャンバラのように激げき辛からで、大網さんもそれに慣れているから大丈夫、という仕掛けでもあるのか？

　だが、俺も親父おやじの影響で辛から党とうだ。店として成立する程度の辛さなら食える自信がある。

　なにを企たくらんでいるか分からないが、受けて立ってやる。そうやって集中力を高めていると、鴨川がまず四つの皿を持ってきた。

「いっぺんに十人前とか作れないから。まず、二人前ずつ」

　見た目はオーソドックスなナポリタン。ケチャップで染まった、ちょっとジャンクな庶民の料理ってやつだ。具はタマネギ、ピーマン、マッシュルーム――それとソーセージ。特徴のない家庭的なレシピにすぎない。

　量は一般人の目で見れば多いかな、というところ。一皿二〇〇グラムくらいか。五皿食っても一キロ。なら、スピード勝負だ。いかに無駄な動作を省はぶくかがポイントになる。

　ということは、大おお網あみさんは速さに特化した戦士なのだろうか？　満腹感云うん々ぬんの話になる前に、食べつくす。そういう短距離スプリンタータイプの戦士がいることは話に聞いているが……。

「じゃ、ウシちゃん。スタートの合図よろしく」

　部長は頷うなずくと、俺たちの間に立つ。

「いちについて、用意」

　静かな声こわ音ねと裏腹に高まる緊張感。この一戦に、過か食しよく倶く楽ら部ぶの命運がかかっている――

　奇しくも、生徒会の人間である鴨かも川がわに見届けられることになってしまった。こうなったらもう、やるしかない！

　部長が息を吸う。俺おれはそれに合わせて引き絞られる弓のように構え、

「スタート」

　号令と同時に、一気に麺をすする。

　次の瞬間、俺は盛大にむせ込んだ。

　口の中のものが飛び出しかけたが、すぐさま紙ナプキンで口元を押さえる。俺は呼吸を整えて鼻をかむとグラスを掴つかみ、一気に水を飲み干してから動転のまま叫んだ。

「な、なんだこれ!?」

　驚いた。

　驚くほどマズかった。

　不自然な甘ったるさと油っこさが口全体に広がり、胸焼けを起こしそう。麺は死んだようにネットリとしていて、心ここ地ちよい歯ごたえとは程遠い。この料理を一言で表現するなら、その、なんというか……そう、『餌えさ』だ。

　顔をあげて大網さんを見ると、特に問題なく食べている。なぜに？　俺の料理だけが、ピンポイントでマズいなんてことがありうるのか？

「か、鴨川！　これ、なにかやったか!?」

「姉さんのためにマズい料理を作ったのか、って思ってるならとんだ勘違い。言ったでしょ？　後悔するって」

　鴨川は胸を押し上げるように腕組みをすると、憮ぶ然ぜんとした顔でこちらを睨にらみ、

「うちの料理はマズいの。とんでもなく」

　と言いきった。

　マズいにしても……限度があるだろう。なんでこの店、潰つぶれないんだろう？

　疑問が顔に出ていたのか、大網さんが答えてくれた。

「昔からケーキとコーヒーだけで売上出してたみたいなもんなんだけど、今も変わらないみたいだねえ。安心した。そうでなきゃ、この店を選んだ意味がない」

　マズいマズいと言いながら大おお網あみさんはどんどん食っていく。大網さんにとってはこの味こそが家庭の味であり、抵抗がないんだ。

　とりあえずタバスコで妙な甘ったるさを誤ご魔ま化かそう。食感についてはもう諦あきらめるしかないけど、味わうことを放棄すれば食えるレベルに修正するくらいはできる。

　二の足を踏むが、勇気を出して一口。さっきは奇襲をくらったから、ちょっと動転してしまっただけだ。マズいと分かっていれば覚悟ができる。

　しかし口に含んだナポリタンは、その覚悟すら上回った。

「ふンむぐっ！」

　再び噴き出しかける。かっ、辛っ！　なんだこのタバスコ!?

　度を越した辛さは痛みへと変わる。そして俺おれの口の中には今、無数の針につき刺されたかのような激痛が走っていた。燃える粘膜。追加の皿を持ってきた鴨かも川がわは言葉もろくに話せぬ俺を侮ぶ蔑べつするように見下ろし、

「言っておくけど、タバスコはただの市販品」

　いや、これが普通のタバスコであるはずがない。ならば考えられる原因はただ一つ……！

　俺が視線を上げると、大網さんは得意げに小瓶をテーブルの上に出した。

「すり替えておいたのさ！」

　向こうの部員一同が東映版スパイダーマンのテーマを口ずさむ。息がぴったりってことは、過去に何回か同じことがあったのだろうか。

　そんなことどうでもいい。大網さんはドクロが描かれた冗談みたいな小瓶を掲げ、

「ウルトラデスソース。フツーのタバスコの約五五〇倍の辛さのソースだよ」

「いつの間にそんなものを!?」

「さあ、いつだろうね？　ま、とにかくこれがウチの戦い方。あらゆる手を使って相手にベストを尽くさせない。二重三重は当り前……十重二十重に網を張り、相手を絡め取る」

　曖あい昧まいだった幻視がようやくはっきりしてくる。黄色と黒のまだら模様。八本の足を持つ、その生き物は――



「《化蜘蛛アルケニー》。いつしかウチはそう呼ばれるようになってたよ」



　巨大なクモ。

　敵を罠わなにかけ、食らうのがこの戦士の正体だ。

　思わず、声を荒らげる。

「あ、ありなんですか、そんなの!?」

「直接妨害しなきゃセーフだよ。ウチはタバスコとデスソースをすり替えておいただけで、使ったのはキミ本人だからね」

　詭き弁べんである。だがルールで黙認されている以上、反論できない。

　俺おれにできるのは、情けなく吠ほえることだけだった。

「アンタには……プライドってものはないんですかっ？」

「プライド？　あるにきまってるよ。だからこそ、全力で勝ちにいく。奇策凡策愚策妙策良策姦かん策さく下策……敵を陥おとしいれるためならどんな手でも使ってみせる」

　そう言ってるうちに一皿目、と皿を横にどける。ヤバい……これ以上の差は、挽ばん回かい不可能だ！

　もはや人類が食べられる辛さじゃなくなった、ただの劇物に特攻をかます。幸い、しばらく食っていたら舌がマヒして辛さも感じなくなってきた。

　策なら何でも使う、と言っていたけどこれこそ愚策。ダメージを与えることに気を取られすぎていて、その後のことまで考えが回らなかったに違いない。これなら、嫌な歯触りだけ我慢すればいい。

　一皿目を完食。まだ希望は潰ついえていない、と安あん堵どしてお冷のお代わりを注ぐ。

　しかしポットから出てきたのは、ドス黒い液体だった。

「な、なんじゃこりゃあ!?　臭ェ！　とてつもなく！」

　俺はこの臭においを知っている。たしか、母が北陸地方を旅行してきた時に土産みやげとして買ってきた――



    

  
    
      



    

  
    
      「これは、いしり！　能登半島で作られるという、イカやイワシの内臓を使った魚ぎよ醤しようだ！」

「あはは。目を離した隙すきにちょろっと、ね」

　またしてもすり替えられていたらしい。おちおち集中してもいられないってことか。

「気を抜くな、ハチ！　油断するとその女はどんどんエスカレートしていくぞ！」

　部長の檄げきが飛ぶ。しかし大おお網あみさんの動きに注意しようとすればするほどフォークの動きは鈍にぶくなり、さらには注意しているというのに今度は粉チーズの容器の中身が、ケーキの上に乗っている銀色の粒々アラザンになっていた。

　視線を逸そらしたつもりはないのに、気付けば別のところに気を取られている。これも、大網さんのテクニックの一つか!?

　歯は噛がみする俺おれの心の声に、向こうの部員たちが答えた。

「《視線誘導ミスデイレクシヨン》――会長の得意技にまんまとハマったみたいね」

「《化蜘蛛アルケニー》の網からは逃げられない。誰だれ一人として例外なく、です」



「うむ。山やま田だの言うとおり。あの小僧は運が悪かった。この勝負、すでに決まったようなものだ」

　随分と好き勝手に、決めつけてくれるじゃないか。たしかに今の俺は、いいように弄もてあそばれている《仔犬ちゃんパピー》だろうけど、負けるわけにはいかない。

　俺の勝利を信じている井いノの原はらのためにも。

　また、こんなのが大食いの醍だい醐ご味みじゃないって鴨かも川がわに示すためにも――

　負けられるわけがないだろうが！

　フォークを置き、両手の手首をぶるん、と振る。まずは落ち着け。昔と同じ方法でリラックスして、頭を切り替えろ。

　この方法を思い出させてくれた真ま白しろに感謝だ。新しいことを始めたとはいえ、野球が俺の人生で無駄になったわけじゃない。こうしてまだ、生き続けている。

　しかし、いしりの臭においとアラザンの感触が俺の食欲を奪いに来る。味覚が麻ま痺ひしたところにかけられる、別のアプローチからの攻撃は見事と言わざるを得ない。なんでこんなものを食わなければならないのだろう、という疑問が俺の手を重くする。

　まだか。

　これじゃ、まだ足りないのか。

　もう一段階、俺を集中力の世界へと押し込むなにかが必要なのか。

　こみ上げる吐き気とせめぎ合い、思考を巡らせる。窮地の時に俺はどうしていたか、と。

「こころ、ちょっと訊きいていい？」

　と、大網さんがまた口を開いた。乗せられるな。集中だ、と俺は自分に言い聞かせる。

　しかし、耳に入ってきた言葉は聞き捨てならないものだった。

「これ、ウチの分だけ量が多いんでない？」

　――な、に？

　惑わされるな。どうせハッタリだ。俺おれの気を引くためだけに、ありもしないことをでっちあげているだけだ。

　だが、つい持って来られた皿を見比べてしまう。同時に後悔した。

　大おお網あみさんの言っていることが、本当だったのだから。

「――おい、鴨かも川がわ！　どういうことだ、これ!?」

「目の錯覚じゃないかな？」

「そんなわけあるか！　どう見ても、大網さんの方が多いだろ！」

　俺は大網さんの皿を指差して怒鳴る。明らかに俺の三倍くらいはあった。アホか。どうせやるなら、もうちょっとバレないようにやれよ。

　だが、俺の不ふ甲が斐いない姿を見てこうせざるをえなかったのだろう。その理由を、一つしか思いつかない。

「……お前、大網さんに負けてほしいのか？　そこまで、姉貴が嫌いなのか？」

　一目見て仲の良い姉妹でないことは分かった。だが、鴨川の憎ぞう悪おはこんな露骨な妨害をさせるほどなのか。

　鴨川は自分が持ってきた大盛りのナポリタンを見つめながら言った。

「ボクだって、最初は姉さんが好きだった。大食いなんてバカなことだと思っていたけど、それでもなにかに夢中になってる姉さんが好きだった」

　震えだす声。

　鴨川は溜たまりに溜まった激情をぶち撒まけた。

「でも、いつしか姉さんは勝つためには手段を選ばなくなった。そんなことして意味ある？　そんなことして、勝ったって誇れるの？　ボクは……ボクはそんなの認めない！」

　鴨川の気持ちは、痛いほどよく分かる。昔のこいつは本当に姉貴のことを尊敬していて……だからこそ、その姉に汚い手を使わせる大食いが許せなかったんだ。

　自分の中の『理想の姉』を守るためには大食いそのものを否定するしかなくて、

　それでも大食いから離れてくれない姉に、怒りを抱かざるを得なかった。

　この大盛りのスパゲティは、鴨川の悲鳴。

　姉に誇りを取り戻せと訴える、滑こつ稽けいなほどに不器用な叫びだった。

「だからボクは姉さんを勝たせない。勝たせるわけにはいかない。どんな手を使っても邪魔させてもらう。姉さんには全然及およばない、とんだ愚策だけどね」

　鴨川は自じ嘲ちよう気味に口元を曲げ、俺に視線をよこす。

「キミにとっても悪くない話でしょ？　これで、大好きな部を守れるんだから」

　不意に放はなたれた一言に、怒りで目の前が真っ赤になった。

「――ふざけんな」

　怒りがピークに達すると、叫ぶよりも押し殺した声が出る。俺おれは鴨かも川がわの顔に振りおろしてしまいそうな拳こぶしを、テーブルに叩たたきつけて気を逸そらす。

「こっちは本気でやってんだよ。家族のいざこざなんざを、真剣勝負に持ち込むな」

「ハチくん。キミの言うとおりだ。これはウチら姉妹の問題であって、キミには関係ない」

　大おお網あみさんはそう言って山盛りのナポリタンが乗った皿を手た繰ぐり寄せ、

「だから勝負はこのまま続行だ。キミはウチの皿だけ盛りが多かったのなんか見なかった。いいじゃん、それで」

　このハンデすら楽しむように、笑ってみせた。

　ただの小悪党ができる顔じゃない。細められた目の奥に光るのは、紛れもなく戦士としての鋭さだった。

「……大網さん。なんでアンタ、セコいマネなんかするようになったんですか？」

　大網さんはちらりと、一瞬どこかを見た。

「どーしても、勝ちたいやつらがいたんだよ。でも悲しいかなウチは凡人でね。小細工に頼らざるを得なかった」

　でも、と一息置いて、

「ウチはその選択を後悔してない。才能がないからって諦あきらめることを、ウチはしたくない。なにを言われようと勝ちを取りに行く。……それが、ウチなりのプライドだよ」

　ハンマーで殴られたような衝撃があった。俺も鴨川も、とんだ思い違いをしていた。

　プライドがある。大網さんの先ほどの言葉は言い訳でも詭き弁べんでもなく、彼女は本当にプライドを手放してなどいない。

　取り戻すもなにも、最初から捨てていなかったんだ。

　はにかみの笑みを浮かべる姉に、鴨川は戸惑いで顔をゆがませた。

「……分かんない。ボクには、やっぱり姉さんがなにを考えているのか分かんないよ。だって、たかが大食いでしょ？」

　鴨川はまるで、姉に置き去りにされて今にも泣き出しそうな、小さな子供みたいだった。

　大網さんは妹にそんな顔をさせたことを、悔いるようにため息をつく。

「そう思われてるって知ってたからウチもわざわざ、分かってもらおうとは思わなかった。ウチの妹なら説明しなくてもそのうち分かってくれるだろうって、姉妹のコミュニケーションってやつを放ほったらかしにしちゃってたんだ」

　いつもそばにいられるからこそ、ないがしろにしてしまっていた。そのうち分かりあうタイミングを逃し、結果的に距離はどんどん開いていった。

　それはどこにだってあり得る話。二人が特別不器用だったわけじゃなく、油断すれば誰だれにだって訪れる悲劇。

　しかし今日、奇跡的に二人の心は交わったのだ。

　誤解を恐れず、踏み込んで。大おお網あみさんはその一歩を、姉として先に踏み出す。

「でもね、離れ離れになった今だから思うんだ。今こそ、分かってほしいって。だから、見てて」

　大網さんはそう言いながら手首に巻いていたバンダナをほどき、

「――本気の、お姉ちゃんを！」

　頭に巻きなおす。

　それが彼女にとっての《スイッチ》だった。

　大網さんの背後にあるオーラがさらに濃度を増す。飄ひよう々ひようとした笑みを消して、彼女は問いかけた。

「知ってる？　メスのクモっていうのは大食らいなんだ。オスを食べちゃうほどにね」

　全国クラスの戦士が放はなつプレッシャーがビリビリと肌を痺しびれさせる。しかし、俺おれはこの圧倒的に不利な状況に絶望していなかった。

　ここから逆転するには、どうすればいいのか。

　答えは出た。大網さん自らが、示してくれた。

　自分の口元が釣り上がるのを自覚する。できているだろうか？　戦士らしい、不敵な笑みが。

「井いノの原はら。帽子貸してくれ」

「帽子？　――あっ！　はい！」

　井ノ原も俺がなにを思いついたか、察したのだろう。すぐさま帽子を投げてきた。

　フリスビーのように回転して飛んでくる帽子をキャッチ。俺はそれを頭に乗せる。

　俺が何をしようとしているのか、大網さんも一人の戦士として気付いた。ふん、と鼻を鳴らしてあざ笑う。

「それでようやく五分ってとこじゃないかな？　今から挽ばん回かいできると思う？」

「しますよ。こっから、なんとか！」

　帽子のつばを引く。

　瞬間、頭の中でカチリとなにか音がしたのを、確かに聞いた。

《スイッチ》と呼ばれる、特定の行動。かつての俺もピンチの時にはとり、この間の戦いの時もこれで気合が入った。集中力を研とぎ澄すまし、苦しいと感じる暇すら自分に与えず食い尽すにはこれしかない。

　狭まる視界。目には料理しか映らなくなり、俺を集中力の世界へといざなう。

　もちろん、見えない対戦相手に妨害を仕掛けられているという可能性もある。だが、それはもうどうでもいい。なにをされたって、かまうものか。

　策なんて関係ない。

　味覚すら捨てて、食い尽しにいけ！

　そこからは駆け引きや小細工はなし。大おお網あみさんも妨害を捨てて、純粋に戦士としての勝負になる。

　まるでノーガードの打ち合い。手を休める暇などない。調味料を使うのすら面倒くさく、冷めて蝋ろう細ざい工くのようになった麺を無理やり口の中に突っ込む。

　そして五皿目。

　とうとう大網さんの手からフォークがこぼれた。

「会長！」

　海かい神じんの悲鳴を筆頭に、向こうの陣営がどよめく。対照的に、こっちは仙せん石ごく先輩の檄げきが飛んだ。

「正念場よ、ハチ！　決めなさい！」

　返事をする余裕はない。

　だから、行動で応こたえた。

「――っ」

　胃の中の空気を絞り出し、酸素を求めた肺が反射的に動く。井いノの原はらほど長くは維持できないが、理屈は同じだ。大網さんも俺おれが何をしようとしているのか気付き、息を呑のんだ。

「その技……っ！」

　瞬間的な『吸引サクシヨン』。こいつで一気に、ケリをつける！

　大網さんは俺のラストスパートに圧倒されたのか、拳こぶしを握ったまま微動だにしない。冷や汗を浮かべながら、細く長く呼吸を繰り返すだけだ。

　最後まで気は抜けないとはいえ、どうしても安あん堵どしてしまう。勝った、と。これで部室を――井ノ原の居場所を守れる、と。

　そのタイミングを見計らったように――



「姉さん、がんばって！」



　鴨かも川がわの声が店に響き渡った。

　刹せつ那な、全身を駆け抜ける悪寒。脳に走る警報に思わず呼吸を止め、皿から顔を上げる。

　そこにいたのは巨大な蜘く蛛もだ。

「な――」

　大網さんの歪ゆがんだ口元から声がこぼれ落ちる。飄ひよう々ひようと、ここまで追い詰められても決して余裕の姿勢を崩さなかった大網八や雲くもはすでにいない。

　鬼気迫る形ぎよう相そうで、彼女は吠ほえた。

「――っめんなぁっ！　新米！」

　浴びせられたプレッシャーに竦すくみ、俺おれの手はフォークを落とす。

　同時に、今まで保っていた緊張感が緩み、満腹感が一気に襲ってきた。

　量こそ少ないものの、このナポリタンが持つ油っこさは異常だ。知らずのうちにダメージが蓄積していたらしく、体が吐き気を訴えていた。

　その隙すきをついて大おお網あみさんは動いていた。いつの間にか握られていたもう一本のフォーク。片手に二本のフォークを持って、なにをする気か――大網さんの意図を、俺は即座に理解した。

　向き合うように持たれたフォークは、あるものとよく似ている。

　アレは、トングだ。

　二本のフォークががっしりとパスタを両側から挟む。大網さんはその塊かたまりを口に押し込んだ。

　皿を持ち上げる力もなく、悠長にパスタをフォークに巻きつけている余裕もない。ならばどうするのか――その答えがあの食べ方だ。大網さんは、猛然と開けられた差を詰めてくる。

　勝ったなんてとんでもない。とんだ――慢心だった。

　手がテーブルにくっついたみたいに動かない。くそ……っ、あとたった一口だっていうのに！

　膠こう着ちやく。その間にも大網さんはナポリタンを口に押し込んでいる。ヤバい……このままだと、逆転される！

　負けるわけにはいかない。大網さんがそう思っているように、こっちにだって理由がある。

　思い出せ。初めて井いノの原はらの勉強を見てやったあの日、あいつが見せた涙を。あいつが、どんなに部室が失われることを、恐れているかを！

　仙せん石ごく先輩から託された願い。井ノ原の信頼も受け取り、俺は決めたじゃないか。理屈を引っくりかえしてでも勝利をもぎ取ると……奇跡を、この手で起こすと！

　任せろ、と言ってしまった。思えば、大網さんほどの戦士を相手に安やす請うけ合あいにもほどがある。我ながら笑ってしまいそうだが……あの言葉をウソにするわけにはいかない。

　なけなしの気力と体力を振り絞る。

　そうやってかき集めた起爆剤に火をつけたのは、井ノ原の声だった。

「ハチさん、負けないでください！」

　――オッケイ。

　手はやはり動かない。だが回復を待っている猶ゆう予よはなく、ならば取るべき方法は一つだった。

　力が入らないなら抜けばいい。体を支えるのをやめると、当然一つの結果にたどり着く。

「ハチさん、まさか!?」

　井いノの原はらが驚きよう愕がくの声を上げる。みっともないが、背に腹はかえられない。俺おれの頭はニュートン大先生の発見した法則に従って、テーブルに吸い寄せられていく。

　そのまま重力に身を任せ――

　犬のように顔を皿に突っ込んで、パスタをすすった。

　パスタが喉のどを通りぬける。部長の手が俺の体をどかし、皿の上を確認する。

　突っ伏したままの俺の耳に朗ろう々ろうと響く、部長の声。

「――勝負あり。勝者、戌いぬ井い八や千ち代よ！」

　そんな福音に俺は、小さくガッツポーズをとった。



　カモミールの前に二つの高校の選手が整列していた。

「三対二。葵あおい橋ばし高校の勝ちだ」

　部長の宣言に続いて、ありがとうございました、と挨あい拶さつ。向こうの選手とそれぞれ握手を交わした。

　一周して戻ってくると、大おお網あみさんに声をかけられる。

「お疲れー。いい試合だったね。正直、負けるとは思ってなかった。脱帽だよ」

「いや。結局、大網さんの方が量多かったわけだし、本来なら無効試合みたいなもんじゃないスか」

　それで僅きん差さ。実戦だったら、負けていてもおかしくない……っていうか、完全に負けだ。

　そんな番狂わせを引き起こした張本人が、粛しゆく々しゆくと頭を下げる。

「本当にごめん」

　口く調ちようこそ淡々としたままだが、鴨かも川がわは反省と羞しゆう恥ちが入り混じった顔で謝った。

「今回の件で、大食いに対する見方を改めるよ。生徒会の方でも、それとなく根回ししておくから」

「ま、マジか!?」

　思わぬ収穫。姉妹の対立を解消しただけでなく、今後の課題と目されていた生徒会との敵対を俺たちの代で解決できるかもしれなかった。

　平和の使者的な威光を背負った鴨川は、消え入るような声で呟つぶやいた。

「キミが相手だったから、姉さんも本気を見せてくれたんだと思う。……あ、ありがと」

　鴨川はすぐに踵きびすを返す。

「じゃ、じゃあボク、仕事があるから」

「おう。また、来週」

「イヒっ。我が妹ながら、かわいいねえ」

　小走りで店に入っていく妹を見て、大網さんはほほ笑む。今まで距離を置いていた反動で、姉バカになるんだろうなあ。

　好きなだけベタベタするといい。失った時間を取り戻すくらいに。

　と、生温かい視線を送っていると、不意に大おお網あみさんが距離を詰めた。

「ああ、一つだけ忠告。耳貸して」

「はい？」

　大網さんは少し背伸びをして、俺おれにささやく。

「――――」

　その一言に凍りついた。



    

  
    
      
エピローグ



　交流試合から一週間後の日曜。

　俺たち過か食しよく倶く楽ら部ぶは、市内にあるプールに来ていた。

　文字通り四角四面のプールしかない市営のプールじゃなく、ウォータースライダーや流れるプールなんかもある大き目のレジャー施設。今日は真夏日ということもあって、盛況だ。

　目を洗う水道の前で俺たち男子組は、女子の着替えが終わるのを待っていた。

「話には聞いてたけど本当に長いんだな、女子の着替えって」

　俺が誰だれにともなくぼやくと、ラギが知った風な口をきく。

「どーせ着替えるにあたって、ガチレズが一ひと悶もん着ちやく起こしてるんじゃないさ？」

　否定しきれないのが怖い。今ごろあの人の鼻血で更衣室、血の海になっているんじゃないだろうか？

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図を想像していると、横から声をかけられた。

「お、お待たせしました」

「やっと来た――」

　と振り返って、俺おれは声を失った。その原因は他ならぬ井いノの原はらのツッコミどころ満載過ぎる格好だ。

　まず体。期待していた水着姿は、よくあるプール用のタオルでテルテル坊主のように隠されている。

　そして頭には水泳帽ではなくハンチング帽をかぶっていた。

　プールとハンチング帽。その組み合わせに嫌な予感がした。孤島と探偵くらい嫌な組み合わせだ。

「も、もしかしてお前、それっ――」

　震える声で俺は問う。井ノ原は羞しゆう恥ちで赤く染まった顔で、ゆっくりとタオルを下ろしていく。

　その下にあったものは――

「に、似合ってますか……？」

　想通り、スクール水着だった。

　刹せつ那な、女子更衣室から悲鳴が聞こえる。変質者でも忍び込んだかと思ったが、悲鳴の主はご丁寧に説明してくれた。

「大変！　この人、すごい鼻血出してる！　スプリンクラーみたいに！」

　大変なんじゃなくて変態だった。今ごろ更衣室は猟奇殺人事件の現場じみた、凄せい惨さんな光景になっているだろう。

　俺がショックのあまり放心していると、部長とラギがおもむろに距離を取った。

「部長。向こう行きましょうさ」

「今ばかりはお前に賛同しよう」

「ああっ！　二人きりにしないで！」

　無情にも二人は「こっち来んな」とばかりのオーラを放はなつ。くっ……、さすがに二対一では分が悪い。

　井ノ原はうつむいて、小さな体をさらに小さくしている。俺はいたたまれなくなって、声をかけた。

「な、なんでまた、そんな格好を？　仙せん石ごく先輩との約束のことだったら、あの人結局負けたんだし……」

「が、がんばってくれたハチさんになにかお礼がしたくて、ま、舞まいに相談したら、これなら絶対喜ぶって言ってたんですけど……」

　一言ごとに井ノ原の白い肌がどんどん赤みを増していく。自分の欲望のために俺をスク水フェチに仕立て上げた仙石先輩には後で復ふく讐しゆうをしなければいけないだろう。

　井ノ原は耐えられなくなったのか、踵きびすを返して叫んだ。

「わ、わたしっ、着替えてきますっ！」

「いや、ヘンではねえよ!?」

　頭で考えるより早く、脊せき髄ずいあたりが俺おれにそんな言葉を吐かせていた。

　言ってから、自分でもどうしようかと思う。単に井いノの原はらを傷つけないために言ったのではない。それは俺の率直な感想だった。

　仙せん石ごく先輩があれだけこだわっていたのも分かる。スクール水着というのは井ノ原のメリハリのない体格の魅力を最大限にまで引き上げ、さらにハンチング帽というミスマッチなパーツがアクセントになっていて悪くない。正直、このままずっと眺めていたいぐらいだった。

　井ノ原は足を止めて、上目づかいに俺の顔を見ている。う……そんな顔で見つめられると、ますますイケナイ気持ちになってしまう。

「ヘ、ヘンじゃないって……本当ですか？」

　か細い声が脳髄を焼く。脳内麻薬的ななにかが分泌されているのを自覚しながら、俺は言葉を紡つむいだ。

「あ、ああ。でも、ハンチング帽で水泳はやめような。大事な帽子だろ？」

「あ、はい」

　井ノ原は素直に帽子をとって、タオルと一緒にプールサイドにあるテーブルに置きに行く。これでちょっとは直視できるようになった。



    

  
    
      



    

  
    
      　とはいえ、生で女子の水着姿を見るのなんか小学校以来だ。井いノの原はらの体つきは小さかったり細かったり、明らかに男子とは違うもので俺おれを緊張させた。

　丸みを帯びた体のライン。小学生っぽい井ノ原といえど、それは変わりない。起伏がないなりに女らしさがあって、俺の保護欲をかきたてる。

　慈いつくしみの心が日々養われていく。そのうち俺の寛容さは、ナイチンゲールを凌りよう駕がするくらいになるだろう。

　井ノ原はハンチング帽の代わりに、肩ひもに挟んでいた白い水泳帽をかぶって戻ってきた。

「じゃあ、わたしたちも行きましょうか」

「お、おう」

　先に立って歩き出した井ノ原は、こちらを振り返る。

「ところで、一つ問題があるんですけど」

「ん？　なに？」

「わたし、泳げません」



　そんなわけで、井ノ原に泳ぎを教えるところから始まった。

　いや、正確には――

「まさか顔を水につけるところからとはな……」

「うぅ……、すみません」

　肺活量を鍛えるどころじゃなかった。泳げないくらいは覚悟していたけど、さすがにこの展開は予想外だ。

　小学生がひしめく二十五メートルプールのすみっこに俺たちはいた。隣の五十メートルプールは深さが俺の胸くらいまであるので、井ノ原が入ると余裕で水没する。

　井ノ原はさっきから水面ぎりぎりまで顔を近づけては急上昇を繰り返している。俺は上から頭を押さえつけたい衝動を、水鉄砲という形で発散していた。

　巧みに井ノ原の顔の横あたりを狙そ撃げきする。威い嚇かく射撃に眉まゆをハの字にする井ノ原がかわいくて、俺は心の中で「次は耳だ！」と高らかに吠ほえていた。

　水鉄砲を連射し、早く潜れと俺は催さい促そくする。

「顔洗うのと変わらねえって。勢いでガバっといけ、ガバっと」

「わ、わかってはいるんですけど……うぅ……」

　抵抗があるらしい。井ノ原は自分では思い切りがつかないのか、意を決した表情で俺を見つめると、

「いっそのことハチさん、わたしの頭押さえて水に突っ込んでくれないでしょうか!?」

「オッケイ」

　許可が出た。遠慮なく俺おれは、井いノの原はらのリクエストに応こたえる。いやー、ずっとこうしたかったんだよ。

　当然、井ノ原は奇声を上げた。

「ぶぶぶぶぶぶぶぶっ！」

「あ、ヤバ」

　慌てて手を放す。自ら顔を上げた井ノ原は案の定、水を飲んでいて盛大にむせた。たぶん顔とか見れたもんじゃないので、俺は紳士的に目を逸そらす。

　視線の先にある五十メートルプールでは、『大食いは体づくりも大事』というのが持論の部長がラギを引き連れて泳いでいる。その一切遊びの雰ふん囲い気きが感じられない様子からは、うちの部が体育会系に分類されている理由がうかがえた。

　そんな光景を横目に、俺は大おお網あみさんに言われたことを反はん芻すうしていた。



『みのりん、本番前に負けといた方がいいよ？』



　部長のような埒らち外がいな人間にではなく、同年代でしかも女がいい。そうでないと、いざ『その時』が来たら壊れてしまう恐れがある。

　大網さんは、そんな不吉な予言をした。そして俺は直感的に気付いた。女子大生が言いかけて言葉を濁にごしたのは、このことだと。

　井ノ原の強烈なコンプレックスを土壌に育ったプライド。

　大食いしか誇りがない井ノ原が、それを砕かれたら――

　井ノ原を良く知る二人はこいつのある意味での純粋さを見抜き、危き惧ぐしていた。だから大網さんは負けが許されない重大なシーンでなく、もっと適当なところで負けておけとアドバイスを残し、最後にこう言ったのだ。



『みのりんのこと、守ってあげて』

　

　できるだろうか？

　そういう存在でありたいとは思う。だが、いざ本当にその時がきたら……俺なんかが、井ノ原にかける言葉を見つけられるだろうか？

　俺には想像もつかない。井ノ原が負けた時、どうなってしまうのかなんて。

　……深く考えるのはやめだ。今はまだ、負けないことだけ考えよう。

　適当なところで負けるなんて器用なこと、俺たちにはできそうにないから。

「井ノ原、大丈夫か？」

「えぅう……はい。まだやれます」

　俺おれを見上げる井いノの原はらの目には涙がたまっているが強い意志を秘めている。よし、やる気充分。

「今ので水の恐怖は克服できたか？」

「いえ、むしろさらに悪化しました。ですが遠慮することはありません。スパルタ教育でお願いします」

「良い心がけだ」

　薄い胸を張ってやる気を示す井ノ原に、ノータイムで足払いをかけた。

　再び水の中に吸い込まれていく井ノ原。もがく井ノ原の手を引いて起こしてやりながら、なんとなく空を仰いだ。

　容赦なく照りつける日差し。抜けるような青空に浮かぶ、大きな入道雲。

　夏。

　俺にとっては特別な意味を持つ季節。肘ひじの軋きしみに悩まされると思っていたが、ひょんな巡り合わせで俺はまた戦う舞台を得た。

　戦士たちにとって、もっともさかんに活動がおこなわれる季節が始まる。全国の戦士たちが頂点に立とうと腕を磨みがいている。

　どんな強敵が待っているか分からない。それでも俺は、自分の中の迷いを捨てた。

　隣に立つ井ノ原を横目に見る。守れるか？　なんて疑問に思っていないで、自分自身に誓おう。

　こいつを守る、と。



〈了〉



    

  
    
      
あとがき



　お久しぶりです、今日も餃子ぎようざを食っている内うち田だ俊しゆんです。炭水化物と野菜と肉で構成されているんで人間は餃子だけ食ってれば生きていけると思っています。餃子マジ完全食。

　そんなわけで、ニンニク臭くさくなりながらも『喰‐ｋｕｕ‐』二巻を無事こうしてお届けすることができました。『食しよく神しん』という料理が敵だった前回に対し、今回は大会の前哨戦ということで対人戦がメインとなっております。超人バトル的な部活モノのノリで楽しんでもらえたら幸いです。恋愛面でもあいつが参戦したり、あの人のフラグが立ったりと盛り込んでおりますよ？

　一度終わらせた話の続きを書くというのは初めてのことで、「本当に書けるのだろうか？」と不安になる反面、予想以上に楽しく書くことができました。受賞が決まる前から続きが書けたらこんな感じにしようかな、と妄想していたハチやみのりのその後を実際に書くことができたのは生みの親として喜ばしいことであり、なんだか子供の成長を見守る心境です。

　近況報告などしたいところですが、残念ながら私が仕事以外にしていることといえば一人で某全国を鉄道で巡めぐって資産を増やすゲームをやることくらいなんですね。最近ではコンピューターが弱すぎるので三人、もしくは四人を自分一人で動かすっていう不毛な勝負をしています。

　そして何が大事かっていうとこのゲーム、プレーヤーの名前が好きにつけられるのですよ。今までは好きなマンガのキャラクターとかでやっていたのですが、せっかくだから自著の登場人物たちの名前でやってみました。作家としての力を養うため、プレイ中の会話とかも妄想しながら。

　主人公＋ヒロイン三人で仲なか睦むつまじく、きゃっきゃとした会話を楽しもうとしたらキャラクターたちの仲が険悪になること、なること。妨害してなんぼのゲームなので、こうなることくらい目に見えていたはずなんですけどね。舞まいは自分の身を挺ていしてでもみのりを勝たせようとするし、ハチと真ま白しろは独走するみのりを意地でも引きずり下ろそうとするし、最後の方では会話なんてなくなっていました。ときたま「ちっ」と舌打ちするくらい。しょうがないから仲が悪くなっても構わなそうな、舞＋部長＋ラギという組み合わせでやることに。

　唐突ですがここで『喰‐ｋｕｕ‐』制作にまつわるちょっとした小ネタなんかを。今回登場するピザバイキングの店ですが、実在の店がモデルになっていたりします。東京近郊にお住まいの方は分かるかもしれないチェーン店であり、私は月イチくらいでその店に赴おもむきます。一人で。

　一人バイキングというのは寂せき寥りよう感かんがあると思われるかもしれませんが、一人で悠ゆう々ゆうと本を読んだりピザを食べたり原稿書いたりポテトを食べたりピザにポテトに……とやっている時間はなかなか優雅なものです。優雅と思い込まなければやってられません。

　餃子ぎようざへの裏切りかもしれませんが美お味いしいですよね、ピザ。そんなこんなで月曜に届くメールマガジンのクーポンを見ては「ほう……今週はソフトドリンクサービスか。これは行かねばなるまい」と腹に蓄積する脂肪（カルマ）のことは頭の片隅に置きつつ、颯さつ爽そうと愛車（自転車）に跨またがる私です。

　また話は変わりますが、そういえば友人から、彼の職場の先輩だかがリアル仙せん石ごく先輩だなんて話を聞きました。職場の人たちでケーキバイキングに行った折、男どもが三〇分足らずでギブアップする中その人だけは二時間近くケーキを食べ続けたとか。自分で書いておきながら「いるのかよ、そんな人間」と思いました。なんとも夢が広がる話ですね。

　紙幅が余りそうなので宣伝とかしちゃっていいですかね？　ＭＦ文庫Ｊ様以外のところでもちゃっかり活動していたりします。スクウェア・エニックス様で巫み女この話とか、メガミ文庫様でストッキングの話とか書いているので、そっちにも興味を持ってもらえれば作家冥みよう利りに尽きます。

　最後になりましたが謝辞を。

　イラスト担当のまりお金かね田だ先生。お忙しい中、七人もの新キャラを登場させるという暴挙に出てしまい本当にすみませんでした。

　担当のＳ様。毎度不勉強な私に、ご指導ご鞭べん撻たつくださってありがとうございます。これからもより一層精しよう進じんいたします。

　サークル関係の皆様方。陰に日向ひなたに尽力してくれる先輩方や同期たちはもちろん、特に平日の真っ昼間にビール持って現れるオッサンの相手をさせられる後輩たち。いつも感謝しております。

　編集長のＭ様や校正様、デザイナー様、その他出版までに関かかわっていただいた方々。皆様の支えがあって、二巻もこうして刊行にこぎつけられました。ありがとうございます。

　そしてなにより、読者の皆様方。モバイルアンケートの結果やネットでの書き込み等、いろいろなところから私は元気をもらっています。これからも末長くお付き合いいただけることを願っています。

　次巻はいよいよ大会編。ヘタするとまた新キャラ大増量でお届けすることになると思います。

　それでは、三巻でまたお会いできますように！





二〇一〇年一二月　内うち田だ俊しゆん
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